The Zhuzi yulei Xunmenren 朱子類語 訓門人: An Annotated Translation into Modern Japanese (Part Nine) by 『朱子語類』訓門人研究会
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『
朱
子
語
類
』
訓
門
人
訳
注
（
九
）
―
巻
一
二
〇
・
条
～
巻
一
二
一
・
条
―
97
35『
朱
子
語
類
』
訓
門
人
研
究
会
本
稿
は
、『
朱
子
語
類
』
訓
門
人
研
究
会
の
二
○
一
五
年
の
成
果
で
あ
る
。
二
○
○
七
年
に
発
足
し
た
本
研
究
会
も
、
今
年
で
無
事
八
年
目
を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
二
○
一
二
年
に
は
巻
一
一
三
か
ら
巻
一
一
六
を
、
二
○
一
四
年
に
は
巻
一
一
七
か
ら
巻
一
一
八
を
、
汲
古
書
院
よ
り
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
残
り
の
巻
一
一
九
か
ら
巻
一
二
一
の
一
日
も
早
い
刊
行
を
目
指
し
て
、
巻
一
一
九
は
研
究
会
と
は
別
に
垣
内
が
個
人
で
担
当
し
、
研
究
会
で
は
巻
一
二
一
を
読
み
進
め
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
作
成
は
、
研
究
会
の
参
加
者
が
順
番
に
訳
注
原
稿
を
作
成
し
、
そ
れ
を
研
究
会
で
検
討
し
た
あ
と
修
正
を
加
え
、
さ
ら
に
最
終
的
に
訳
文
の
統
一
を
は
か
る
た
め
に
垣
内
が
加
筆
・
修
正
を
し
た
。
訳
注
原
稿
の
担
当
者
は
、
各
箇
所
の
最
後
に
そ
の
氏
名
を
記
し
た
。
（
垣
内
景
子
）
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今
年
度
の
研
究
会
の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
垣
内
景
子
（
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）・
宮
下
和
大
（
麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
助
教
）・
阿
部
光
麿
（
早
稲
田
大
学
講
師
）
・
松
野
敏
之
（
國
士
舘
大
学
文
学
部
准
教
授
）・
中
嶋
諒
（
学
習
院
大
学
史
料
館
Ｅ
Ｆ
共
同
研
究
員
）・
阿
部
亘
（
中
国
語
言
大
学
外
籍
教
師
）・
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
（
早
稲
田
大
学
講
師
）・
田
村
有
見
恵
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）・
佐
々
木
仁
美
（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
中
学
教
諭
）・
江
波
戸
亙
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
・
蔣
建
偉
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）・
村
田
岳
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）・
石
山
裕
規
（
明
治
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）・
戸
丸
凌
太
（
国
士
舘
大
学
文
学
部
中
国
語
・
中
国
文
学
専
攻
）
凡
例
※
底
本
は
、
中
華
書
局
・
理
学
叢
書
『
朱
子
語
類
』
を
用
い
た
が
、
標
点
等
は
適
宜
改
め
た
部
分
も
あ
る
。
※
校
注
は
以
下
の
四
本
を
参
照
し
、
各
略
称
を
用
い
た
。
・『
朝
鮮
古
写
徽
州
本
朱
子
語
類
』（
中
文
出
版
社
）
…
楠
本
本
・『
朝
鮮
整
版
朱
子
語
類
』（
中
文
出
版
社
）
…
朝
鮮
整
版
・『
朱
子
語
類
』（
正
中
書
局
）
…
正
中
書
局
本
・『
朱
子
語
類
大
全
』（
和
刻
本
・
中
文
出
版
社
）
…
和
刻
本
な
お
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
に
次
の
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
一
々
注
記
し
な
か
っ
た
。
「
著
」
⇔
「
着
」
「
箇
」
⇔
「
个
」
「
辨
」
⇔
「
辯
」
「
它
」
⇔
「
他
」
「
于
」
⇔
「
於
」
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「
邊
」
⇔
「
邉
」
⇔
「
辺
」
「
工
夫
」
⇔
「
功
夫
」
「
粗
」
⇔
「
麁
」「
麤
」
「
子
細
」
⇔
「
仔
細
」
「
總
」
⇔
「
摠
」
「
竊
」
⇔
「
窃
」
ま
た
、
以
上
の
四
本
に
お
い
て
底
本
と
は
異
な
る
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
巻
数
と
共
に
ペ
ー
ジ
数
を
明
示
し
た
。
※
原
文
・
訳
文
中
の
［
］
は
小
字
注
部
分
で
あ
る
。
※
注
で
用
い
た
略
称
は
以
下
の
通
り
。
･
『
語
類
』
…
『
朱
子
語
類
』
な
お
、『
語
類
』
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
と
条
数
の
み
を
記
し
た
（
括
弧
内
の
頁
数
は
底
本
の
も
の
）。
･
『
遺
書
』
…
『
河
南
程
氏
遺
書
』（
中
華
書
局
・
理
学
叢
書
『
二
程
集
』）（
括
弧
内
の
頁
数
は
上
記
の
も
の
。）
･
『
門
人
』
…
『
朱
子
門
人
』（
陳
栄
捷
、
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
二
年
）
･
「
師
事
年
攷
」
…
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（
田
中
謙
二
、『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
○
○
一
年
）
･
『
門
人
考
』
…
『
朱
熹
書
院
与
門
人
考
』（
方
彦
寿
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
･
『
資
料
索
引
』
…
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』（
中
華
書
局
）
･
『
学
案
』
…
『
宋
元
学
案
』（
中
華
書
局
）
・『
考
文
解
義
』
…
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』（
朝
鮮
・
李
宜
哲
、
民
族
文
化
文
庫
）
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巻
一
二
〇
朱
子
十
七
訓
門
人
八
【
一
二
〇
・
】
97
用
之
（
劉
礪
）
が
、
先
生
が
先
日
蔡
（
元
定
）
氏
に
返
答
し
た
書
簡
を
取
り
上
げ
話
題
に
し
た
。
朱
子
の
書
簡
「
あ
な
た
の
お
手
紙
に
あ
る
（
周
敦
頤
の
）「
礼
を
以
て
先
と
為
す
」
に
つ
い
て
の
説
は
、「
造
化
を
識
る
」
云
々
の
議
論
と
同
じ
く
、
偏
っ
た
見
方
で
あ
っ
て
、
我
が
身
の
修
養
に
切
実
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
濂
渓
（
周
敦
頤
）
の
言
葉
は
的
確
で
す
。『
通
書
』
に
い
く
つ
か
「
幾
（
兆
し
）」
字
が
出
て
来
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
（
兆
し
を
察
す
る
よ
う
に
）
す
ば
や
く
理
解
す
れ
ば
、
自
然
に
余
計
な
力
が
省
け
、
節
度
が
な
さ
そ
う
で
節
度
が
あ
り
、
造
化
を
云
々
す
る
以
前
に
す
で
に
造
化
の
作
用
が
働
い
て
い
る
の
で
す
。」
用
之
「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「「
幾
」
は
も
ち
ろ
ん
察
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
ず
は
日
常
の
場
で
我
が
身
を
省
察
し
、
善
は
そ
の
ま
ま
保
ち
、
悪
は
除
い
て
行
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
切
実
な
と
こ
ろ
な
の
だ
。
古
人
の
礼
儀
は
、
い
ず
れ
も
古
人
が
幼
い
時
か
ら
理
解
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
の
人
の
お
辞
儀
や
挨
拶
と
同
じ
よ
う
に
自
然
に
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
も
う
知
り
よ
う
が
な
い
。
今
の
人
が
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
自
体
が
別
の
大
問
題
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
、
先
ず
は
我
が
身
に
切
実
な
と
こ
ろ
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
言
わ
ず
に
、
い
き
な
り
古
人
の
礼
儀
の
一
連
の
沿
革
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
精
力
を
す
っ
か
り
摩
耗
し
て
し
ま
い
、
結
局
自
分
自
身
に
切
実
な
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問
題
に
は
な
ら
な
い
。」
朱
子
「『
大
学
』
が
教
え
る
「
致
知
」「
格
物
」
こ
そ
が
、
ま
さ
に
取
り
組
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
い
け
ば
「
意
誠
」「
心
正
」
の
段
階
へ
と
展
開
し
て
い
き
、
自
然
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
も
し
造
化
だ
の
何
だ
の
を
理
解
し
よ
う
と
、
先
に
自
分
の
心
を
広
げ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
そ
の
う
ち
何
事
も
満
足
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。」
［
葉
賀
孫
］
用
之
舉
似
（
１
）
先
生
向
日
曾
答
蔡
丈
（
校
１
）
書
（
２
）。「
承
喩
以
禮
爲
先
之
説
（
３
）、
又
似
識
造
化
之
云
、
不
免
倚
於
一
物
、
未
知
（
校
２
）
親
切
工
夫
耳
。
大
抵
濂
溪
説
得
的
當
。
通
書
中
數
數
拈
出
幾
字
（
４
）、
要
當
如
此
瞥
地
（
５
）、
即
自
然
有
箇
省
力
處
、
無
規
矩
中
却
有
規
矩
、
未
造
化
時
已
有
造
化
。」「
此
意
如
何
。」
曰
「
幾
固
（
校
３
）
要
得
。
且
於
日
用
處
省
察
、
善
便
存
放
這
裏
、
惡
便
去
而
不
爲
、
便
是
自
家
切
己
（
校
４
）
處
。
古
人
禮
儀
、
都
是
自
少
理
會
了
、
只
如
今
人
低
躬
唱
喏
（
６
）、
自
然
習
慣
。
今
既
不
可
考
、
而
今
人
去
理
會
、
合
下
便
別
將
做
一
箇
大
頭
項
（
７
）。
又
不
道
且
理
會
切
身
處
、
直
是
要
理
會
古
人
（
校
５
）
因
革
（
８
）
一
副
當
（
９
）、
將
許
多
精
神
都
枉
耗
了
、
元
未
切
自
家
身
己
在
。」
又
曰
「
只
有
大
學
教
人
致
知
格
物
（
）
底
、
便
是
就
這
處
理
會
。
到
意
誠
心
正
（
）
處
展
開
去
、
自
然
大
。
若
便
要
去
理
會
甚
10
11
造
化
、
先
將
這
心
弄
得
大
了
、
少
間
都
沒
物
事
説
得
滿
。」
［
賀
孫
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
楠
本
本
は
「
丈
」
を
「
文
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
知
」
を
「
是
」
に
作
る
。
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（
校
３
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
固
」
を
「
是
」
に
、
和
刻
本
は
「
箇
」
に
作
る
。
（
校
４
）
楠
本
本
は
「
切
己
」
を
「
却
」
に
作
る
。
（
校
５
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
人
」
を
「
今
」
に
作
る
。
（
１
）
舉
似
話
題
と
し
て
先
人
の
言
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
。
巻
三
三
・
条
（
八
五
一
頁
）「
先
生
再
三
舉
似
曰
、
這
88
處
極
好
看
仁
」、
巻
四
四
・
条
（
一
一
二
一
頁
）「
舉
似
某
人
詩
云
云
、
何
似
仲
尼
道
最
良
」。
26
（
２
）
答
蔡
丈
書
『
文
集
』
巻
四
四
「
答
蔡
季
通
」
第
三
書
「
所
諭
以
禮
爲
先
之
説
、
又
似
識
造
化
之
云
、
不
免
倚
於
一
物
、
未
是
親
切
工
夫
耳
。
大
抵
濂
溪
先
生
説
得
的
當
、
通
書
中
數
數
拈
出
幾
字
、
要
當
如
此
瞥
地
、
即
自
然
有
箇
省
力
處
、
無
規
矩
中
却
有
規
矩
、
未
造
化
時
已
有
造
化
。
然
後
本
隱
之
顯
推
見
至
隱
、
無
處
不
吻
合
也
」。
（
３
）
以
禮
爲
先
之
説
周
敦
頤
『
通
書
』
礼
学
「
禮
理
也
。
樂
和
也
。
陰
陽
理
而
後
和
、
君
君
、
臣
臣
、
父
父
、
子
子
、
兄
兄
、
弟
弟
、
夫
夫
、
婦
婦
、
萬
物
各
得
其
理
、
然
後
和
。
故
禮
先
而
樂
後
」。
（
４
）
通
書
中
數
數
拈
出
幾
字
『
通
書
』
誠
幾
徳
「
誠
無
爲
、
幾
善
惡
」、
同
・
聖
「
寂
然
不
動
者
、
誠
也
。
感
而
遂
通
者
、
神
也
。
動
而
未
形
、
有
無
之
閒
者
、
幾
也
。
誠
精
故
明
。
神
應
故
妙
。
幾
微
故
幽
。
誠
神
幾
曰
聖
人
」。
（
５
）
瞥
地
ち
ら
り
と
見
る
、
す
ば
や
く
察
す
る
。『
語
類
』
で
は
本
条
だ
け
に
見
え
る
表
現
。
（
６
）
唱
喏
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
声
を
出
し
て
挨
拶
を
す
る
こ
と
。
（
７
）
頭
項
項
目
、
端
緒
。
巻
二
○
・
４
条
（
四
四
七
頁
）「
蓋
爲
學
之
事
雖
多
有
頭
項
、
而
爲
學
之
道
則
只
求
放
心
而
已
」、
巻
一
二
四
・
条
（
二
九
七
四
頁
）「
吾
儒
頭
項
多
、
思
量
著
得
人
頭
痺
」。
29
（
８
）
因
革
因
襲
と
変
革
。
こ
こ
で
は
古
の
礼
儀
の
不
変
の
と
こ
ろ
と
変
化
し
た
と
こ
ろ
。
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（
９
）
一
副
當
一
連
の
、
ひ
と
そ
ろ
い
の
。
現
代
語
の
「
一
套
」「
一
系
列
」
に
近
い
語
気
。
巻
十
八
・
条
（
四
一
○
82
頁
）「
天
之
生
人
物
、
箇
箇
有
一
副
當
恰
好
無
過
不
及
底
道
理
降
與
你
」、
巻
十
六
・
条
（
三
三
六
頁
）「
外
面
一
副
當
106
雖
好
、
然
裏
面
却
踏
空
、
永
不
足
以
爲
善
、
永
不
濟
事
」。
（
）
大
學
教
人
致
知
格
物
『
大
学
』（
章
句
経
一
章
）「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
10
齊
其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
」。
（
）
意
誠
心
正
『
大
学
』（
章
句
経
一
章
）「
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠
而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
脩
、
11
身
脩
而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而
后
天
下
平
」。
【
一
二
〇
・
】
98
林
仲
参
が
、（
孔
子
の
所
謂
）「
下
学
（
身
近
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
学
ん
で
い
く
こ
と
）」
の
要
点
と
実
践
す
べ
き
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
朱
子
「
す
ぱ
っ
と
机
に
向
か
っ
て
家
の
中
で
座
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
自
分
の
も
の
と
し
て
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
外
の
（
目
を
引
く
）
高
山
や
曲
水
を
慕
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
自
分
の
も
の
と
し
て
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
何
ら
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
。」
そ
こ
で
先
生
は
、（
蘇
軾
の
）
詩
を
挙
げ
ら
れ
た
。「
貧
家
淨
く
地
を
掃
ひ
、
貧
女
好
く
頭
を
梳
く
。
下
士
晩
に
道
を
聞
き
、
き
よ
す
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聊
か
拙
を
以
て
自
ら
修
む
（
貧
し
い
家
で
も
き
れ
い
に
掃
除
し
、
貧
し
い
女
で
も
き
ち
ん
と
髪
を
梳
い
て
い
れ
ば
そ
れ
な
り
に
見
え
る
よ
う
に
、
遅
ま
き
な
が
ら
学
問
の
道
に
接
し
た
自
分
で
は
あ
る
が
、
拙
い
な
が
ら
も
地
道
に
自
ら
を
修
め
る
こ
と
に
努
め
た
い
）。」
朱
子
「
先
人
は
た
だ
こ
の
よ
う
に
言
う
の
み
だ
。」
［
董
銖
］
林
仲
參
問
下
學
（
１
）
之
要
受
用
（
２
）
處
。
曰
「
潑
底
椅
（
校
１
）
桌
在
屋
下
坐
（
３
）、
便
是
受
用
。
若
貪
慕
外
面
高
山
曲
水
、
便
不
是
受
用
底
。」
舉
詩
（
４
）
云
「
貧
家
淨
掃
地
、
貧
女
好
梳
頭
。
下
士
晩
聞
道
、
聊
以
拙
自
修
。」「
前
人
只
恁
地
説
了
。」
［
銖
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
椅
」
を
「
倚
」
に
作
る
。
（
１
）
下
學
『
論
語
』
憲
問
「
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
。
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
」。
（
２
）
受
用
身
に
受
け
て
実
践
す
る
、
自
分
の
も
の
に
し
て
役
立
て
る
、
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
巻
十
四
・
４
条
（
二
四
九
頁
）「
先
看
大
學
、
次
語
孟
、
次
中
庸
。
果
然
下
工
夫
、
句
句
字
字
、
涵
泳
切
己
、
看
得
透
徹
、
一
生
受
用
不
盡
」、
巻
九
・
条
（
一
五
七
頁
）「
今
只
是
要
理
會
道
理
。
若
理
會
得
一
分
、
便
有
一
分
受
用
、
理
會
得
二
分
、
便
有
二
分
受
62
用
」。
（
３
）
潑
底
椅
桌
在
屋
下
坐
文
意
未
詳
。『
考
文
解
義
』
は
「
潑
、
俗
語
未
詳
。
謂
廢
撤
床
椅
而
坐
於
屋
下
。
不
作
游
山
玩
水
之
想
、
以
喩
反
身
守
静
無
外
馳
逐
物
之
意
」
と
す
る
が
、
不
自
然
か
。
訳
文
は
、（
校
１
）
に
示
し
た
「
倚
」
の
字
- 9 -
の
可
能
性
と
、
後
文
か
ら
の
類
推
で
意
訳
し
た
。
（
４
）
詩
蘇
軾
「
貧
家
淨
掃
地
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
巻
四
二
所
収
）「
貧
家
淨
掃
地
、
貧
女
好
梳
頭
。
下
士
晩
聞
道
、
聊
以
拙
自
修
。
叩
門
有
佳
客
、
一
飯
相
邀
留
。
舂
炊
勿
草
草
、
此
客
未
易
婾
。
慎
勿
用
勞
薪
、
感
我
如
薰
蕕
。
德
人
抱
衡
石
、
銖
黍
安
可
廋
」。
な
お
、
朱
熹
は
『
文
集
』
巻
三
一
「
答
張
敬
夫
」
第
二
八
書
に
お
い
て
も
、「
此
前
輩
所
謂
下
士
晩
聞
道
、
聊
以
拙
自
修
者
、
若
充
擴
不
已
、
補
復
前
非
、
庶
其
有
日
」
と
、
こ
の
詩
を
「
前
輩
」
の
も
の
と
し
て
引
い
て
い
る
。
【
一
二
〇
・
】
99
劉
淮
が
教
え
を
乞
う
た
。
朱
子
「
私
は
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
虚
心
に
、
穏
や
か
に
、
聖
賢
の
書
物
を
読
ん
で
い
る
だ
け
だ
。
先
ず
は
、
こ
れ
は
正
し
い
、
あ
れ
は
正
し
く
な
い
と
い
う
よ
う
に
読
ん
で
い
く
と
、
読
み
進
め
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
。
こ
れ
が
進
歩
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、（
書
物
は
自
分
の
）
外
側
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
ひ
た
す
ら
外
へ
向
け
て
頑
張
っ
て
、（
書
物
の
）
内
に
あ
る
味
わ
い
を
知
ら
な
い
よ
う
で
は
、
何
に
も
な
ら
な
い
の
も
当
然
だ
。」
劉
淮
求
教
。
曰
「
某
無
別
法
、
只
是
將
聖
賢
之
書
虚
心
下
氣
以
讀
之
。
且
看
這
箇
是
、
那
箇
不
是
。
待
得
一
回
推
出
一
回
新
、
便
是
進
處
。
不
然
、
只
是
外
面
事
、
只
管
做
出
去
、
不
見
裏
（
校
１
）
滋
味
、
如
何
責
得
他
。」
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（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
裏
」
を
「
裏
面
」
に
作
る
。
【
一
二
〇
・
】
100
趙
恭
父
（
師
䢼
）
が
再
び
お
目
通
り
し
た
。
し
き
ょ
う
朱
子
「
そ
の
後
、
読
書
の
調
子
は
ど
う
か
ね
。」
趙
恭
父
「
最
近
は
、
自
分
の
心
持
ち
が
あ
ま
り
切
実
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。」
朱
子
「
そ
の
よ
う
に
そ
の
場
し
の
ぎ
に
適
当
に
学
ぶ
だ
け
で
は
、
む
し
ろ
い
い
加
減
と
い
う
悪
癖
に
な
っ
て
し
ま
う
。」
趙
恭
父
「
ど
う
し
て
敢
て
い
い
加
減
に
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「（
心
持
ち
が
）
切
実
で
な
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
先
生
が
ま
た
質
問
さ
れ
た
。
朱
子
「
自
分
自
身
に
切
実
な
問
題
は
ど
う
努
力
し
て
い
る
の
か
ね
。」
趙
恭
父
「
私
欲
に
打
ち
勝
つ
難
し
さ
が
、
い
よ
い
よ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。」
朱
子
「
そ
れ
も
、
私
欲
を
し
き
り
に
目
の
敵
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
少
し
で
も
こ
の
心
が
何
か
に
よ
っ
て
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
引
き
戻
す
だ
け
の
こ
と
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。」
趙
恭
父
再
見
。
問
「
別
後
讀
書
如
何
。」
曰
「
近
覺
得
意
思
却
不
甚
迫
切
。」
曰
「
若
只
恁
地
據
見
定
（
１
）
做
工
夫
、
却
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又
有
苟
且
之
病
去
。」
曰
「
安
敢
苟
且
。」
曰
「
既
不
迫
切
、
便
相
將
（
２
）
向
這
邉
來
、
又
不
可
不
察
。」
又
問
「
切
己
工
夫
、
如
何
。」（
校
１
）「
愈
見
得
己
私
難
勝
。」
曰
「
這
箇
也
不
須
苦
苦
與
他
爲
敵
。
但
纔
覺
得
此
心
隨
這
物
事
去
、
便
與
他
喚
回
來
、
便
都
沒
事
。」
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
、「
愈
」
の
前
に
「
曰
」
が
入
る
。
（
１
）
據
見
定
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
適
当
に
、
お
ざ
な
り
に
。
巻
一
二
一
・
条
（
二
九
二
五
頁
）「
眼
前
朋
友
大
21
率
只
是
據
見
定
了
、
更
不
求
進
歩
」、
巻
一
○
一
・
条
（
二
五
六
七
頁
）「
如
龜
山
極
是
簡
易
、
衣
服
也
只
據
見
定
」、
71
巻
七
・
条
（
一
二
五
頁
）「
三
十
歳
覺
悟
、
便
從
三
十
歳
立
定
脚
力
做
去
、
縱
待
八
九
十
歳
覺
悟
、
也
當
據
見
定
箚
住
10
硬
寨
做
去
」。
（
２
）
相
將
や
が
て
、
そ
の
う
ち
す
ぐ
に
。
巻
一
一
八
・
条
（
二
八
五
七
頁
）「
理
會
這
箇
、
且
理
會
這
箇
。
莫
引
證
76
見
、
相
將
都
理
會
不
得
」。
【
一
二
〇
・
】
101
（
先
生
が
）
南
城
の
熊
氏
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
聖
賢
の
言
葉
は
、
我
々
の
日
常
の
言
葉
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。
い
ま
聖
賢
の
言
葉
を
集
め
て
日
常
の
言
葉
の
よ
う
に
身
近
な
も
の
に
し
て
こ
そ
よ
い
の
で
あ
っ
て
、（
聖
賢
の
言
葉
を
解
釈
す
る
た
め
に
）
あ
れ
こ
れ
別
の
言
葉
を
引
い
て
き
て
- 12 -
は
な
ら
な
い
。
こ
の
言
葉
が
分
か
ら
な
い
か
ら
と
別
の
言
葉
を
引
い
て
く
る
と
い
う
よ
う
に
や
っ
て
い
る
と
、
結
局
ど
ち
ら
も
理
解
で
き
な
い
。
も
し
こ
の
言
葉
が
分
か
れ
ば
、
す
ぐ
に
別
の
言
葉
も
自
然
に
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。」
［
董
銖
］
謂
南
城
（
１
）
熊
曰
「
聖
賢
語
言
、
只
似
常
俗
人
説
話
。
如
今
須
是
把
得
聖
賢
言
語
、
湊
得
成
常
俗
言
語
、
方
是
、
不
要
引
東
引
西
。
若
説
這
句
未
通
、
又
引
那
句
、
終
久
兩
下
都
理
會
不
得
。
若
這
句
已
通
、
次
第
（
２
）
到
那
句
、
自
解
通
。」
［
銖
］
（
１
）
南
城
南
城
県
。
現
在
の
江
西
省
撫
州
市
の
一
部
。
（
２
）
次
第
す
ぐ
に
、
ま
も
な
く
。
巻
一
二
○
・
条
に
も
見
え
る
。
123
（
～
条
担
当
江
波
戸
亙
）
97
101
【
一
二
〇
・
】
102
朱
子
「
本
を
読
む
に
は
、
粗
雑
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
し
、
厳
密
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
陳
徳
本
は
粗
雑
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
り
、
楊
志
仁
（
復
）
は
厳
密
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
い
っ
た
い
、
あ
ま
り
に
も
厳
密
に
す
ぎ
る
と
、
や
が
て
道
理
を
考
え
て
も
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
突
き
進
め
な
く
な
る
。（
そ
う
い
う
時
は
）
と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
い
て
、
ゆ
っ
た
り
大
ま
か
に
読
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
。」
［
呂
燾
］
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看
文
字
、
不
可
過
於
疏
、
亦
不
可
過
於
密
。
如
陳
德
本
有
過
於
疏
之
病
、
楊
志
仁
有
過
於
密
之
病
。
蓋
太
謹
密
、
則
少
間
看
道
理
從
那
窮
處
去
、
更
插
不
入
。
不
若
且
放
下
、
放
開
闊
（
１
）
看
。
［
燾
］
（
１
）
開
闊
広
々
と
し
て
い
る
様
、
か
ら
っ
と
明
る
い
様
。
巻
一
一
七
・
条
（
二
八
一
九
頁
）「
看
道
理
要
那
大
處
看
、
42
便
前
面
開
闊
」、
巻
八
・
条
（
一
四
四
頁
）「
開
闊
中
又
着
細
密
、
寛
緩
中
又
着
謹
嚴
」。
130
【
一
二
〇
・
】
103
朱
子
「
器
之
（
陳
埴
）
は
書
物
の
理
解
が
は
や
く
な
っ
た
。（
蒋
）
叔
蒙
も
ち
ゃ
ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
と
は
違
う
。」
［
葉
賀
孫
］
器
之
看
文
字
見
得
快
。
叔
蒙
亦
看
得
好
、
與
前
不
同
。
［
賀
孫
］
【
一
二
〇
・
】
104
許
敬
之
は
講
義
に
参
席
し
、
た
び
た
び
議
論
を
重
ね
た
が
、
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
。
朱
子
「
学
問
を
し
て
道
理
が
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
く
と
も
害
は
な
い
。
経
書
を
解
釈
し
て
そ
の
意
味
が
ま
だ
分
か
ら
な
く
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と
も
害
は
な
い
。（
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
）
先
ず
は
静
か
に
人
の
話
を
聞
い
て
、
ど
う
い
う
脈
絡
か
を
考
え
な
さ
い
。（
君
の
よ
う
に
）
ひ
た
す
ら
強
弁
し
て
、
ま
っ
た
く
人
の
話
を
聞
か
な
い
よ
う
で
は
、
胸
中
に
自
ら
律
す
る
も
の
が
な
く
、
や
が
て
は
傲
慢
で
憚
る
と
こ
ろ
の
な
い
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
だ
。」
［
陳
淳
］
許
敬
之
侍
教
、
屢
與
言
、
不
合
。
曰
「
學
未
曉
理
、
亦
無
害
。
説
經
未
得
其
意
、
亦
無
害
。
且
須
靜
聽
説
話
、
尋
其
語
脈
是
如
何
。
一
向
強
辨
、
全
不
聽
所
説
、
胸
中
殊
無
主
宰
、
少
間
只
成
箇
狂
妄
（
校
１
）（
１
）
人
去
。」
［
淳
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
妄
」
を
「
忘
」
に
作
る
。
（
１
）
狂
妄
憚
る
と
こ
ろ
の
な
い
、
傲
慢
で
思
い
上
が
っ
た
。
巻
九
五
・
条
（
二
四
五
二
頁
）「
志
不
大
則
卑
陋
、
心
147
不
小
則
狂
妄
。
江
西
諸
人
便
是
志
大
而
心
不
小
者
也
」。
【
一
二
〇
・
】
105
（
劉
）
淳
叟
「
読
書
を
し
て
い
る
時
に
は
、
静
の
修
養
は
で
き
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
読
書
の
時
と
虚
静
の
時
と
、
両
方
必
要
な
の
で
す
ね
。」
朱
子
「
私
は
か
つ
て
李
（
侗
）
先
生
に
師
事
し
て
い
た
時
、
い
つ
も
静
坐
を
す
る
よ
う
教
え
ら
れ
た
。
後
に
静
坐
よ
り
も
「
敬
」
の
一
字
が
よ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
何
事
も
な
い
時
に
は
自
ら
心
を
把
持
す
る
と
こ
ろ
で
「
敬
」
す
る
。［
そ
も
そ
も
心
と
い
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う
も
の
は
、（
荘
子
の
所
謂
）「
無
何
有
の
郷
（
何
も
の
も
存
在
し
な
い
虚
無
の
空
間
）」
に
陥
ら
せ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、
我
が
身
の
こ
こ
に
収
斂
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。］
物
事
に
対
応
す
る
時
に
は
対
応
す
る
こ
と
に
お
い
て
「
敬
」
し
、
読
書
を
す
る
時
に
は
書
物
を
読
む
こ
と
に
「
敬
」
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
自
然
に
動
と
静
を
貫
い
て
、
心
が
ど
ん
な
時
に
も
保
た
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。」
［
廖
徳
明
］
淳
叟
問
「
方
讀
書
時
、
覺
得
無
靜
底
工
夫
。
須
（
校
１
）
有
讀
書
之
時
、
有
虚
靜
之
時
。」
曰
「
某
舊
見
李
先
生
、
嘗
教
令
靜
坐
（
１
）。
後
來
看
得
不
然
、
只
是
一
箇
敬
字
好
。
方
無
事
時
、
敬
於
自
持
。［
凡
心
不
可
放
入
無
何
有
之
郷
（
２
）、
須
收
斂
在
此
。］
及
應
事
時
、
敬
於
應
事
。
讀
書
時
、
敬
於
讀
書
。
便
自
然
該
貫
動
靜
、
心
無
時
不
存
。」
［
德
明
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
須
」
を
「
得
」
に
作
る
。
（
１
）
李
先
生
嘗
教
令
靜
坐
巻
十
二
・
条
（
二
一
○
頁
）「
明
道
延
平
皆
教
人
靜
坐
。
看
來
須
是
靜
坐
」、
同
・
条
84
137
（
二
一
六
頁
）「
明
道
教
人
靜
坐
、
李
先
生
亦
教
人
靜
坐
。
蓋
精
神
不
定
、
則
道
理
無
湊
泊
處
」。
朱
熹
は
静
坐
を
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
方
法
と
し
て
認
め
て
い
る
。
巻
一
○
三
・
条
（
二
六
○
二
頁
）「
靜
坐
理
會
道
理
、
自
不
妨
。
只
是
11
討
要
靜
坐
、
則
不
可
。
理
會
得
道
理
明
透
、
自
然
是
靜
。
今
人
都
是
討
靜
坐
以
省
事
、
則
不
可
」。
（
２
）
無
何
有
之
郷
『
荘
子
』
逍
遙
遊
「
今
子
有
大
樹
患
其
無
用
、
何
不
樹
之
於
無
何
有
之
郷
廣
莫
之
野
、
彷
徨
乎
無
爲
其
側
、
逍
遙
乎
寢
臥
其
下
」。
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【
一
二
〇
・
】
106
先
生
は
劉
淳
叟
が
目
を
閉
じ
て
座
っ
て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
淳
叟
は
（『
荘
子
』
に
所
謂
）
物
を
遺
れ
よ
う
（
事
物
の
存
在
を
忘
れ
よ
う
）
と
し
て
い
る
。
物
は
そ
も
そ
も
遺
れ
わ
す
わ
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
に
。」
［
余
大
雅
］
先
生
見
劉
淳
叟
閉
目
坐
、
曰
「
淳
叟
待
要
（
１
）
遺
物
（
２
）、
物
本
不
可
遺
。」
［
大
雅
］
（
１
）
待
要
「
想
要
」
に
同
じ
。
～
し
よ
う
と
す
る
。
（
２
）
遺
物
『
荘
子
』
田
子
方
「
丘
也
眩
與
、
其
信
然
與
。
向
者
先
生
形
體
掘
若
槁
木
、
似
遺
物
離
人
而
立
於
獨
也
」。
【
一
二
〇
・
】
107
席
上
、
劉
淳
叟
の
こ
と
に
話
題
が
及
ん
だ
。
朱
子
「
あ
そ
こ
ま
で
変
っ
て
し
ま
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
以
前
上
奏
に
赴
い
た
時
に
会
っ
た
が
、
陸
子
静
（
九
淵
）
の
学
問
は
大
い
に
間
違
っ
て
い
る
と
口
を
極
め
て
非
難
し
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
詰
問
し
て
、
陸
子
静
の
学
術
の
是
非
は
公
論
に
付
せ
ば
自
ず
と
分
か
る
も
の
、
君
が
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
っ
て
や
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
- 17 -
ろ
か
ら
も
、
彼
の
薄
っ
ぺ
ら
さ
が
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
れ
で
も
初
め
は
（
陸
子
静
を
）
深
く
信
じ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
結
局
自
分
に
人
を
見
る
目
が
な
い
と
吹
聴
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
坐
間
有
及
劉
淳
叟
事
。
曰
「
不
意
其
變
常
至
此
。
某
向
往
奏
事
時
來
相
見
、
極
口
説
陸
子
靜
之
學
大
謬
。
某
因
詰
（
校
１
）
之
云
、
若
子
靜
學
術
自
當
付
之
公
論
、
公
如
何
得
如
此
説
他
。
此
亦
見
他
質
薄
處
。
然
其
初
間
深
信
之
、
畢
竟
自
家
喚
做
不
知
人
。」
［
賀
孫
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
詰
」
を
「
誥
」
に
作
る
。
【
一
二
〇
・
】
108
朱
子
「（
蘇
洵
の
）
辨
姦
論
に
「
事
の
人
情
に
近
か
ら
ざ
る
者
は
、
大
姦
慝
た
ら
ざ
る
こ
と
鮮
な
し
（
人
と
し
て
の
情
に
遠
す
く
い
者
は
、
大
悪
人
に
な
ら
な
い
方
が
少
な
い
）」
と
あ
る
。
常
々
こ
の
言
葉
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
そ
う
い
う
者
も
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
か
つ
て
私
が
江
西
に
行
っ
て
子
寿
（
陸
九
齢
）
と
話
を
し
て
い
た
時
、
劉
淳
叟
（
字
、
尭
夫
）
は
ひ
と
り
後
ろ
の
隅
に
座
り
、
話
も
聞
か
ず
に
道
家
の
打
坐
を
し
て
い
た
。
私
は
、
た
と
え
私
と
陸
氏
の
話
が
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
と
し
て
も
、
我
々
は
君
よ
り
年
長
だ
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
ふ
ざ
け
た
真
似
を
す
る
の
か
、
と
叱
っ
て
や
っ
た
。」
［
黄
義
剛
］
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辨
姦
論
（
１
）
謂
事
之
不
近
人
情
者
、
鮮
不
爲
大
姦
慝
。
毎
常
嫌
此
句
過
當
、
今
見
得
亦
有
此
樣
人
。
某
向
年
過
江
西
與
子
壽
對
語
、
而
劉
淳
叟
堯
夫
（
校
１
）
獨
去
後
面
角
頭
坐
、
都
不
管
、
學
道
家
打
坐
。
被
某
罵
云
、
便
是
某
與
陸
丈
言
不
足
聽
、
亦
有
數
年
之
長
、
何
故
恁
地
作
怪
（
２
）。
［
義
剛
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
夫
」
を
「
天
」
に
作
る
。
（
１
）
辨
姦
論
蘇
洵
の
文
章
。「
姦
」
は
王
安
石
を
指
す
。
巻
一
三
〇
・
条
（
三
一
○
九
頁
）「
老
蘇
辨
姦
、
初
間
只
63
是
私
意
如
此
。
後
來
荊
公
做
不
著
、
遂
中
他
説
」。
（
２
）
作
怪
怪
し
げ
な
（
こ
と
を
す
る
）、
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
。
巻
一
三
一
・
条
（
三
一
五
六
頁
）「
竊
意
秦
老
只
是
39
要
兵
柄
入
手
、
此
事
做
未
成
。
若
兵
柄
在
手
、
後
來
必
大
段
作
怪
」。
【
一
二
〇
・
】
109
劉
淳
叟
の
こ
と
に
話
が
及
ん
で
、
朱
子
「
補
充
枠
の
通
判
く
ら
い
な
ら
務
ま
る
だ
ろ
う
。」
三
吏
を
治
め
る
こ
と
を
論
じ
て
、
朱
子
「
漕
運
司
み
ず
か
ら
や
っ
て
き
て
や
る
の
も
よ
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
他
の
者
を
遣
っ
て
委
任
す
る
こ
と
だ
。
劉
淳
- 19 -
叟
は
自
分
か
ら
や
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
問
題
に
な
っ
た
の
だ
。」
そ
こ
で
、
趙
帥
は
話
の
わ
か
る
人
な
の
に
、
ど
う
し
て
塩
の
弊
害
に
つ
い
て
一
言
も
言
わ
な
い
の
か
議
論
に
な
っ
た
。
朱
子
「
私
が
ど
う
し
て
介
入
で
き
よ
う
か
。
だ
い
た
い
物
事
は
慎
重
が
一
番
で
、
出
す
ぎ
た
ま
ね
は
慎
む
こ
と
だ
。」
［
呉
振
］
因
論
劉
淳
叟
事
、
云
「
添
差
倅
（
１
）
亦
可
以
爲
。」
論
治
三
吏
（
２
）
事
、
云
「
漕
（
３
）
自
來
爲
之
亦
好
。
不
然
、
委
別
了
事
人
。
淳
叟
自
爲
太
掀
掲
、
故
生
事
。」
因
論
今
趙
帥
（
４
）
可
語
、
鹽
弊
（
５
）
何
不
一
言
。
云
「
某
如
何
敢
與
。
大
率
以
沈
審
爲
是
、
出
位
爲
戒
（
６
）。」
［
振
］
（
１
）
添
差
倅
宋
代
の
制
度
に
お
い
て
、
正
官
の
他
に
補
充
枠
で
置
く
官
吏
を
「
添
差
」
と
い
う
。「
倅
」
は
通
判
の
俗
称
。
（
２
）
三
吏
未
詳
。
（
３
）
漕
漕
運
司
の
簡
称
。
税
の
取
り
立
て
や
食
料
の
出
納
を
管
理
す
る
。
（
４
）
趙
帥
趙
汝
愚
の
こ
と
か
。
（
５
）
鹽
弊
当
時
、
福
建
の
あ
ち
こ
ち
で
塩
税
に
関
す
る
不
正
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
。
巻
一
一
一
・
条
（
二
七
二
36
三
頁
）「
閩
下
四
州
鹽
法
分
税
、
上
四
州
官
賣
。
浙
東
紹
興
四
州
邊
海
亦
合
如
閩
下
四
州
法
、
而
官
賣
之
、
故
其
法
甚
弊
」。
（
６
）
大
率
以
沈
審
爲
是
、
出
位
爲
戒
『
考
文
解
義
』
は
こ
の
部
分
を
記
録
者
の
言
葉
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
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（
～
条
担
当
佐
々
木
仁
美
）
102
109
【
一
二
〇
・
】
110
陳
寅
仲
が
劉
淳
叟
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
朱
子
「
劉
淳
叟
は
、
学
問
に
努
め
て
い
る
時
に
も
陳
正
己
（
剛
）
に
勝
っ
て
い
る
が
、
で
た
ら
め
ぶ
り
も
陳
正
己
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
陳
正
己
は
軽
薄
だ
。
以
前
あ
ち
ら
に
行
っ
た
時
、
彼
の
考
え
は
大
い
に
軽
薄
で
、
何
事
に
対
し
て
も
自
分
の
考
え
る
正
し
さ
を
主
張
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
感
じ
た
。
彼
の
性
格
が
元
々
は
く
ど
く
ど
し
い
と
こ
ろ
に
も
っ
て
き
て
、
後
に
か
の
陳
同
父
（
亮
）
と
意
気
投
合
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か
伯
恭
（
呂
祖
謙
）
が
彼
を
指
導
し
た
時
に
、
立
身
出
世
の
し
か
た
や
処
世
術
ば
か
り
を
教
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。伯
恭
の
教
え
方
は
、ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。」
先
生
は
笑
っ
て
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
以
前
、
彼
（
伯
恭
）
の
門
人
が
著
し
た
祭
文
を
目
に
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、「
有
能
な
者
に
は
、
功
名
を
立
て
文
章
を
作
る
こ
と
を
教
え
、
無
能
な
者
に
は
、
正
心
誠
意
を
語
っ
た
」
と
あ
っ
た
よ
。」
［
黄
義
剛
］
陳
寅
仲
問
劉
淳
叟
。
曰
「
劉
淳
叟
、
方
其
做
工
夫
時
、
也
過
於
陳
正
己
（
１
）。
及
其
狼
狽
、
也
甚
於
陳
正
己
。
陳
正
己
輕
薄
、
向
到
那
裏
、
覺
得
他
意
思
大
段
輕
薄
、
毎
事
只
説
道
他
底
是
。
他
資
質
（
校
１
）
本
自
撈
攘
（
２
）、
後
來
又
去
合
那
陳
同
父
。
兼
是
伯
恭
教
他
時
、
只
是
教
他
權
數
了
。
伯
恭
教
人
、
不
知
是
怎
生
地
至
此
。」
笑
云
「
向
前
見
（
校
２
）
他
門
人
（
校
- 21 -
３
）
有
箇
祭
文
云
、
其
有
能
底
、
則
教
他
立
功
名
作
文
章
。
其
無
能
底
、
便
語
他
正
心
誠
意
（
３
）。」
［
義
剛
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
は
「
資
質
」
を
「
姿
質
」
に
作
る
。
（
校
２
）
朝
鮮
整
版
は
「
見
」
を
「
是
」
に
作
る
。
（
校
３
）
底
本
は
「
們
人
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
「
門
人
」
に
改
め
た
。
（
１
）
陳
正
己
陳
剛
（
字
、
正
己
）
は
、
も
と
陸
九
淵
に
師
事
し
て
い
た
が
、
朱
門
に
も
出
入
り
し
、
朱
熹
の
前
で
陸
氏
を
批
判
し
て
い
る
。
巻
一
二
四
・
条
（
二
九
七
一
頁
）、
条
（
二
九
七
四
頁
）
参
照
。
朱
熹
が
陳
剛
に
与
え
た
書
簡
15
28
に
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
見
え
る
。『
文
集
』
巻
五
四
「
答
陳
正
己
」
第
一
書
「
是
以
所
論
嘗
有
厭
平
實
而
趨
高
妙
、
輕
道
義
而
喜
功
名
之
心
。
其
浮
陽
動
任
侠
之
意
、
往
往
發
於
詞
氣
之
間
、
絶
不
類
聖
門
學
者
氣
象
。
不
知
向
來
伯
恭
亦
嘗
以
是
相
規
否
也
」。
（
２
）
撈
攘
だ
ら
だ
ら
と
ま
と
ま
り
が
な
い
、
煩
瑣
で
す
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
勞
攘
」
に
作
る
。
巻
十
五
・
条
（
三
一
一
頁
）「
然
這
裏
只
是
説
學
之
次
序
如
此
、
説
得
來
快
、
無
恁
地
勞
攘
、
且
當
循
此
次
序
」、
巻
七
四
・
146
27
条
（
一
八
八
〇
頁
）「
坤
最
省
事
、
更
無
勞
攘
」。
（
３
）
正
心
誠
意
『
大
学
』（
章
句
経
一
章
）。
【
一
二
〇
・
】
111
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朱
子
「
陳
正
己
（
剛
）
に
つ
い
て
、
薛
象
先
（
叔
似
）
は
彼
の
何
を
評
価
し
て
い
る
の
か
ね
。」
（
葉
）
賀
孫
「
才
覚
が
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。」
汪
長
孺
（
徳
輔
）「
才
覚
な
ど
あ
る
も
の
で
す
か
。
ま
っ
た
く
何
を
や
っ
て
も
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。」
朱
子
「
叔
権
（
姜
大
中
）
が
君
（
長
孺
）
に
、「
後
日
、
気
質
の
変
化
ぶ
り
を
観
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
問
の
進
み
具
合
を
確
か
め
る
」
と
言
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
が
（
今
の
君
の
発
言
に
対
し
て
は
）
一
番
だ
。
だ
い
た
い
人
は
何
事
に
対
し
て
も
き
め
細
や
か
に
考
え
、
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
大
学
』
に
は
「
止
ま
る
を
知
り
て
の
ち
定
ま
る
有
り
、
定
ま
り
て
の
ち
能
く
静
か
に
、
静
か
に
し
て
の
ち
能
く
安
ん
じ
、
安
ん
じ
て
の
ち
能
く
慮
り
、
慮
り
て
の
ち
能
く
得
」
と
あ
る
が
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、「
知
る
」
こ
と
が
こ
こ
（「
止
ま
る
」
レ
ベ
ル
に
）
ま
で
到
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
考
え
方
が
「
定
ま
る
」
こ
と
は
な
く
、「
定
ま
る
」
と
こ
ろ
の
な
い
考
え
で
そ
の
事
柄
を
断
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
す
っ
ぱ
り
断
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
物
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
短
が
あ
る
。
ど
こ
が
長
で
、
ど
こ
が
短
か
、
自
分
で
実
際
に
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
ま
何
が
何
で
も
そ
の
短
所
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は
、
長
所
も
一
緒
に
見
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、
や
が
て
何
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
『
礼
記
』
に
「
疑
事
は
質
す
こ
と
毋
か
れ
。
直
に
し
て
而
も
有
す
る
こ
と
勿
か
れ
（
疑
問
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
穿
鑿
し
て
た
だ
し
か
は
な
ら
な
い
。
率
直
に
も
の
を
言
う
の
は
よ
い
が
、
あ
く
ま
で
も
我
を
張
ろ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
）」
と
あ
る
。
古
人
は
み
な
こ
の
よ
う
に
（
慎
重
で
）
物
事
を
い
い
加
減
に
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
周
（
敦
頤
）
先
生
に
は
「
主
静
」
の
説
が
あ
り
、『
易
』
の
蒙
・
艮
の
二
卦
に
も
「
静
」
や
「
止
」
の
本
質
が
具
わ
っ
て
い
る
の
だ
。（『
書
経
』
の
）
洪
範
の
五
事
（
慎
む
べ
き
五
つ
の
事
）
に
も
、「
聴
に
は
聡
を
曰
ふ
（
聴
く
時
に
は
聞
き
漏
ら
さ
な
い
聡
さ
が
大
切
だ
）」、「
聡
は
さ
と
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謀
を
作
す
（
耳
聡
さ
は
物
事
に
対
処
す
る
明
敏
さ
と
な
る
）」
と
あ
る
。「
謀
」
は
（
五
行
の
）
金
に
対
応
す
る
が
、
金
に
は
静
か
で
細
や
か
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。
人
が
「
謀
」
を
な
す
に
も
、
静
か
で
細
や
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
ま
た
、「
貌
に
は
恭
を
曰
ふ
（
顔
の
表
情
は
恭
し
さ
が
大
切
だ
）」、「
恭
は
粛
を
作
す
（
恭
し
さ
は
粛
し
さ
と
な
る
）」
と
あ
る
。
う
や
う
や
つ
つ
ま
「
粛
」
は
（
五
行
の
）
水
に
対
応
し
、
水
に
は
細
や
か
で
潤
い
の
あ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
人
の
挙
動
も
、
細
や
か
で
潤
い
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
聖
人
の
聖
人
た
る
所
以
は
、（『
易
』
の
艮
卦
に
あ
る
）「
動
静
、
其
の
時
を
失
わ
ず
（
動
く
も
止
ま
る
も
、
時
宜
を
見
失
わ
な
い
）」、「
時
止
ま
れ
ば
則
ち
止
ま
り
、
時
行
け
ば
則
ち
行
く
（
止
ま
る
時
に
は
止
ま
り
、
行
く
べ
き
時
に
は
行
く
）」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
聖
人
の
こ
う
し
た
所
は
本
当
に
良
い
手
本
と
し
て
真
似
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
君
は
そ
も
そ
も
そ
ん
な
ふ
う
に
浮
つ
い
て
落
ち
着
か
ず
に
い
て
、
ど
う
し
て
（『
中
庸
』
に
い
う
）「
発
し
て
節
に
中
る
（
心
の
動
き
が
適
切
さ
を
保
つ
）」
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
何
を
し
て
も
何
事
も
成
し
得
ず
、
あ
た
人
を
評
価
し
て
も
着
実
な
こ
と
が
言
え
な
い
。」
朱
子
「
老
子
の
術
は
、
一
歩
退
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
何
か
を
す
る
に
も
前
に
出
て
行
か
ず
、
何
か
を
言
う
に
も
は
っ
き
り
言
わ
ず
、
た
だ
人
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
に
、
お
も
む
ろ
に
や
っ
て
来
て
対
応
す
る
の
み
だ
。
例
え
ば
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
渦
中
か
ら
離
れ
た
静
か
な
と
こ
ろ
に
身
を
置
い
て
、
成
り
行
き
の
如
何
に
任
せ
る
。
そ
の
こ
と
の
利
害
や
長
短
を
、
逐
一
冷
静
に
観
察
し
、
横
か
ら
一
手
を
下
す
の
で
あ
る
か
ら
、
定
め
し
的
確
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
良
く
な
い
術
策
だ
が
、
昨
今
の
浮
つ
い
て
で
た
ら
め
ば
か
り
を
言
う
輩
と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
い
く
ら
か
ま
し
だ
。」
そ
こ
で
『
老
子
』
の
言
葉
を
挙
げ
ら
れ
た
。「
豫
と
し
て
冬
に
川
を
渉
る
が
若
く
、
猶
と
し
て
四
隣
を
畏
る
る
が
若
く
、
儼
ご
と
と
し
て
そ
れ
客
の
若
く
、
渙
と
し
て
冰
の
将
に
釈
け
ん
と
す
る
が
若
し
（
お
ず
お
ず
と
冬
の
川
を
渡
る
よ
う
に
慎
重
に
、
び
く
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び
く
と
周
囲
を
警
戒
す
る
よ
う
に
用
心
深
く
、
威
儀
を
正
し
た
客
の
よ
う
に
厳
粛
で
あ
り
、
解
け
て
ゆ
く
氷
の
よ
う
に
素
直
で
あ
る
）。」
朱
子
「
子
房
（
張
良
）
は
老
子
の
学
に
精
通
し
て
い
た
。
曹
参
は
こ
れ
を
学
び
、
本
質
は
つ
か
ん
で
い
た
が
そ
れ
を
実
践
に
役
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。」
［
葉
賀
孫
］
先
生
説
「
陳
正
己
、
薛
象
先
（
１
）
喜
之
者
何
事
。」
賀
孫
云
「
想
是
喜
其
有
才
。」
汪
長
孺
謂
「
併
無
其
才
、
全
做
事
不
成
。」
曰
「
叔
權
謂
長
孺
、
他
日
觀
氣
質
之
變
、
以
驗
進
道
（
校
１
）
之
淺
深
。
此
説
（
校
２
）
最
好
。
大
凡
人
須
是
子
細
沈
靜
、
大
學
謂
、
知
（
校
３
）
止
而
後
有
定
、
定
而
後
能
靜
、
靜
而
後
能
安
、
安
而
後
能
慮
、
慮
而
後
能
得
（
２
）。
如
一
件
物
事
、
自
家
知
得
未
曾
到
這
裏
、
所
見
未
曾
定
。
以
無
定
之
見
、
遂
要
決
斷
此
事
、
如
何
斷
得
盡
。
一
件
物
事
、
有
長
有
短
。
自
家
須
實
見
得
他
那
處
是
長
、
那
處
是
短
。
如
今
便
一
定
把
著
他
短
處
、
便
一
齊
沒
他
長
處
。
若
只
如
此
、
少
間
一
齊
不
通
。
禮
記
云
、
疑
事
毋
質
、
直
而
勿
有
（
３
）。
看
古
人
都
是
恁
地
不
敢
草
草
。
周
先
生
所
以
有
主
靜
之
説
（
４
）、
如
蒙
艮
二
卦
、
皆
有
靜
止
之
體
（
５
）。
洪
範
五
事
、
聽
曰
聰
、
聰
作
謀
（
６
）。
謀
屬
金
（
７
）、
金
有
靜
密
意
思
。
人
之
爲
謀
、
亦
欲
靜
密
。
貌
曰
恭
、
恭
作
肅
（
８
）。
肅
（
校
４
）
屬
水
（
９
）、
水
有
細
潤
意
思
。
人
之
舉
動
、
亦
欲
細
潤
。
聖
人
所
以
爲
聖
人
、
只
是
動
靜
不
失
其
時
、
時
止
則
止
、
時
行
則
行
（
）。
聖
人
這
般
所
在
、
直
是
則
得
好
（
）。
自
家
先
恁
地
浮
躁
、
如
何
要
10
11
發
得
中
節
（
）。
做
事
便
事
事
做
不
成
、
説
人
則
不
曾
説
得
著
實
。」
又
曰
「
老
子
之
術
、
自
有
退
後
一
著
（
）。
事
也
不
12
13
攙
前
去
做
、
説
也
不
曾
説
將
出
、
但
任
你
做
得
狼
狽
了
、
自
家
徐
出
以
應
之
。
如
人
當
紛
爭
之
際
、
自
去
僻
靜
處
坐
、
任
其
如
何
。
彼
之
利
害
長
短
、
一
一
都
冷
看
破
了
、
從
旁
下
一
著
。
定
是
的
當
、
此
固
是
不
好
底
術
數
。
然
較
之
今
者
浮
躁
胡
説
亂
道
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底
人
、
彼
又
較
勝
。」
因
舉
老
子
語
豫
兮
若
冬
渉
川
、
猶
兮
若
畏
四
鄰
、
儼
若
客
、
渙
若
冰
將
釋
（
）。
子
房
深
於
老
子
之
14
學
（
）。
曹
參
學
之
（
）、
有
體
而
無
用
。
［
賀
孫
］
15
16
（
校
１
）
底
本
は
「
進
退
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
「
進
道
」
に
改
め
た
。
（
校
２
）
朝
鮮
整
版
は
、「
説
」
を
「
誠
」
に
作
る
。
（
校
３
）
正
中
書
局
本
は
、「
知
」
を
「
之
」
に
作
る
。
（
校
４
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
、「
肅
」
を
「
恭
」
に
作
る
。
（
１
）
薛
象
先
薛
叔
似
、
字
は
象
先
。
永
嘉
学
派
の
薛
季
宣
の
兄
の
子
。『
資
料
索
引
』
五
巻
四
一
九
四
頁
。『
学
案
』
巻
五
二
。『
宋
史
』
巻
三
九
七
。
巻
一
一
四
・
条
（
二
七
六
五
頁
）
参
照
。
36
（
２
）
大
學
謂
～
慮
而
後
能
得
『
大
学
』（
章
句
経
一
章
）。
（
３
）
禮
記
云
、
疑
事
毋
質
、
直
而
勿
有
『
礼
記
』
曲
礼
上
。
（
４
）
周
先
生
所
以
有
主
靜
之
説
周
敦
頤
『
太
極
図
説
』「
聖
人
定
之
以
中
正
仁
義
、
而
主
靜
」。
（
５
）
如
蒙
艮
二
卦
、
皆
有
靜
止
之
體
『
易
』
艮
卦
・
彖
伝
「
艮
、
止
也
。
時
止
則
止
、
時
行
則
行
、
動
静
不
失
其
時
、
其
道
光
明
」、
蒙
卦
・
彖
伝
「
蒙
、
山
下
有
険
、
険
而
止
、
蒙
」。
な
お
、
周
敦
頤
『
通
書
』
の
最
終
章
の
表
題
は
「
蒙
艮
」。
朱
熹
は
「
此
章
發
明
二
卦
、
皆
所
謂
聖
人
之
蘊
、
而
主
靜
之
意
矣
」
と
注
し
て
い
る
。
（
６
）
洪
範
五
事
、
聽
曰
聰
、
聰
作
謀
『
書
経
』
洪
範
「
二
、
五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰
聽
、
五
曰
思
。
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
。
恭
作
肅
、
從
作
乂
、
明
作
哲
、
聰
作
謀
、
睿
作
聖
」。
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（
７
）
謀
屬
金
『
書
経
』
洪
範
の
注
（
６
）
所
引
部
分
の
前
に
「
一
、
五
行
。
一
曰
水
。
二
曰
火
。
三
曰
木
。
四
曰
金
。
五
曰
土
」
と
あ
る
。
五
行
と
五
事
を
対
応
さ
せ
れ
ば
、「
四
曰
金
」
＝
「
四
曰
聽
」「
聽
作
謀
」
と
な
る
。
な
お
、『
書
集
伝
』
は
五
事
の
箇
所
で
、「
貌
言
視
聽
思
者
、
五
事
之
叙
也
。
貌
澤
、
水
也
。
言
揚
、
火
也
。
視
散
、
木
也
。
聽
収
、
金
也
。
思
通
、
土
也
」
と
注
し
、
貌
言
視
聴
思
そ
れ
ぞ
れ
に
五
行
を
配
当
し
て
い
る
。
（
８
）
貌
曰
恭
、
恭
作
肅
注
（
６
）
参
照
。
（
９
）
肅
屬
水
注
（
７
）
参
照
。
（
）
動
靜
不
失
其
時
、
時
止
則
止
、
時
行
則
行
『
易
』
艮
卦
・
彖
伝
。
注
（
５
）
参
照
。
10
（
）
則
得
好
未
詳
。
訳
文
は
、「
則
」
を
「
則
る
」「
手
本
に
す
る
」
の
意
味
の
動
詞
と
し
て
解
釈
し
た
。『
考
文
解
義
』
11
は
「
未
詳
。
則
似
指
上
文
兩
則
字
。
謂
随
時
處
得
好
也
」
と
す
る
。
（
）
發
得
中
節
『
中
庸
』（
章
句
首
章
）「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、
謂
之
和
」。
12
（
）
老
子
之
術
、
自
有
退
後
一
著
巻
一
二
五
・
条
（
二
九
九
六
頁
）「
老
子
之
學
只
要
退
歩
柔
伏
、
不
與
你
爭
。
…
13
36
…
常
見
畫
本
老
子
便
是
這
般
氣
象
、
笑
嘻
嘻
地
、
便
是
箇
退
歩
占
便
宜
底
人
」。
（
）
老
子
語
～
渙
若
冰
將
釋
『
老
子
』
十
五
章
。
14
（
）
子
房
深
於
老
子
之
學
子
房
は
、
漢
の
高
祖
の
参
謀
役
を
務
め
た
張
良
。
老
子
の
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
巻
一
15
二
五
・
５
条
・
６
条
・
７
条
（
二
九
八
七
頁
）・
条
（
二
九
九
六
頁
）
を
参
照
。
山
田
俊
『『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
36
百
二
十
五
』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
三
年
）
に
詳
し
い
注
釈
が
あ
る
。
（
）
曹
參
學
之
曹
参
は
漢
の
高
祖
の
名
臣
。
巻
一
二
五
・
７
条
（
二
九
八
七
頁
）・
条
（
二
九
九
二
頁
）・
条
（
二
16
26
27
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九
九
三
頁
）
参
照
。
（
～
条
担
当
中
嶋
諒
）
110
111
【
一
二
〇
・
】
112
汪
徳
輔
「
姜
叔
権
（
大
中
）
は
自
分
で
、
終
日
思
慮
す
る
こ
と
が
無
く
、（『
易
』
に
い
う
）「
寂
然
不
動
」
の
意
味
を
体
得
し
た
と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
彼
が
本
当
に
そ
の
境
地
に
到
達
し
た
の
か
疑
わ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
朱
子
「
彼
に
（「
寂
然
不
動
」
の
下
文
に
あ
る
）「
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
」
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
尋
ね
て
み
れ
こ
と
ば
い
い
。（
天
下
の
事
柄
に
通
じ
る
た
め
に
は
、
や
は
り
）
理
を
窮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
だ
け
で
済
め
ば
、（『
大
学
』
に
所
謂
）「
格
物
致
知
」
を
言
う
必
要
は
な
い
。」
汪
徳
輔
「
と
い
う
こ
と
は
、
叔
権
の
得
た
静
の
境
地
は
、
ま
だ
究
極
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「
も
ち
ろ
ん
だ
。」
［
汪
徳
輔
］
問
「
姜
叔
權
自
言
終
日
無
思
慮
、
有
寂
然
不
動
（
１
）
之
意
。
德
輔
疑
其
已
至
。」
曰
「
且
（
校
１
）
問
他
還
能
感
而
遂
通
天
下
之
故
（
２
）
否
。
須
是
窮
理
。
若
只
如
此
、
則
不
須
説
格
物
致
知
（
３
）。」
問
「
如
此
、
則
叔
權
之
靜
未
是
至
。」
曰
「
固
是
。」
［
德
輔
］
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（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
且
」
を
「
只
」
に
作
る
。
（
１
）
寂
然
不
動
『
易
経
』
繫
辞
上
伝
「
易
無
思
也
、
無
爲
也
。
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
」。
（
２
）
感
而
遂
通
天
下
之
故
注
（
１
）
参
照
。
（
３
）
格
物
致
知
『
大
学
』（
章
句
経
一
章
）。
【
一
二
〇
・
】
113
戴
明
伯
が
教
え
を
請
う
た
。
朱
子
「
先
ず
は
一
冊
の
書
物
を
読
み
な
さ
い
。
聖
人
の
言
葉
は
聖
人
の
心
そ
の
も
の
で
あ
り
、
聖
人
の
心
は
天
下
の
理
な
の
だ
。
と
り
あ
え
ず
一
段
ご
と
に
読
ん
で
明
確
に
し
、
一
段
が
明
確
に
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に
次
の
一
段
を
読
む
。
そ
の
よ
う
に
十
段
二
十
段
に
至
っ
て
も
、
ま
だ
道
理
と
い
う
も
の
が
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
や
っ
て
心
を
穏
や
か
に
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
東
へ
行
っ
た
り
西
へ
行
っ
た
り
と
右
往
左
往
せ
ず
に
い
れ
ば
、
道
理
は
自
ず
と
一
つ
一
つ
分
か
っ
て
く
る
。
自
分
の
心
に
あ
る
欠
点
を
一
つ
取
り
払
え
れ
ば
、
一
つ
道
理
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
。
道
理
は
も
と
も
と
自
分
の
中
に
あ
る
の
だ
が
、
今
は
（
肉
体
の
気
に
）
隔
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
徐
々
に
磨
き
を
か
け
、
呼
び
覚
ま
し
て
（
本
来
の
姿
に
）
復
帰
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
と
は
い
え
、
一
度
呼
び
覚
ま
せ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
な
ど
と
い
う
道
理
は
な
い
。
金
渓
の
学
問
（
陸
九
淵
の
学
派
）
な
ど
は
し
き
り
に
「
自
得
」
を
求
め
る
が
、
自
得
し
た
も
の
が
正
し
け
れ
ば
ま
だ
し
も
、
間
違
っ
た
も
の
な
ら
ば
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
ひ
と
ま
ず
虚
心
に
書
物
を
読
む
の
が
一
番
だ
。
読
書
に
お
い
て
は
、
決
し
て
自
分
か
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ら
理
解
で
き
た
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
理
解
で
き
て
も
、
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
て
い
な
い
と
見
做
す
の
だ
。
私
が
見
る
と
こ
ろ
、
理
解
で
き
て
い
な
い
と
言
う
者
に
は
長
足
の
進
歩
が
あ
り
、
進
歩
し
な
い
者
の
多
く
は
理
解
で
き
た
と
自
分
で
口
に
し
て
い
る
連
中
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
、
生
涯
進
歩
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
の
い
う
「
三
生
六
十
劫
」
か
か
っ
て
も
結
局
理
解
で
き
な
い
の
だ
。」
朱
子
「
ま
ち
が
っ
て
東
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
心
を
、
西
の
方
へ
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
心
は
さ
っ
き
ま
で
東
に
向
か
っ
て
い
た
心
に
外
な
ら
な
い
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
押
し
と
ど
め
て
方
向
を
変
え
て
置
い
て
み
た
に
過
ぎ
ず
、
元
来
何
も
改
ま
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。
あ
る
者
が
か
つ
て
仏
教
に
流
れ
、
日
々
『
金
剛
経
』
や
「
大
悲
呪
」
を
唱
え
続
け
て
い
た
。
後
に
念
仏
は
や
め
た
が
、
こ
ち
ら
で
『
大
学
』
や
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
を
読
ん
で
も
、
以
前
の
通
り
読
誦
回
数
を
追
い
求
め
て
、
慌
た
だ
し
く
読
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
も
先
の
例
と
同
様
「
大
悲
呪
」
を
唱
え
て
い
た
時
の
気
持
ち
の
ま
ま
儒
書
を
読
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。」
［
呉
必
大
］
戴
明
伯
請
教
。
曰
「
且
將
一
件
書
讀
。
聖
人
之
言
即
聖
人
之
心
、
聖
人
之
心
即
天
下
之
理
。
且
逐
段
看
令
分
曉
、
一
段
分
曉
、
又
看
一
段
。
如
此
至
一
二
十
段
、
亦
未
解
便
見
箇
道
理
。
但
如
此
心
平
氣
定
、
不
東
馳
西
騖
、
則
道
理
自
逐
旋
（
１
）
分
明
。
去
得
自
家
心
上
一
病
、
便
是
一
箇
道
理
明
也
。
道
理
固
是
自
家
本
有
、
但
如
今
隔
一
隔
了
、
須
逐
旋
揩
磨
（
２
）
呼
喚
得
歸
。
然
無
一
喚
便
見
之
理
。
如
金
溪
只
要
自
得
（
３
）。
若
自
得
底
是
固
（
校
１
）
善
、
若
自
得
底
非
却
如
何
。
不
若
且
虚
心
讀
書
。
讀
書
、
切
不
可
自
謂
理
會
得
了
。
便
理
會
得
、
且
只
做
理
會
不
得
。
某
見
説
不
會
底
、
便
有
長
進
。
不
長
進
者
、
多
是
自
謂
已
理
會
得
了
底
。
如
此
、
則
非
特
終
身
不
長
進
。
便
假
如
釋
氏
三
生
六
十
劫
（
校
２
）（
４
）、
也
終
理
會
不
得
。」
又
云
「
此
心
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先
錯
用
向
東
去
、
及
至
喚
回
西
邊
、
又
也
只
是
那
向
東
底
心
。
但
只
列
轉
（
５
）
些
頓
放
、
元
不
曾
改
換
。
有
一
學
者
先
佞
佛
（
６
）、
日
逐
（
校
３
）
念
金
剛
大
悲
呪
（
７
）
不
停
口
。
後
來
雖
不
念
佛
、
來
誦
大
學
論
孟
、
却
依
舊
趕
徧
數
、
荒
荒
忙
忙
誦
過
、
此
亦
只
是
將
念
大
悲
呪
時
意
思
移
來
念
儒
書
爾
。」
［
必
大
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
固
」
を
「
箇
」
に
作
る
。
（
校
２
）
底
本
・
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
楠
本
本
は
「
三
生
六
十
劫
」
を
「
三
生
十
六
劫
」
に
作
る
。
和
刻
本
に
従
い
改
め
た
。
注
（
４
）
参
照
。
（
校
３
）
朝
鮮
整
版
は
「
日
逐
」
を
「
逐
日
」
に
作
る
。
（
１
）
逐
旋
徐
々
に
。
順
を
追
っ
て
、
一
つ
一
つ
。
巻
七
一
・
条
（
一
七
八
八
頁
）「
陽
生
時
、
逐
旋
生
、
生
到
十
一
36
月
冬
至
、
方
生
得
就
一
畫
陽
」。
（
２
）
揩
磨
拭
い
去
る
、
磨
き
を
か
け
る
。
巻
十
四
・
条
（
二
五
一
頁
）「
大
學
重
處
都
在
前
面
。
後
面
工
夫
漸
漸
輕
15
了
。
只
是
揩
磨
在
」、
巻
十
四
・
条
（
二
七
一
頁
）「
但
從
來
爲
氣
稟
所
拘
、
物
欲
所
蔽
、
一
向
昏
昧
、
更
不
光
明
。
115
而
今
却
在
挑
剔
揩
磨
出
來
、
以
復
向
來
得
之
於
天
者
、
此
便
是
明
明
德
」、
巻
一
○
四
・
条
（
二
六
二
一
頁
）「
歐
陽
45
公
則
就
作
文
上
改
換
、
只
管
揩
磨
、
逐
旋
捱
將
去
、
久
之
漸
漸
揩
磨
得
光
」。
（
３
）
金
溪
只
要
自
得
金
渓
（
今
の
江
西
省
撫
州
市
）
は
陸
九
淵
の
出
身
地
。
巻
二
七
・
条
（
六
八
三
頁
）「
江
西
學
52
者
偏
要
説
甚
自
得
、
説
甚
一
貫
。
看
他
意
思
、
只
是
揀
一
箇
儱
侗
底
説
話
、
將
來
籠
罩
、
其
實
理
會
這
箇
道
理
不
得
」。
（
４
）
釋
氏
三
生
六
十
劫
悟
る
ま
で
に
利
根
で
も
三
生
、
鈍
根
は
六
十
劫
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
無
限
に
長
い
時
間
を
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意
味
す
る
。
あ
る
い
は
永
遠
に
悟
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。『
碧
巌
録
』
七
則
「
向
這
裏
薦
得
去
、
可
以
丹
霄
独
歩
。
你
若
作
情
解
、
三
生
六
十
劫
」。
（
５
）
列
轉
未
詳
。「
列
」
は
「
迾
」（
遮
る
、
止
め
る
）
の
意
味
か
。『
考
文
解
義
』
も
「
列
、
未
詳
」
と
す
る
。
（
６
）
佞
佛
御
利
益
を
得
よ
う
と
仏
に
媚
び
へ
つ
ら
う
こ
と
。
仏
教
信
者
を
悪
く
言
う
言
葉
。
（
７
）
大
悲
呪
『
千
手
千
眼
大
悲
心
陀
羅
尼
』
の
こ
と
。
呪
語
と
し
て
読
誦
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
巻
一
三
〇
・
条
62
（
三
一
〇
九
頁
）「
有
一
等
人
能
談
仁
義
之
道
、
做
事
處
却
乖
。
此
與
鬼
念
大
悲
呪
一
般
、
便
無
奈
何
他
處
」。
【
一
二
〇
・
】
114
括
蒼
の
徐
元
明
［
名
は
琳
］
と
鄭
子
上
（
可
学
）
が
揃
っ
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
朱
子
「（『
孟
子
』
に
）「
博
く
学
び
て
詳
ら
か
に
之
を
説
く
は
、
将
に
以
て
反
て
約
を
説
か
ん
と
す
れ
ば
な
り
（
博
く
学
ん
で
事
細
か
に
説
く
の
は
、
む
し
ろ
簡
約
を
説
く
た
め
で
あ
る
）」
と
あ
る
が
、
い
ま
江
西
の
者
た
ち
の
学
問
は
簡
約
を
求
め
る
ば
か
り
で
、
博
く
学
ぼ
う
と
し
な
い
。
彼
ら
は
も
と
も
と
多
少
は
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
が
、
物
事
に
臨
む
と
全
て
で
た
ら
め
で
い
い
加
減
だ
。
一
方
、
呂
子
約
（
祖
倹
）
に
至
っ
て
は
、
ひ
た
す
ら
博
学
に
努
め
る
ば
か
り
で
、
簡
約
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
く
の
書
物
を
読
み
、
博
引
旁
証
し
て
あ
れ
こ
れ
言
う
の
は
ど
れ
も
理
に
適
っ
て
い
る
の
だ
が
、
す
っ
き
り
せ
ず
緊
要
さ
に
欠
け
、
つ
な
げ
て
も
意
味
の
無
い
こ
と
が
あ
る
。
沈
叔
晦
（
煥
）
は
書
物
を
読
ま
ず
、
人
を
教
育
せ
ず
、
浅
く
狭
い
も
の
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
少
し
道
理
が
分
か
る
と
そ
れ
を
じ
っ
と
守
っ
て
固
執
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
や
は
り
博
く
学
- 32 -
ば
な
い
こ
と
の
弊
害
だ
。」
［
滕
璘
］
括
蒼
（
校
１
）（
１
）
徐
元
明
（
２
）［
名
琳
］、
鄭
子
上
同
見
。
先
生
説
「
博
學
而
詳
説
之
、
將
以
反
説
約
也
（
３
）。
今
江
西
諸
人
之
學
、
只
是
要
約
、
更
不
務
博
。
本
來
雖
有
些
好
處
、
臨
事
盡
是
鑿
空
杜
撰
。
至
於
呂
子
約
（
４
）、
又
一
向
務
博
、
而
不
能
反
約
。
讀
得
書
多
、
左
牽
右
撰
、
橫
説
直
説
、
皆
是
此
理
。
只
是
不
潔
淨
（
５
）、
不
切
要
、
有
牽
合
（
６
）
無
謂
處
。
沈
叔
晦
不
讀
書
、
不
教
人
、
只
是
所
守
者
淺
狹
。
只
有
些
子
道
理
、
便
守
定
了
、
亦
不
博
之
弊
。」
［
璘
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
楠
本
本
は
「
括
蒼
」
を
「
栝
蒼
」
に
作
る
。
（
１
）
括
蒼
地
名
。
今
の
浙
江
省
麗
水
市
。
（
２
）
徐
元
明
『
門
人
』（
一
八
〇
頁
）
に
拠
れ
ば
、
巻
一
二
〇
・
条
～
条
（
二
九
〇
三
頁
～
二
九
〇
五
頁
）
等
に
72
74
見
え
る
徐
元
昭
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
字
は
「
元
昭
」
が
正
し
い
。
（
３
）
博
學
而
詳
説
之
、
將
以
反
説
約
也
『
孟
子
』
離
婁
下
。
巻
五
七
・
条
（
一
三
四
五
頁
）「
約
自
博
中
來
。
既
博
29
學
、
又
詳
説
、
講
貫
得
直
是
精
確
、
將
來
臨
事
自
有
箇
頭
緒
。
才
有
頭
緒
、
便
見
簡
約
。
若
是
平
日
講
貫
得
不
詳
悉
、
及
至
臨
事
只
覺
得
千
頭
萬
緒
、
更
理
會
不
下
、
如
此
則
豈
得
爲
約
」、
巻
十
八
・
条
（
三
九
五
頁
）「
今
人
務
博
者
却
要
18
盡
窮
天
下
之
理
、
務
約
者
又
謂
反
身
而
誠
、
則
天
下
之
物
無
不
在
我
者
、
皆
不
是
」。
（
４
）
呂
子
約
呂
祖
倹
、
字
子
約
、
呂
祖
謙
の
弟
。
巻
一
二
二
・
条
（
二
九
五
六
頁
）「
呂
子
約
死
。
先
生
曰
、
子
約
37
竟
齎
著
許
多
鶻
突
道
理
去
矣
」。
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（
５
）
潔
淨
す
っ
き
り
清
潔
な
こ
と
。
す
っ
き
り
し
て
い
て
余
計
な
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
。
巻
一
一
六
・
条
（
二
八
50
○
四
頁
）「
如
此
屋
相
似
、
只
中
間
潔
淨
、
四
邊
也
未
在
。
未
能
博
學
、
便
要
約
禮
」、
巻
一
一
三
・
条
（
二
七
四
五
24
頁
）「
橫
渠
説
做
工
夫
處
、
更
精
切
似
二
程
。
二
程
資
稟
高
、
潔
淨
、
不
大
段
用
工
夫
。
橫
渠
資
稟
有
偏
駁
夾
雜
處
、
他
大
段
用
工
夫
來
」。
（
６
）
牽
合
つ
な
げ
る
、
つ
な
が
る
。
巻
十
一
・
条
（
一
八
四
頁
）「
看
文
字
、
且
逐
條
看
。
各
是
一
事
、
不
相
牽
合
」。
57
（
～
条
担
当
阿
部
光
麿
）
112
114
【
一
二
〇
・
】
115
陸
深
甫
（
濬
）
が
学
問
の
し
か
た
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
朱
子
「
君
の
家
の
年
長
者
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
教
え
て
い
る
の
だ
。」
陸
深
甫
「
大
叔
父
の
刪
定
（
陸
九
淵
）
に
は
「
心
は
も
と
も
と
完
全
無
欠
で
足
り
な
い
も
の
は
な
い
。
人
は
こ
の
心
を
悟
っ
て
は
じ
め
て
学
問
が
で
き
る
の
だ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。」
朱
子
「
こ
の
心
は
も
ち
ろ
ん
完
全
無
欠
だ
が
、
そ
れ
で
も
一
つ
一
つ
の
事
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
完
全
無
欠
な
の
だ
。も
と
も
と
足
ら
な
い
も
の
は
な
い
、こ
れ
さ
え
悟
れ
ば
い
い
と
言
う
だ
け
な
ら
ば
、そ
ん
な
道
理
が
あ
る
も
の
か
。」
そ
こ
で
ま
た
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
江
西
の
学
者
た
ち
は
自
ら
陸
刪
定
の
学
問
を
体
得
し
た
と
思
い
込
ん
で
、
大
い
に
弁
舌
を
振
る
い
、
憚
る
と
こ
ろ
が
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な
い
。
あ
る
日
突
然
道
を
悟
っ
た
と
言
う
く
せ
に
、
翌
日
に
は
人
と
酒
を
飲
み
、
大
い
に
人
を
罵
っ
て
い
る
。
思
う
に
、
賈
誼
は
「
秦
の
二
世
、
今
日
即
位
し
て
明
日
人
を
射
る
」
と
言
っ
た
が
、
今
の
江
西
の
学
者
た
ち
は
今
日
道
を
悟
っ
た
ら
、
明
日
に
は
人
を
罵
る
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。
い
っ
た
い
何
の
道
を
悟
っ
て
い
る
の
や
ら
。」
［
潘
時
挙
］
陸
深
甫
（
１
）
問
爲
學
次
序
。
曰
「
公
家
庭
尊
長
平
日
所
以
敎
公
者
如
何
。」
陸
云
「
刪
定
（
２
）
叔
祖
所
以
見
敎
者
、
謂
此
心
本
無
虧
缺
、
人
須
見
得
此
心
、
方
（
校
１
）
可
爲
學
。」
曰
「
此
心
固
是
無
虧
缺
、
然
須
是
事
事
做
得
是
、
方
無
虧
缺
。
若
只
説
道
本
無
虧
缺
、
只
見
得
這
箇
便
了
、
豈
有
是
理
。」
因
説
「
江
西
學
者
自
以
爲
得
陸
刪
定
之
學
、
便
高
談
大
論
、
略
無
忌
憚
。
忽
一
日
自
以
爲
悟
道
、
明
日
與
人
飮
酒
、
如
法
罵
人
（
３
）。
某
謂
賈
誼
云
、
秦
二
世
今
日
即
位
而
明
日
射
人
（
４
）。
今
江
西
學
者
乃
今
日
悟
道
而
明
日
罵
人
、
不
知
所
悟
（
校
２
）
者
果
何
道
哉
。」
［
時
擧
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
方
」
を
「
万
」
に
作
る
。
（
校
２
）
底
本
は
「
所
修
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
「
所
悟
」
に
改
め
た
。
（
１
）
陸
深
甫
陸
九
淵
の
長
兄
た
る
陸
九
思
の
孫
。『
門
人
』
二
二
七
頁
、『
資
料
索
引
』
三
巻
二
六
六
〇
頁
。
（
２
）
刪
定
陸
九
淵
を
指
す
。
陸
九
淵
は
刪
定
官
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
陸
刪
定
と
も
呼
ば
れ
る
。
（
３
）
明
日
与
人
飲
酒
、
如
法
罵
人
『
文
集
』
巻
五
五
「
答
包
顕
道
」
第
二
書
に
「
從
頭
罵
去
、
如
人
醉
酒
發
狂
」
と
い
う
類
似
し
た
文
句
が
見
ら
れ
る
（
包
顕
道
（
揚
）
は
、
陸
九
淵
の
門
人
）。
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』（
増
訂
本
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
七
一
頁
）
は
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
「
皆
力
斥
陸
氏
門
人
之
狂
」
と
し
て
い
る
。「
如
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法
」
は
未
詳
。「
如
法
了
得
（
非
常
に
す
ば
ら
し
い
）」
を
参
考
に
訳
し
た
が
、「
例
の
ご
と
く
」
の
意
味
の
可
能
性
も
あ
る
か
。
（
４
）
秦
二
世
今
日
即
位
而
明
日
射
人
『
漢
書
』
賈
誼
伝
第
十
八
「
夫
三
代
之
所
以
長
久
者
、
以
其
輔
翼
太
子
有
此
具
也
。
及
秦
而
不
然
。
其
俗
固
非
貴
辭
讓
也
、
所
上
者
告
訐
也
。
固
非
貴
禮
義
也
、
所
上
者
刑
罰
也
。
使
趙
高
傅
胡
亥
而
敎
之
獄
、
所
習
者
非
斬
劓
人
、
則
夷
人
之
三
族
也
。
故
胡
亥
今
日
即
位
而
明
日
射
人
、
忠
諫
者
謂
之
誹
謗
、
深
計
者
謂
之
妖
言
、
其
視
殺
人
若
艾
草
菅
然
」。
ほ
ぼ
同
じ
内
容
は
『
大
戴
礼
記
』
保
傅
第
四
十
八
に
も
見
え
る
。
【
一
二
〇
・
】
116
包
詳
道
（
約
）
か
ら
の
手
紙
に
「
壬
子
（
紹
煕
三
年
、
一
一
九
二
年
）
九
月
に
ひ
と
た
び
は
っ
と
悟
っ
て
以
降
」
云
々
と
あ
っ
た
。
先
生
は
（
兄
の
）
顕
道
（
包
揚
）
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
人
の
心
の
存
亡
は
息
を
吸
っ
て
吐
く
間
に
あ
る
（
存
し
た
か
と
思
え
ば
す
ぐ
に
亡
び
、
亡
ん
だ
か
と
思
え
ば
す
ぐ
に
存
す
）。
ど
う
し
て
今
日
の
こ
の
時
ま
で
で
た
ら
め
を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
お
と
な
し
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
道
理
が
あ
ろ
う
か
。
聖
賢
の
学
問
は
一
歩
一
歩
確
実
に
や
っ
て
行
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
自
然
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
だ
。
も
し
（
包
詳
道
の
）
言
う
通
り
な
ら
、
聖
賢
の
修
養
や
学
問
は
必
要
な
く
な
り
、
た
だ
あ
る
日
突
然
は
っ
と
悟
る
の
を
待
ち
続
け
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
考
え
は
、
人
に
僥
倖
を
期
待
す
る
心
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
だ
。」
［
黄
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義
剛
］
包
詳
道
書
來
言
「
自
壬
子
九
月
一
省
之
後
」
云
云
。
先
生
謂
顯
道
曰
「
人
心
存
亡
之
決
（
１
）、
只
在
出
入
息
之
閒
。
豈
有
截
自
今
日
今
時
便
鬼
亂
（
２
）、
已
後
便
悄
悄
之
理
。
聖
賢
之
學
、
是
掯
掯
定
定
做
、
不
知
不
覺
、
自
然
做
得
徹
。
若
如
所
言
、
則
是
聖
賢
修
爲
講
學
都
不
須
得
、
只
等
得
一
旦
恍
然
悟
去
（
３
）、
如
此
者
起
人
僥
倖
之
心
（
４
）。」
［
義
剛
］
（
１
）
人
心
存
亡
之
決
『
孟
子
』
告
子
上
「
孔
子
曰
、
操
則
存
、
舎
則
亡
、
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
、
惟
心
之
謂
與
」。
巻
二
七
・
条
（
六
八
二
頁
）「
今
有
一
種
學
者
、
愛
説
某
自
某
月
某
日
有
一
箇
悟
處
後
、
便
覺
不
同
。
及
問
他
如
何
地
51
悟
、
又
卻
不
説
。
便
是
曾
子
傳
夫
子
一
貫
之
道
、
也
須
可
説
、
也
須
有
箇
來
歴
、
因
做
甚
麼
工
夫
、
聞
甚
麼
説
話
、
方
能
如
此
。
今
若
云
都
不
可
説
、
只
是
截
自
甚
月
甚
日
爲
始
、
已
前
都
不
是
、
已
後
都
是
、
則
無
此
理
。
已
前
也
有
是
時
、
已
後
也
有
不
是
時
。
蓋
人
心
存
亡
之
決
、
只
在
一
息
之
間
、
此
心
常
存
則
皆
是
、
此
心
才
亡
便
不
是
。
聖
賢
教
人
、
亦
只
據
眼
前
便
著
實
做
將
去
」。
（
２
）
鬼
乱
で
た
ら
め
を
や
る
。『
語
類
』
で
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
る
表
現
。
（
３
）
只
等
得
一
旦
恍
然
悟
去
『
文
集
』
巻
五
五
「
答
包
詳
道
」
第
二
書
「
示
喩
爲
學
之
意
、
自
信
不
疑
如
此
、
他
人
尚
復
何
説
。
然
觀
古
人
爲
學
只
是
升
髙
自
下
、
歩
歩
踏
實
、
漸
次
解
剥
、
人
欲
自
去
、
天
理
自
明
、
無
似
此
一
般
作
捺
紐
揑
底
工
夫
、
必
要
豁
然
頓
悟
、
然
後
漸
次
修
行
也
」。
（
４
）
起
人
僥
倖
之
心
巻
一
一
五
・
条
（
二
七
七
一
頁
）「
學
問
亦
無
箇
一
超
直
入
之
理
、
直
是
銖
積
寸
累
做
將
去
。
10
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某
是
如
此
喫
辛
苦
、
從
漸
做
來
。
若
要
得
知
、
亦
須
是
喫
辛
苦
了
做
、
不
是
可
以
坐
談
僥
倖
而
得
」。
【
一
二
〇
・
】
117
朱
子
「
孫
吉
甫
（
枝
）
の
手
紙
を
読
む
と
、
文
章
を
作
る
こ
と
ば
か
り
に
血
道
を
上
げ
る
癖
が
抜
け
き
れ
な
い
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
両
漢
・
晋
・
宋
・
隋
・
唐
そ
れ
ぞ
れ
の
風
俗
は
、
誰
か
一
人
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
。
風
俗
の
変
化
は
、
あ
れ
こ
れ
変
化
し
て
い
っ
て
、
自
然
に
そ
う
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
漢
の
末
期
、
名
節
へ
の
尊
崇
が
極
ま
る
と
、（
名
節
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
恬
淡
と
し
た
）
清
虚
へ
と
変
じ
た
。
陳
・
隋
以
後
に
な
る
と
、
名
節
も
清
虚
も
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
、
た
だ
そ
ろ
い
も
そ
ろ
っ
て
同
じ
よ
う
に
繊
細
流
麗
な
文
章
を
作
ろ
う
と
し
た
と
い
う
だ
け
だ
。
政
治
の
表
舞
台
で
も
、
文
章
と
い
う
も
の
を
一
大
事
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
科
挙
制
度
を
作
っ
た
の
は
隋
の
煬
帝
だ
が
、
そ
の
後
、
唐
の
三
百
年
間
を
経
て
本
朝
の
初
め
に
至
る
ま
で
、
ず
っ
と
文
辞
を
尊
ん
で
き
た
の
だ
。」
鄭
子
上
（
可
学
）「
風
俗
が
あ
れ
こ
れ
変
化
し
て
、
ど
う
し
て
本
朝
に
至
っ
て
、
程
先
生
が
現
わ
れ
て
、
聖
賢
の
道
理
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「
周
（
敦
頤
）
先
生
、
二
程
（
程
顥
、
程
頤
）
が
こ
の
よ
う
に
道
理
を
説
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
れ
ま
で
の
先
賢
た
ち
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
こ
そ
の
こ
と
だ
。（
宋
初
の
）
楊
（
億
）・
劉
（
筠
）
の
時
は
、
た
だ
文
章
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
范
文
正
（
仲
淹
）・
孫
明
復
（
復
）・
石
守
道
（
介
）・
李
太
伯
（
覯
）・
常
夷
甫
（
秩
）
な
ど
に
至
る
と
、
だ
ん
だ
ん
枝
葉
を
切
り
落
と
し
、
政
治
に
勤
め
、
学
問
の
実
践
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
胡
安
定
（
瑗
）
が
現
わ
れ
て
、
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治
道
斎
を
作
っ
て
政
治
に
取
り
組
ま
せ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
内
面
の
問
題
に
近
づ
い
て
行
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
周
氏
程
氏
が
道
理
を
明
か
に
で
き
た
の
は
、
彼
ら
だ
け
の
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。」
［
滕
璘
］
「
看
孫
吉
甫
書
、
見
得
是
要
做
文
字
底
氣
習
。
且
如
兩
漢
晉
宋
隋
唐
風
俗
、
何
嘗
有
箇
人
要
如
此
變
來
。
只
是
其
風
俗
之
變
、
滾
來
滾
去
（
校
１
）、
自
然
如
此
。
漢
末
名
節
之
極
、
便
變
作
清
虚
底
道
理
。
到
得
陳
隋
以
後
、
都
不
理
會
名
節
、
也
不
理
會
清
虚
、
只
是
相
與
做
一
般
纖
艷
底
文
字
。
君
臣
之
間
、
把
這
文
字
做
一
件
大
事
理
會
。
如
進
士
舉
是
隋
煬
帝
做
出
來
、
至
唐
三
百
年
以
至
國
初
、
皆
是
崇
尚
文
辭
。」
鄭
子
上
問
「
風
俗
滾
來
滾
去
（
校
１
）、
如
何
到
本
朝
程
先
生
出
來
、
便
理
會
發
明
得
聖
賢
道
理
。」
曰
「
周
子
二
程
説
得
道
理
如
此
、
亦
是
上
面
諸
公
挪
（
校
２
）
趲
（
１
）
將
來
。
當
楊
劉
（
２
）
時
、
只
是
理
會
文
字
。
到
范
文
正
孫
明
復
石
守
道
李
太
（
校
３
）
伯
常
夷
甫
諸
人
、
漸
漸
刊
落
枝
葉
、
務
去
理
會
政
事
、
思
學
問
見
於
用
處
。
及
胡
安
定
出
、
又
教
人
作
治
道
（
校
４
）
齋
（
３
）、
理
會
政
事
、
漸
漸
挪
（
校
２
）
得
近
裏
（
４
）、
所
以
周
程
發
明
道
理
出
來
、
非
一
人
之
力
也
。」
［
璘
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
滚
来
滚
去
」
を
「
衮
来
衮
去
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
挪
」
を
「
那
」
に
作
る
。
注
（
１
）
参
照
。
（
校
３
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
太
」
を
「
泰
」
に
作
る
。
（
校
４
）
朝
鮮
整
版
は
「
道
」
を
「
事
」
に
作
る
。
注
（
３
）
参
照
。
- 39 -
※
以
下
に
掲
げ
る
巻
一
二
九
・
条
（
三
〇
八
九
頁
）
は
、
本
条
と
同
一
場
面
の
別
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。（
記
録
者
は
鄭
可
21
学
）。德粹
以
明
州
士
人
所
寄
書
納
先
生
、
因
請
問
其
書
中
所
言
。
先
生
曰
「
渠
言
、
漢
之
名
節
、
魏
晉
之
曠
蕩
、
墮
唐
之
辭
章
、
皆
懲
其
弊
爲
之
。
不
然
。
此
只
是
正
理
不
明
、
相
袞
將
去
、
遂
成
風
俗
。
後
漢
名
節
、
至
於
末
年
、
有
貴
己
賤
人
之
弊
。
如
皇
甫
規
、
郷
人
見
之
、
却
問
、
卿
在
鴈
門
、
食
鴈
美
乎
。
舉
此
可
見
。
積
此
不
已
、
其
勢
必
至
於
虚
浮
入
老
莊
。
相
袞
到
齊
梁
間
、
又
不
復
如
此
、
只
是
作
一
般
艷
辭
、
君
臣
賡
歌
褻
瀆
之
語
、
不
以
爲
怪
。
隋
之
辭
章
、
乃
起
於
煬
帝
。
進
士
科
至
不
成
科
目
、
故
遂
袞
纏
至
唐
、
至
本
朝
然
後
此
理
復
明
。
正
如
人
有
病
、
今
日
一
病
、
明
日
變
一
病
、
不
成
要
將
此
病
變
作
彼
病
。」
某
問
「
已
前
皆
袞
纏
成
風
俗
。
本
朝
道
學
之
盛
、
豈
是
袞
纏
。」
先
生
曰
「
亦
有
其
漸
。
自
范
文
正
以
來
已
有
好
議
論
、
如
山
東
有
孫
明
復
、
徂
徠
有
石
守
道
、
湖
州
有
胡
安
定
、
到
後
來
遂
有
周
子
程
子
張
子
出
。
故
程
子
平
生
不
敢
忘
此
數
公
、
依
舊
尊
他
。
若
如
楊
劉
之
徒
、
作
四
六
駢
儷
之
文
、
又
非
此
比
。
然
數
人
者
皆
天
資
高
、
知
尊
王
黜
霸
、
明
義
去
利
。
但
只
是
如
此
便
了
、
於
理
未
見
、
故
不
得
中
。」
某
問
「
安
定
學
甚
盛
、
何
故
無
傳
。」
曰
「
當
時
所
講
止
此
、
只
些
門
人
受
去
做
官
、
死
後
便
已
。
嘗
言
劉
彝
善
治
水
、
後
來
果
然
。
彝
有
一
部
詩
、
遇
水
處
便
廣
説
。」
（
１
）
挪
趲
「
那
趲
」
と
も
書
く
。
移
る
、
移
動
す
る
。
（
２
）
楊
劉
楊
億
と
劉
筠
。
宋
初
の
「
西
昆
派
」
の
詩
人
。
（
３
）
治
道
齋
北
宋
の
胡
瑗
（
安
定
）
は
、
湖
州
州
学
お
よ
び
太
学
で
「
経
義
斎
」「
治
事
斎
」
と
い
う
二
つ
の
学
舎
を
立
て
て
学
生
を
指
導
し
た
。
本
条
に
い
う
「
治
道
斎
」
は
「
治
事
斎
」
を
指
す
か
。『
遺
書
』
巻
二
上
・
条
（
一
八
頁
）
34
「
胡
安
定
在
湖
州
置
治
道
齋
、
學
者
有
欲
明
治
道
者
、
講
之
於
中
。
如
治
兵
治
民
水
利
算
數
之
類
。
嘗
言
劉
彝
善
治
水
利
、
- 40 -
後
果
爲
政
、
皆
興
水
利
有
功
」。
吾
妻
重
二
他
『『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
八
十
四
・
八
十
五
・
八
十
六
』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
四
年
）
巻
八
四
・
８
条
を
参
照
。
（
４
）
近
裏
内
面
的
な
こ
と
、
自
分
に
身
近
で
切
実
な
こ
と
。『
遺
書
』
巻
十
一
・
条
（
一
三
二
頁
）「
學
只
要
鞭
辟
172
近
裏
、
著
己
而
已
」。
巻
三
二
・
条
（
八
一
九
頁
）「
仁
字
説
較
近
裏
、
知
字
説
較
近
外
」、
同
・
条
「
事
也
是
心
裏
64
65
做
出
來
、
但
心
是
較
近
裏
説
」。
（
～
条
担
当
蔣
建
偉
）
115
117
【
一
二
〇
・
】
118
先
生
が
杜
叔
高
（
斿
）
に
言
わ
れ
た
。
ゆ
う
朱
子
「
学
問
は
、
実
用
に
適
う
こ
と
が
大
切
だ
。」
か
な
先
生
謂
杜
叔
高
曰
「
學
貴
適
用
（
１
）。」（
校
１
）
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
は
末
尾
に
「
節
」
の
小
字
注
が
あ
る
。
（
１
）
適
用
実
用
に
適
す
る
。
巻
九
四
・
条
（
二
四
〇
四
頁
）「
凡
物
皆
有
此
理
。
且
如
這
竹
椅
、
固
是
一
器
、
到
適
185
用
處
、
便
有
箇
道
在
其
中
」。
- 41 -
【
一
二
〇
・
】
119
先
生
が
魯
可
幾
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
物
事
と
い
う
も
の
は
、
省
察
し
尽
く
し
て
も
い
け
な
い
。」
［
楊
道
夫
］
先
生
謂
魯
可
幾
、
曰
「
事
不
要
察
取
盡
。」
［
道
夫
］
【
一
二
〇
・
】
120
あ
る
人
が
徐
子
顔
の
こ
と
を
質
問
し
た
。
朱
子
「
自
分
な
り
の
信
条
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
見
識
の
持
ち
主
か
は
知
ら
な
い
。」
［
陳
文
蔚
］
或
問
徐
子
顏
。
曰
「
其
人
有
守
、
但
未
知
所
見
如
何
。」
［
文
蔚
］
【
一
二
〇
・
】
121
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朱
子
「
今
の
学
ぶ
者
に
は
二
種
類
あ
る
。（
一
つ
は
）
頭
の
回
転
が
鈍
い
者
で
、
な
か
な
か
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
も
う
一
つ
は
）
頭
の
回
転
が
は
や
い
者
で
、
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
が
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
龔
郯
伯
な
ど
も
理
解
は
は
や
い
が
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
［
葉
賀
孫
］
今
學
者
有
兩
樣
、
意
思
鈍
底
、
又
不
能
得
他
理
會
得
。
到
得
（
校
１
）
意
思
快
捷
底
、
雖
能
當
下
曉
得
、
然
又
恐
其
不
牢
固
。
如
龔
郯
伯
理
會
也
快
、
但
恐
其
不
牢
固
。
［
賀
孫
］
（
校
１
）
楠
本
本
、「
得
」
を
「
德
」
に
作
る
。
【
一
二
〇
・
】
122
先
生
が
郭
廷
碩
に
尋
ね
ら
れ
た
。
朱
子
「
最
近
は
ど
う
だ
ね
。」
郭
廷
碩
「
昔
の
ま
ま
の
学
問
で
す
。」
朱
子
「
賢
い
江
西
の
人
に
は
、
善
を
楽
し
む
者
は
多
く
い
て
も
、
学
問
を
知
る
者
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。」
朱
子
「
楊
誠
斎
（
万
里
）
は
清
廉
潔
白
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
う
い
人
は
少
な
い
。
謝
尚
書
（
謝
諤
）
は
も
の
柔
ら
か
で
寛
が
く
大
で
あ
り
、
ま
た
非
常
に
実
直
で
飾
り
気
が
な
い
。
か
つ
て
、
湘
（
現
在
の
湖
南
省
）
の
地
に
赴
い
た
折
、
謝
公
の
家
に
寄
っ
- 43 -
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
は
く
ず
れ
か
け
た
粗
末
な
家
に
住
み
、
少
し
も
富
貴
の
気
配
が
な
か
っ
た
。
得
が
た
い
人
物
だ
。」
朱
子
「
彭
子
寿
（
亀
年
）
の
邸
宅
は
広
大
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。」
さ
ら
に
一
、
二
人
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
た
。
朱
子
「
こ
う
し
て
み
る
と
、
謝
尚
書
は
や
は
り
実
直
で
飾
り
気
の
な
い
人
物
だ
。」
［
曾
祖
道
］
先
生
問
郭
廷
碩
「
今
如
何
。」
曰
「
也
只
如
舊
爲
學
。」
曰
「
賢
江
西
人
、
樂
善
者
多
、
知
學
者
少
。」
又
説
「
楊
誠
齋
（
１
）
廉
介
清
潔
、
直
是
少
。
謝
尚
書
（
２
）
和
易
寬
厚
、
也
煞
朴
直
。
昔
過
湘
中
時
、
曾
到
謝
公
之
家
（
３
）、
頽
然
在
敗
屋
之
下
、
全
無
一
點
富
貴
氣
（
４
）、
也
難
得
。」
又
曰
「
聞
彭
子
壽
造
居
甚
大
、
何
必
如
此
。」
又
及
一
二
人
、
曰
「
以
此
觀
謝
尚
書
、
直
是
朴
實
。」
［
祖
道
］
（
１
）
楊
誠
齋
楊
萬
里
、
字
誠
斎
。
吉
水
（
現
在
の
江
西
省
吉
安
市
）
の
人
。『
資
料
索
引
』
三
一
八
六
頁
、『
学
案
』
巻
四
四
。
（
２
）
謝
尚
書
謝
諤
、
字
昌
国
。
新
喩
（
現
在
の
江
西
省
新
余
市
）
の
人
。
光
宗
の
時
、
御
史
中
丞
、
権
工
部
尚
書
に
任
じ
ら
れ
た
。『
資
料
索
引
』
四
一
〇
八
頁
、『
学
案
』
巻
二
八
。
（
３
）
昔
過
湘
中
時
、
曾
到
謝
公
之
家
朱
熹
は
知
潭
州
と
し
て
紹
煕
五
年
（
一
一
九
四
）
五
月
か
ら
八
月
ま
で
潭
州
に
赴
任
し
て
い
た
。『
文
集
』
巻
八
三
「
跋
郭
長
陽
醫
書
」
に
、「
紹
熙
甲
寅
夏
、
予
赴
長
沙
、
道
過
新
喩
、
謁
見
故
煥
章
學
士
謝
公
昌
國
於
其
家
。
公
爲
留
飲
、
語
及
長
陽
沖
晦
郭
公
先
生
言
行
甚
悉
」
と
あ
り
、
謝
昌
国
の
家
を
訪
問
し
て
い
た
こ
- 44 -
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
李
道
伝
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
語
録
』（
池
録
）
は
本
条
を
巻
三
七
・
曾
祖
道
録
・
丁
巳
所
聞
に
収
め
て
お
り
、
慶
元
三
年
（
丁
巳
・
一
一
九
七
）
の
問
答
と
な
る
。
（
４
）
頽
然
在
敗
屋
之
下
、
全
無
一
點
富
貴
氣
巻
一
三
二
・
条
（
三
一
八
〇
頁
）「
某
曾
訪
謝
昌
國
、
問
艮
齋
安
在
。
70
謝
指
廳
事
云
、
即
此
便
是
。［
其
廳
亦
敝
陋
］」。『
学
案
』
巻
二
八
「
學
士
謝
艮
齋
先
生
諤
」「
朱
子
嘗
過
之
、
見
其
破
屋
蕭
然
、
歎
息
以
爲
不
可
及
」。
【
一
二
〇
・
】
123
朱
子
「
湘
郷
で
昔
か
ら
南
軒
（
張
栻
）
に
従
学
し
て
い
た
者
は
誰
だ
ね
。」
私
（
蕭
佐
）
は
、
周
奭
（
字
は
允
升
）
と
自
分
の
外
舅
（
妻
の
父
）
の
舒
誼
（
字
は
周
臣
）
だ
と
お
答
え
し
た
。
蕭
佐
「
外
舅
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
数
年
が
経
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
知
言
疑
義
」
を
論
じ
た
も
の
に
南
軒
が
答
え
た
書
簡
一
通
が
、
文
集
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
允
升
（
周
奭
）
が
学
問
に
専
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
川
の
ほ
と
り
に
臨
ん
で
い
た
の
で
、
南
軒
は
「
漣
渓
書
室
」
と
題
し
ま
し
た
。
そ
の
郷
里
の
後
学
た
ち
は
そ
こ
で
講
学
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
允
升
（
周
奭
）
自
身
は
今
は
病
気
で
出
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」
朱
子
「
南
軒
が
か
つ
て
静
江
（
現
在
の
江
西
省
桂
林
市
）
で
書
簡
を
受
け
取
り
、
允
升
の
こ
と
を
非
常
に
称
賛
し
て
い
た
。
き
っ
と
格
別
の
見
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
に
一
度
来
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。
す
ぐ
に
薬
を
少
し
送
ろ
う
。」
［
蕭
佐
］
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先
生
問
「
湘
郷
（
１
）
舊
有
從
南
軒
遊
者
、
爲
誰
。」
佐
對
以
周
奭
允
升
（
２
）、
佐
外
舅
舒
誼
周
臣
（
３
）。
外
舅
沒
已
數
歳
、
南
軒
答
其
論
知
言
疑
義
一
書
、
載
文
集
中
（
４
）。
允
升
藏
修
（
５
）
之
所
正
枕
江
上
、
南
軒
題
曰
漣
溪
書
室
。
郷
曲
後
學
講
習
其
間
、
但
允
升
今
病
不
能
出
矣
。」
先
生
曰
「
南
軒
向
在
靜
江
曾
得
書
、
甚
稱
説
允
升
、
所
見
必
別
、
安
得
其
一
來
。
次
第
（
６
）
送
少
藥
物
與
之
。」
［
佐
］
（
１
）
湘
郷
地
名
、
長
沙
の
西
南
（
現
在
の
湖
南
省
湘
潭
市
）。
（
２
）
周
奭
允
升
周
奭
、
字
允
升
、
湘
郷
の
人
。『
資
料
索
引
』
一
四
五
八
頁
、『
学
案
』
巻
七
一
。『
南
軒
集
』
巻
二
六
に
「
答
周
允
升
」
が
二
書
見
え
る
。
（
３
）
舒
誼
周
臣
未
詳
。『
語
類
』
で
は
本
条
の
み
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
（
４
）
南
軒
答
其
論
知
言
疑
義
一
書
、
載
文
集
中
未
詳
。『
南
軒
集
』
巻
二
七
に
一
書
だ
け
「
答
舒
秀
才
」
が
あ
る
が
、
『
知
言
疑
義
』
に
関
す
る
話
題
は
見
え
な
い
。『
知
言
疑
義
』
は
胡
宏
の
『
知
言
』
に
つ
い
て
の
疑
義
を
、
張
栻
と
朱
熹
が
議
論
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
（
５
）
藏
修
学
問
に
専
心
す
る
こ
と
。『
礼
記
』
学
記
「
君
子
之
於
學
也
、
藏
焉
、
脩
焉
、
息
焉
、
游
焉
」、
鄭
玄
注
「
藏
謂
懷
抱
之
。
脩
、
習
」。
（
６
）
次
第
巻
一
二
○
・
条
注
（
２
）
参
照
。
101
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【
一
二
〇
・
】
124
直
卿
（
黄
榦
）
が
趙
友
裕
か
ら
ま
た
（
子
弟
の
家
庭
教
師
に
）
招
か
れ
た
こ
と
を
先
生
に
申
し
上
げ
た
。
朱
子
「
今
の
時
勢
を
考
え
た
ら
、
そ
れ
も
致
し
方
な
い
こ
と
だ
。
ど
こ
で
で
も
（
道
理
を
）
人
に
教
え
語
る
し
か
な
い
。
道
理
を
知
る
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
も
幸
い
な
事
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
直
卿
告
先
生
以
趙
友
裕
復
有
相
招
之
意
。
先
生
曰
「
看
今
世
務
已
自
沒
可
奈
何
。
只
得
隨
處
與
人
説
、
得
識
道
理
人
多
、
亦
是
幸
事
。」
［
賀
孫
］
【
一
二
〇
・
】
125
呂
徳
遠
（
煥
）
が
、
妻
を
迎
え
る
た
め
某
日
に
帰
郷
す
る
旨
を
お
伝
え
し
た
。
そ
の
日
に
な
る
と
兄
（
呂
燾
）
が
言
っ
た
。
呂
燾
「
弟
と
相
談
し
ま
し
て
、
も
う
ひ
と
月
ご
教
示
を
賜
っ
て
か
ら
帰
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」
朱
子
「
君
は
妻
を
娶
ら
ん
と
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
大
事
に
際
し
、
そ
の
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
き
っ
と
君
の
家
の
方
で
は
す
べ
て
準
備
を
終
え
て
、
帰
郷
を
待
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き
で
は
な
い
。」
（
呂
兄
弟
は
）
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
郷
の
途
に
就
い
た
。
［
黄
義
剛
］
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呂
德
遠
辭
、
云
將
娶
、
擬
某
日
歸
。
及
期
、
其
兄
（
１
）
云
「
與
舍
弟
商
量
了
、
且
更
承
教
一
月
、
却
歸
。」
曰
「
公
將
娶
了
、
如
何
又
恁
地
説
。
此
大
事
、
不
可
恁
地
。
宅
中
想
都
安
排
了
、
須
在
等
待
、
不
可
如
此
了
（
校
１
）。」
即
日
歸
。
［
義
剛
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
了
」
を
「
呂
」
に
作
る
（
不
可
如
此
、
呂
即
日
歸
）。
和
刻
本
は
「
了
」
の
後
に
「
呂
」
が
入
る
（
如
此
了
、
呂
即
日
歸
）。
（
１
）
其
兄
呂
煥
の
兄
・
呂
燾
。
字
徳
昭
、
南
康
の
人
。
【
一
二
〇
・
】
126
季
繹
は
蔡
季
通
（
元
定
）
に
酒
を
勧
め
、
泉
南
（
福
建
省
泉
州
）
に
行
く
の
を
引
き
留
め
よ
う
と
し
た
。
蔡
季
通
は
先
生
に
決
を
仰
ご
う
と
し
た
が
、
先
生
は
笑
っ
て
答
え
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
言
わ
れ
た
。
朱
子
「（
荀
子
の
所
謂
）
身
労
し
て
心
安
き
者
は
こ
れ
を
為
せ
、
利
少
な
く
し
て
義
多
き
者
は
こ
れ
を
為
せ
（
身
体
は
疲
労
す
る
が
心
は
安
ら
か
に
な
る
こ
と
な
ら
ば
実
行
せ
よ
。
利
は
少
な
い
が
義
が
多
い
こ
と
な
ら
ば
実
行
せ
よ
）。」
［
万
人
傑
］［
輔
廣
の
記
録
：
あ
る
人
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
先
生
に
相
談
し
た
。
先
生
は
「
心
佚
に
し
て
身
労
す
れ
ば
こ
れ
を
為
せ
、
利
少
な
く
し
て
義
多
け
れ
ば
こ
れ
を
為
せ
」
と
言
わ
れ
た
。」］
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季
繹
（
１
）
勸
蔡
季
通
酒
、
止
其
泉
南
之
行
。
蔡
決
於
先
生
、
先
生
笑
而
不
答
。
良
久
、
云
「
身
勞
而
心
安
者
爲
之
、
利
少
而
義
多
者
爲
之
（
２
）。」
［
人
傑
］［
廣
録
云
、
或
有
所
欲
爲
、
謀
於
先
生
。
曰
、
心
佚
而
身
勞
、
爲
之
。
利
少
而
義
多
、
爲
之
。］
（
１
）
季
繹
未
詳
。
条
の
「
朱
季
繹
」
と
同
一
人
物
か
。『
象
山
語
録
』
巻
三
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
127
（
２
）
身
勞
而
心
安
者
爲
之
、
利
少
而
義
多
者
爲
之
『
荀
子
』
修
身
「
身
勞
而
心
安
、
爲
之
。
利
少
而
義
多
、
爲
之
」。
【
一
二
〇
・
】
127
先
生
は
、
窓
の
目
張
り
の
た
め
に
糊
付
け
し
た
紙
を
見
て
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
少
し
で
も
真
っ
直
ぐ
に
き
ち
ん
と
貼
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、（
目
張
り
を
す
る
こ
と
の
）
道
理
で
は
な
い
。」
朱
季
繹
「
見
栄
え
を
よ
く
し
よ
う
と
、
外
か
ら
糊
付
け
し
た
の
で
す
。」
直
卿
（
黄
榦
）「
そ
れ
こ
そ
（『
大
学
』
に
所
謂
）「
自
ら
欺
む
く
」
こ
と
の
始
ま
り
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
先
生
看
糊
窗
云
「
有
些
子
不
齊
整
、
便
不
是
他
道
理
。」
朱
季
繹
（
１
）
云
「
要
好
看
、
却
從
外
糊
。」
直
卿
云
「
此
自
欺
（
２
）
之
端
也
。」
［
賀
孫
］
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（
１
）
朱
季
繹
未
詳
。
条
の
「
季
繹
」
と
同
一
人
物
か
。『
象
山
語
録
』
巻
三
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
126
（
２
）
自
欺
『
大
学
』（
章
句
伝
六
章
）「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
」。
朱
注
「
自
欺
云
者
、
知
爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
」。
（
～
条
担
当
松
野
敏
之
）
118
127
巻
一
二
一
朱
子
十
八
訓
門
人
九
［
門
人
へ
の
訓
戒
で
は
あ
る
が
、
氏
名
の
わ
か
ら
な
い
も
の
を
こ
の
巻
に
ま
と
め
た
。］
［
總
訓
門
人
而
無
名
氏
者
爲
此
巻
。］
【
一
二
一
・
１
】
い
き
な
り
先
生
に
教
え
を
請
お
う
と
す
る
者
が
い
る
と
、
先
生
は
常
に
言
わ
れ
た
。
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朱
子
「
も
し
こ
こ
に
来
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
私
の
解
釈
し
た
書
を
読
ん
で
か
ら
に
し
な
さ
い
。」
［
王
過
］
朋
友
乍
見
先
生
者
、
先
生
毎
曰
「
若
要
來
此
、
先
看
熹
所
解
書
也
。」
［
過
］
【
一
二
一
・
２
】
世
昌
（
彭
興
宗
）「
先
生
が
人
に
教
え
ら
れ
る
際
、
何
か
旨
と
す
る
も
の
が
お
あ
り
で
す
か
。」
朱
子
「
私
に
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。
い
つ
も
学
ぶ
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量
に
応
じ
て
読
書
を
さ
せ
て
い
る
だ
け
だ
。」
［
陳
文
蔚
］
世
昌
（
１
）
問
「
先
生
教
人
、
有
何
宗
旨
。」
曰
「
某
無
宗
旨
、
尋
常
只
是
教
學
者
隨
分
讀
書
。」
［
文
蔚
］
（
１
）
世
昌
彭
興
宗
。
字
は
世
昌
。
陸
九
淵
の
門
人
で
、
九
淵
の
死
後
象
山
精
舎
を
守
る
。『
資
料
索
引
』
二
九
五
八
頁
。
『
学
案
』
巻
七
七
。
【
一
二
一
・
３
】
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朱
子
「
読
書
は
暗
唱
し
て
こ
そ
精
密
で
熟
し
た
も
の
に
な
る
。
い
ま
覚
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
（
読
ん
だ
も
の
が
）
心
の
中
に
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
は
、
す
べ
て
精
密
で
な
く
熟
し
て
い
な
い
こ
と
の
弊
害
だ
。
も
し
正
し
い
意
味
を
理
解
し
て
い
て
、
さ
ら
に
全
部
覚
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
文
章
の
意
味
が
理
解
で
き
ず
、
暗
唱
で
き
る
だ
け
だ
と
し
て
も
、
そ
の
う
ち
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
自
然
に
（
覚
え
て
い
る
こ
と
が
）
触
発
し
合
っ
て
正
し
い
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
一
節
が
心
の
中
に
あ
れ
ば
、
お
の
ず
と
気
に
な
っ
て
、
理
解
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
理
解
も
で
き
ず
、
覚
え
て
も
い
な
く
て
、
何
が
読
書
だ
。
横
渠
（
張
載
）
は
「
読
書
は
暗
唱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
今
の
人
が
昔
の
人
に
か
な
わ
な
い
理
由
は
、
た
だ
こ
の
わ
ず
か
な
違
い
に
あ
る
。
昔
の
人
は
覚
え
た
か
ら
理
解
で
き
た
の
だ
。
今
の
人
は
い
い
加
減
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
重
要
な
と
こ
ろ
も
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
、
す
べ
て
暗
唱
す
れ
ば
自
然
に
理
解
で
き
る
の
だ
。
い
ま
学
ぶ
者
が
す
で
に
全
体
の
主
旨
を
理
解
し
て
い
て
、
数
カ
所
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
上
手
く
解
釈
で
き
な
い
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、
私
が
こ
こ
で
少
し
説
明
を
し
て
背
中
を
押
せ
ば
、
自
然
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
君
た
ち
と
き
た
ら
、
ま
っ
た
く
何
も
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
た
と
え
私
が
言
葉
を
費
や
し
て
説
明
し
た
と
し
て
も
、
何
の
益
も
な
い
。
他
で
も
な
い
、
た
だ
熟
読
す
る
だ
け
だ
。
他
に
方
法
は
な
い
の
だ
。」
［
黄
卓
］［
沈
僩
の
記
録
は
省
略
。］讀書
須
是
成
誦
、
方
精
熟
。
今
所
以
記
不
得
、
説
不
去
、
心
下
若
存
若
亡
、
皆
是
不
精
不
熟
之
患
。
若
曉
得
義
理
、
又
皆
記
得
、
固
是
好
。
若
曉
文
義
不
得
、
只
背
得
、
少
間
不
知
不
覺
、
自
然
相
觸
發
、
曉
得
這
義
理
、
蓋
這
一
段
文
義
橫
在
心
下
、
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自
是
放
不
得
、
必
曉
而
後
已
。
若
曉
不
得
、
又
記
不
得
、
更
不
消
讀
書
矣
。
橫
渠
説
（
校
１
）
讀
書
須
是
成
誦
（
１
）。
今
人
所
以
不
如
古
人
處
、
只
爭
這
些
子
。
古
人
記
得
、
故
曉
得
。
今
人
鹵
莽
記
不
得
、
故
曉
不
得
。
緊
要
處
、
慢
處
、
皆
須
成
誦
、
自
然
曉
得
也
。
今
學
者
若
已
曉
得
大
義
、
但
有
一
兩
處
阻
礙
説
不
去
、
某
這
裏
略
些
數
句
發
（
校
２
）
動
、
自
然
曉
得
。
今
諸
公
盡
不
曾
曉
得
、
縱
某
多
言
何
益
。
無
他
、
只
要
熟
看
熟
讀
而
已
、
別
無
方
法
也
。
［
卓
］［
僩
略
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
説
」
を
「
云
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
發
」
を
「
撥
」
に
作
る
。
（
１
）
橫
渠
説
讀
書
須
是
成
誦
『
経
学
理
窟
』
義
理
（
理
学
叢
書
『
張
載
集
』
二
七
五
頁
）。「
讀
書
少
則
無
由
考
校
得
義
精
、
蓋
書
以
維
持
此
心
、
一
時
放
下
則
一
時
德
性
有
懈
、
讀
書
則
此
心
常
在
、
不
讀
書
則
終
看
義
理
不
見
。
書
須
成
誦
精
思
、
多
在
夜
中
或
靜
坐
得
之
、
不
記
則
思
不
起
、
但
通
貫
得
大
原
後
、
書
亦
易
記
。
所
以
觀
書
者
、
釋
己
之
疑
、
明
己
之
未
達
、
毎
見
毎
知
所
益
、
則
學
進
矣
、
於
不
疑
處
有
疑
、
方
是
進
矣
」。
【
一
二
一
・
４
】
あ
る
学
生
が
文
章
を
暗
記
で
き
な
い
こ
と
を
悩
ん
で
い
た
。
朱
子
「
熟
し
て
い
な
い
だ
け
だ
。
心
に
染
み
入
る
ま
で
じ
っ
く
り
味
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、
た
だ
書
物
の
中
の
言
葉
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
書
物
を
見
て
い
る
時
に
は
覚
え
て
い
て
も
、
書
物
を
手
放
せ
ば
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
も
し
自
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分
が
本
当
に
書
物
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
ど
う
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
。
例
え
ば
、
誰
か
が
生
姜
を
持
っ
て
来
れ
ば
、
辛
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
、
砂
糖
を
持
っ
て
来
て
（
そ
れ
を
人
が
辛
い
と
言
っ
て
）
か
ら
も
、
辛
い
と
は
信
じ
ま
い
。」
［
程
端
蒙
］
一
學
者
患
記
文
字
不
起
。
先
生
曰
「
只
是
不
熟
。
不
曾
玩
味
入
心
、
但
守
得
冊
子
上
言
語
、
所
以
見
冊
子
時
記
得
、
纔
放
下
便
忘
了
。
若
使
自
家
實
得
他
那
意
思
、
如
何
會
忘
。
譬
如
人
將
一
塊
生
薑
來
、
須
知
道
是
辣
（
１
）。
若
將
一
塊
砂
糖
來
、
便
不
信
是
辣
。」
［
端
蒙
］
（
１
）
人
將
一
塊
生
薑
來
、
須
知
道
是
辣
巻
五
・
条
（
九
二
頁
）「
如
擧
天
下
説
生
薑
辣
、
待
我
喫
得
真
箇
辣
、
方
敢
67
信
」。
【
一
二
一
・
５
】
あ
る
士
友
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
以
前
も
ら
っ
た
書
簡
に
、「
読
書
は
精
密
に
熟
す
る
必
要
は
な
い
」
だ
の
、「
熟
考
し
て
は
な
ら
な
い
」
だ
の
と
あ
っ
た
。
読
書
は
ま
さ
に
精
密
に
熟
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
そ
の
必
要
は
な
い
と
言
い
、
学
問
は
ま
さ
に
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
熟
考
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
こ
の
二
つ
が
君
の
心
の
中
で
病
根
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
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人
が
冷
た
い
も
の
を
食
べ
て
そ
れ
が
脾
臓
と
胃
臓
の
と
こ
ろ
で
留
ま
っ
て
し
ま
い
、
十
数
年
そ
れ
が
身
体
の
害
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
十
年
ぶ
り
に
会
っ
て
も
相
変
わ
ら
ず
そ
ん
な
ふ
う
で
あ
る
の
は
、
病
根
が
除
か
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。」
［
襲
蓋
卿
］
謂
一
士
友
曰
（
校
１
）「
向
嘗
收
書
云
、
讀
書
不
用
精
熟
。
又
云
、
不
要
思
惟
。
讀
書
正
要
精
熟
、
而
言
不
用
精
熟
。
學
問
正
要
思
惟
、
而
言
不
可
思
惟
、
只
爲
此
兩
句
在
胸
中
做
病
根
。
正
如
人
食
冷
物
留
於
脾
胃
之
間
、
十
數
年
爲
害
。
所
以
與
吾
友
相
別
十
年
只
如
此
者
、
病
根
不
除
也
。」
［
蓋
卿
］
（
校
１
）
底
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
日
」
に
作
る
が
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
に
拠
り
「
曰
」
に
改
め
た
。
（
１
～
５
条
担
当
戸
丸
凌
太
）
【
一
二
一
・
６
】
朱
子
「
以
前
に
老
蘇
（
蘇
洵
）
が
読
書
を
語
っ
た
言
葉
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
曰
く
「『
孟
子
』
や
『
論
語
』、
韓
子
（
愈
）
や
そ
の
他
の
聖
人
の
文
章
を
、
静
か
に
姿
勢
を
正
し
て
終
日
読
む
こ
と
七
、
八
年
。
当
初
は
、
内
に
分
け
入
っ
て
は
（
そ
の
奥
深
さ
に
）
呆
然
と
し
、
外
を
概
観
し
て
は
（
そ
の
幅
広
さ
に
）
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
久
し
く
続
け
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
精
密
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
胸
中
が
広
々
と
明
る
く
な
っ
て
、
人
と
し
て
語
る
べ
き
言
葉
と
い
う
も
の
は
こ
の
よ
う
で
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
自
分
か
ら
は
敢
え
て
言
葉
に
は
し
な
か
っ
た
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
胸
中
に
積
も
っ
た
言
葉
が
日
増
し
に
多
く
な
り
、
自
ら
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
試
み
に
そ
れ
を
書
き
出
し
て
み
た
。
そ
の
後
何
度
も
そ
れ
を
読
ん
で
み
た
が
、
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
自
然
に
言
葉
が
湧
き
出
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
」。
ま
た
韓
退
之
（
愈
）
の
「
答
李
翊
」
や
柳
子
厚
（
宗
元
）
の
「
答
韋
中
立
書
」
も
読
書
の
方
法
を
述
べ
て
お
り
、
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
溜
め
息
を
つ
き
な
が
ら
思
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
人
た
ち
が
た
だ
言
葉
や
韻
の
巧
み
さ
を
求
め
る
こ
と
ば
か
り
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
労
力
を
払
い
、
多
く
の
精
力
を
費
や
し
た
の
は
、
な
ん
と
も
惜
し
い
こ
と
だ
。
い
ま
道
理
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
天
下
第
一
の
至
難
の
こ
と
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
十
日
や
ひ
と
月
の
時
間
を
費
や
し
て
一
巻
の
書
を
熟
読
す
る
と
い
う
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
漫
然
と
問
い
を
発
し
、
そ
の
場
そ
の
場
で
あ
れ
こ
れ
言
葉
を
寄
せ
集
め
、
本
文
す
ら
ろ
く
に
覚
え
て
お
ら
ず
、
質
問
す
る
に
も
そ
の
一
段
の
文
脈
を
覚
え
て
い
な
い
始
末
。
何
か
言
え
る
と
し
て
も
、
自
分
の
考
え
を
押
し
広
げ
て
こ
じ
つ
け
て
い
る
だ
け
で
、
聖
人
の
言
葉
と
ま
っ
た
く
関
係
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
何
に
な
る
と
い
う
の
か
。
い
ま
君
た
ち
に
願
う
の
は
、
家
に
帰
っ
て
襟
を
正
し
て
き
ち
ん
と
坐
り
、『
大
学
』『
論
語
』『
中
庸
』『
孟
子
』
を
手
に
取
っ
て
、
一
句
一
字
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
正
確
に
理
解
し
、
聖
賢
の
意
を
求
め
て
、
我
が
身
に
引
き
つ
け
て
考
察
を
し
、
己
の
も
の
と
し
て
実
践
し
、
虚
心
に
実
感
で
き
る
ま
で
追
究
す
る
こ
と
だ
。
そ
う
や
っ
て
二
、
三
年
経
っ
て
は
じ
め
て
、
師
を
求
め
是
非
を
確
か
め
て
こ
そ
、
話
に
な
る
と
い
う
も
の
だ
し
、
議
論
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
（『
論
語
』
に
い
う
）
「
有
道
に
就
き
て
正
す
（
道
義
を
身
に
つ
け
た
人
に
従
っ
て
己
の
過
ち
を
正
し
て
い
く
）」
と
い
う
も
の
だ
。
正
し
い
学
問
の
道
に
入
る
た
め
の
方
法
と
は
、
我
が
身
を
道
理
の
中
に
浸
し
て
、
徐
々
に
親
し
ま
せ
、
時
間
を
か
け
て
（
道
理
と
）
己
と
を
一
つ
と
す
る
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
今
の
人
は
道
理
は
こ
こ
、
自
分
は
外
と
い
う
具
合
に
、
ま
っ
た
く
関
連
さ
せ
て
い
な
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い
。」嘗見
老
蘇
説
他
讀
書
（
１
）、
孟
子
論
語
韓
子
及
其
他
聖
人
之
文
、
兀
然
端
坐
、
終
日
以
讀
者
七
八
年
。
方
其
始
也
、
入
其
中
而
惶
然
、
博
觀
於
其
外
而
駭
然
以
驚
。
及
其
久
也
、
讀
之
益
精
、
而
其
胸
中
豁
然
以
明
、
若
人
之
言
固
當
然
者
、
猶
未
敢
自
出
其
言
也
。
時
既
久
、
胸
中
之
言
日
益
多
、
不
能
自
制
、
試
出
而
書
之
、
已
而
再
三
讀
之
、
渾
渾
乎
覺
其
來
之
易
矣
（
２
）。
又
韓
退
之
答
李
翊
（
３
）、
柳
子
厚
答
韋
中
立
書
（
４
）、
言
讀
書
用
功
之
法
、
亦
可
見
。
某
嘗
歎
息
、
以
爲
此
數
人
者
、
但
求
文
字
言
語
聲
響
之
工
、
用
了
許
多
功
夫
、
費
了
許
多
精
力
、
甚
可
惜
也
。
今
欲
理
會
這
箇
道
理
、
是
天
下
第
一
至
大
至
難
之
事
。
乃
不
曾
用
得
旬
月
功
夫
熟
讀
得
一
卷
書
、
只
是
泛
然
發
問
、
臨
時
湊
合
、
元
不
曾
記
得
本
文
、
及
至
問
著
、
元
不
曾
記
得
一
段
首
尾
、
其
能
言
者
、
不
過
敷
演
己
説
、
與
聖
人
言
語
初
不
相
干
、
是
濟
甚
事
。
今
請
歸
家
正
襟
危
坐
、
取
大
學
論
語
中
庸
孟
子
、
逐
句
逐
字
分
曉
精
切
、
求
聖
賢
之
意
、
切
己
體
察
、
著
己
踐
履
、
虚
心
體
究
。
如
是
兩
三
年
、
然
後
方
去
尋
師
證
（
校
１
）
其
是
非
、
方
有
可
商
量
、
有
可
議
論
、
方
是
就
有
道
而
正
焉
（
５
）
者
。
入
道
之
門
、
是
將
自
家
身
己
入
那
道
理
中
去
、
漸
漸
相
親
、
久
之
與
己
爲
一
。
而
今
人
道
理
在
這
裏
、
自
家
身
在
外
面
、
全
不
曾
相
干
渉
。
（
校
１
）
朝
鮮
整
版
は
「
證
」
を
「
訂
」
に
作
る
。
※
本
条
の
前
半
部
分
と
次
の
二
条
は
類
似
し
て
い
る
。
記
録
者
は
い
ず
れ
も
沈
僩
。
巻
十
・
条
（
一
七
○
頁
）「
…
…
老
蘇
只
取
孟
子
論
語
韓
子
與
諸
聖
人
之
書
、
安
坐
而
讀
之
者
七
八
年
、
後
來
做
出
許
多
65
文
字
如
此
好
。
他
資
質
固
不
可
及
、
然
亦
須
著
如
此
讀
。
只
是
他
讀
時
、
便
只
要
模
寫
他
言
語
、
做
文
章
。
若
移
此
心
與
這
樣
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資
質
去
講
究
義
理
、
那
裏
得
來
。
是
知
書
只
貴
熟
讀
、
別
無
方
法
」。
巻
一
〇
四
・
条
（
二
六
二
一
頁
）「
…
…
如
韓
文
公
答
李
翊
一
書
、
與
老
蘇
上
歐
陽
公
書
、
他
直
如
此
用
工
夫
。
未
有
苟
45
然
而
成
者
。
歐
陽
公
則
就
作
文
上
改
換
、
只
管
揩
磨
、
逐
旋
捱
將
去
、
久
之
、
漸
漸
揩
磨
得
光
。
老
蘇
則
直
是
心
中
都
透
熟
了
、
方
出
之
於
書
。
看
他
們
用
工
夫
更
難
、
可
惜
。
若
移
之
於
此
、
大
段
可
畏
」。
（
１
）
嘗
見
老
蘇
説
他
讀
書
～
『
文
集
』
巻
七
四
「
滄
洲
精
舍
諭
學
者
」
は
蘇
洵
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
修
養
の
方
法
に
至
る
ま
で
本
条
と
類
似
し
て
い
る
。
（
２
）
孟
子
論
語
韓
子
及
其
他
聖
人
之
文
～
其
來
之
易
矣
蘇
洵
『
嘉
祐
集
』
巻
十
二
「
上
歐
陽
内
翰
」
第
一
書
「
取
論
語
孟
子
韓
子
及
其
他
聖
人
賢
人
之
文
、
而
兀
然
端
坐
、
終
日
以
讀
之
者
七
八
年
。
方
其
始
也
、
入
其
中
而
惶
然
、
博
觀
於
其
外
而
駭
然
以
驚
。
及
其
久
也
、
讀
之
益
精
、
而
其
胸
中
豁
然
以
明
、
若
人
之
言
固
當
然
者
、
然
猶
未
敢
自
出
其
言
也
。
時
既
久
、
胸
中
之
言
日
益
多
、
不
能
自
制
、
試
出
而
書
之
、
已
而
再
三
讀
之
、
渾
渾
乎
覺
其
來
之
易
矣
」。
（
３
）
韓
退
之
答
李
翊
韓
愈
『
昌
黎
集
』
巻
十
六
「
答
李
翊
」「
識
古
書
之
正
僞
、
與
雖
正
而
不
至
焉
者
、
昭
昭
然
白
黑
分
矣
。
而
務
去
之
、
乃
徐
有
得
也
。
當
其
取
於
心
而
注
於
手
也
、
汩
汩
然
來
矣
」。
（
４
）
柳
子
厚
答
韋
中
立
書
柳
宗
元
『
柳
河
東
集
』
巻
三
四
「
答
韋
中
立
書
」「
本
之
書
以
求
其
質
、
本
之
詩
以
求
其
恒
、
本
之
禮
以
求
其
宜
、
本
之
春
秋
以
求
其
斷
、
本
之
易
以
求
其
動
、
此
吾
所
以
取
道
之
原
也
。
參
之
穀
梁
氏
以
厲
其
氣
、
參
之
孟
荀
以
暢
其
支
、
參
之
莊
老
以
肆
其
端
、
參
之
國
語
以
博
其
趣
、
參
之
離
騷
以
致
其
幽
、
參
之
太
史
公
以
著
其
潔
、
此
吾
所
以
旁
推
交
通
而
以
爲
之
文
也
」。
（
５
）
就
有
道
而
正
焉
『
論
語
』
学
而
「
子
曰
、
君
子
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
而
慎
於
言
、
就
有
道
而
正
焉
、
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可
謂
好
學
也
已
」。
【
一
二
一
・
７
】
そ
こ
で
仏
教
に
言
及
さ
れ
て
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
僧
侶
の
心
は
む
し
ろ
意
識
さ
れ
て
い
る
。
も
し
良
い
寺
院
で
、
良
い
師
が
得
ら
れ
れ
ば
、
彼
ら
は
朝
夕
ひ
た
す
ら
汲
汲
と
修
業
に
励
む
だ
ろ
う
か
ら
、
得
る
も
の
が
な
い
は
ず
は
な
い
。
い
ま
君
た
ち
は
学
問
の
道
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
心
は
彼
ら
の
よ
う
な
（
汲
々
と
励
む
）
心
た
り
得
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、（
君
た
ち
が
）
心
を
ま
っ
た
く
意
識
せ
ず
、
日
々
気
ま
ま
に
適
当
に
過
ご
し
、
ま
る
で
家
の
無
い
（
根
本
と
す
る
と
こ
ろ
を
欠
い
た
）
人
の
よ
う
だ
か
ら
だ
。
あ
る
道
理
を
考
え
て
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
片
隅
に
放
り
出
し
て
見
向
き
も
せ
ず
、
三
日
五
日
経
っ
て
も
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
せ
ず
、
毎
日
た
だ
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
、
無
駄
話
を
し
て
は
外
の
物
を
追
い
か
け
て
い
る
ば
か
り
だ
。
敢
え
て
言
う
が
、
君
た
ち
は
一
日
と
し
て
心
が
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
な
い
。
一
日
ど
こ
ろ
か
、
一
時
も
な
く
、
一
時
ど
こ
ろ
か
、
瞬
間
に
す
ら
な
い
。
の
ん
び
り
ふ
ら
ふ
ら
、
何
か
を
し
て
い
る
よ
う
で
何
も
し
て
お
ら
ず
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
何
も
得
な
い
ま
ま
だ
。
い
ま
我
々
の
仲
間
に
謹
厳
で
誤
っ
た
こ
と
を
し
な
い
者
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
資
質
が
元
来
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
ず
、
心
を
意
識
し
た
こ
と
は
な
く
、
漫
然
と
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。」
あ
る
人
「
汲
汲
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
ね
。」
朱
子
「
君
は
た
だ
口
で
汲
汲
と
す
る
と
言
う
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
汲
汲
と
し
て
い
な
い
。
汲
汲
と
修
養
し
て
い
る
人
は
、
自
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然
と
ち
が
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
う
い
う
人
は
ど
う
し
て
無
駄
話
を
す
る
こ
と
を
考
え
よ
う
か
。
何
事
に
も
集
中
し
て
丁
寧
に
行
な
い
、
一
時
一
瞬
も
漫
然
と
す
る
こ
と
が
な
い
は
ず
だ
。
一
つ
の
道
理
を
考
え
る
な
ら
ば
、
徹
底
的
に
熟
す
る
ま
で
考
え
て
、
ほ
ん
の
少
し
も
尽
さ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
ふ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
ま
君
た
ち
は
何
か
一
つ
の
道
理
を
考
え
て
も
、
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
投
げ
出
し
て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
別
の
何
か
を
考
え
始
め
る
が
、
そ
れ
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
ら
、
ま
た
放
り
出
し
て
、
ま
た
別
の
何
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
ふ
う
で
は
、
死
ぬ
ま
で
何
も
で
き
は
し
な
い
。
も
し
本
当
に
あ
る
一
つ
の
道
理
を
徹
底
し
て
理
解
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
入
り
口
に
し
て
他
の
道
理
に
ま
で
押
し
ひ
ろ
げ
て
い
け
ば
、
他
の
道
理
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
。
君
た
ち
は
そ
の
入
り
口
に
入
ら
ず
、
毎
日
た
だ
入
り
口
の
外
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
ば
か
り
だ
。
入
り
ど
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、
何
も
で
き
な
い
の
だ
。」
［
朱
子
「
も
し
大
き
な
と
こ
ろ
か
ら
入
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
入
り
、
東
か
ら
入
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
西
か
ら
入
る
の
だ
。
い
っ
た
ん
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
な
ら
ば
、
触
れ
る
も
の
み
な
同
じ
道
理
な
の
だ
。
い
ま
君
た
ち
は
あ
れ
こ
れ
や
っ
て
は
い
る
が
、
一
つ
の
こ
と
を
徹
底
し
て
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
、
東
で
う
ろ
う
ろ
西
で
う
ろ
う
ろ
、
入
り
口
一
つ
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
だ
。」］
朱
子
「
学
問
の
修
養
は
、
発
奮
し
て
常
に
気
を
抜
か
な
い
よ
う
に
し
、
ま
る
で
何
か
失
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
嘆
く
よ
う
に
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
ま
で
は
や
め
な
い
と
い
う
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
自
分
が
一
つ
の
大
き
な
光
り
輝
く
宝
石
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
人
に
盗
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
君
の
心
は
ど
う
し
て
そ
れ
を
諦
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
追
い
か
け
、取
り
も
ど
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
思
う
は
ず
だ
。学
問
の
修
養
と
い
う
も
の
も
同
じ
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
[
沈
僩]
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因
言
及
釋
氏
、
而
曰
「
釋
子
之
心
却
有
用
處
。
若
是
好
叢
林
、
得
一
好
長
老
、
他
直
是
朝
夕
汲
汲
不
捨
、
所
以
無
有
不
得
之
理
。
今
公
等
學
道
、
此
心
安
得
似
他
。
是
此
心
元
不
曾
有
所
用
、
逐
日
流
蕩
放
逐
、
如
無
家
之
人
。
思
量
一
件
道
理
不
透
、
便
颺[
去
聲]
掉
放
一
壁
、
不
能
管
得
、
三
日
五
日
不
知
拈
起
、
毎
日
只
是
悠
悠
度
日
、
説
閑
話
逐
物
而
已
。
敢
説
（
１
）
公
等
無
一
日
心
在
此
上
。
莫
説
一
日
、
一
時
也
無
、
莫
説
一
時
、
頃
刻
也
無
。
悠
悠
漾
漾
、
似
做
不
做
、
從
生
至
死
、
忽
然
無
得
而
已
。
今
朋
友
有
謹
飭
不
妄
作
者
、
亦
是
他
資
稟
自
如
此
。
然
其
心
亦
無
所
用
、
只
是
閑
慢
過
日
。」
或
云
「
須
是
汲
汲
。」
曰
「
公
只
會
説
汲
汲
、
元
不
曾
汲
汲
。
若
是
汲
汲
用
功
底
人
、
自
別
。
他
那
得
工
夫
説
閑
話
。
精
專
懇
切
、
無
一
時
一
息
不
在
裏
許
。
思
量
一
件
道
理
、
直
是
思
量
得
徹
底
透
熟
、
無
一
毫
（
校
１
）
不
盡
。
今
公
等
思
量
這
一
件
道
理
、
思
量
到
半
間
不
界
（
２
）、
便
掉
了
、
少
間
又
看
那
一
件
、
那
件
看
不
得
、
又
掉
了
、
又
看
那
一
件
。
如
此
沒
世
不
濟
事
。
若
真
箇
看
得
這
一
件
道
理
透
、
入
得
這
箇
門
路
、
以
之
推
他
道
理
、
也
只
一
般
。
只
是
公
等
不
曾
通
得
這
箇
門
路
、
毎
日
只
是
在
門
外
走
、
所
以
都
無
入
頭
處
、
都
不
濟
事
。」[
又
曰
「
若
是
大
處
入
不
得
、
便
從
小
處
入
、
東
邊
入
不
得
、
便
從
西
邊
入
。
及
至
入
得
了
、
觸
處
皆
是
此
理
。
今
公
等
千
頭
萬
緒
、
不
曾
理
會
得
一
箇
透
徹
、
所
以
東
解
西
模
、
便
（
校
２
）
無
一
箇
入
頭
處
。」]
又
曰
「
學
道
做
工
夫
（
３
）、
須
是
奮
厲
警
發
、
悵
然
如
有
所
失
、
不
尋
得
則
不
休
。
如
自
家
有
一
大
光
明
寶
藏
、
被
人
偷
將
去
、
此
心
還
肯
放
捨
否
。
定
是
去
追
捕
尋
捉
得
了
、
方
休
。
做
工
夫
亦
須
如
此
。」
[
僩]
（
校
１
）
正
中
書
局
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
は
「
便
」
を
「
更
」
に
作
る
。
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※
次
に
掲
げ
る
巻
一
一
四
・
５
条
（
二
七
五
四
頁
、
記
録
者
な
し
）
は
、
本
条
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
。
同
一
場
面
の
別
記
録
か
。因
説
僧
家
有
規
矩
嚴
整
、
士
人
却
不
循
禮
、
曰
「
他
却
是
心
有
用
處
。
今
士
人
雖
有
好
底
、
不
肯
爲
非
、
亦
是
他
資
質
偶
然
如
此
。
要
之
、
其
心
實
無
所
用
、
毎
日
閑
慢
時
多
。
如
欲
理
會
道
理
、
理
會
不
得
、
便
掉
過
三
五
日
半
月
日
不
當
事
、
鑚
不
透
便
休
了
。
既
是
來
這
一
門
、
鑚
不
透
、
又
須
別
尋
一
門
。
不
從
大
處
入
、
須
從
小
處
入
、
不
從
東
邊
入
、
便
從
西
邊
入
、
及
其
入
得
、
却
只
是
一
般
。
今
頭
頭
處
處
鑚
不
透
、
便
休
了
。
如
此
、
則
無
説
矣
。
有
理
會
不
得
處
、
須
是
皇
皇
汲
汲
然
、
無
有
理
會
不
得
者
。
譬
如
人
有
大
寳
珠
、
失
了
、
不
著
緊
尋
、
如
何
會
得
。」
（
１
）
敢
説
～
以
下
の
部
分
と
次
に
掲
げ
る
巻
一
一
四
・
８
条
（
二
七
五
五
頁
）
は
部
分
的
に
類
似
し
て
い
る
。「
…
…
敢
説
公
們
無
一
日
心
在
上
面
。
莫
説
一
日
、
便
十
日
心
也
不
在
。
莫
説
十
日
、
便
是
數
月
心
也
不
在
。
莫
説
數
月
、
便
是
整
年
心
也
不
在
…
…
」。
記
録
者
は
本
条
と
同
じ
く
沈
僩
。
（
２
）
半
間
不
界
中
途
半
端
な
。
巻
三
四
・
条
（
八
八
八
頁
）「
聖
人
之
爲
人
、
自
有
不
可
及
處
、
直
要
做
到
底
、
不
139
做
箇
半
間
不
界
底
人
」。
（
３
）
學
道
做
工
夫
～
以
下
の
部
分
と
巻
一
二
一
・
条
（
二
九
二
三
頁
）
は
部
分
的
に
類
似
し
て
い
る
。
条
参
照
。
15
15
記
録
者
は
本
条
と
同
じ
く
沈
僩
。
（
６
～
７
条
担
当
村
田
岳
）
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【
一
二
一
・
８
】
朱
子
「
諸
君
は
私
の
話
を
聞
き
に
や
っ
て
来
た
わ
け
だ
が
、
私
が
話
す
こ
と
は
聖
賢
が
既
に
述
べ
た
言
葉
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
漫
然
と
聞
い
て
い
る
だ
け
で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
す
ぐ
さ
ま
実
際
に
努
め
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
近
頃
思
う
の
だ
が
、
学
ぶ
者
が
取
っ
か
か
り
を
見
つ
け
ら
れ
ず
右
往
左
往
し
て
い
る
の
は
、
聖
賢
が
多
く
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、こ
れ
も
や
ろ
う
あ
れ
も
や
ろ
う
と
し
て
し
ま
う
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。た
と
え
ば
昨
夜
話
し
た（『
易
』
の
）「
敬
以
て
内
を
直
に
し
、
義
以
て
外
を
方
に
す
」
も
、
実
際
に
こ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
て
、
真
に
（
程
頤
の
い
う
よ
う
に
）「
敬
が
立
て
ば
内
が
直
に
な
り
、
義
が
表
れ
出
て
外
が
方
正
に
な
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
実
践
す
る
に
価
す
る
も
の
と
な
る
の
だ
。
今
の
人
は
こ
の
両
句
（
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
）
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
も
、（『
論
語
』
の
）「
己
に
克
ち
て
礼
に
復
す
」
の
話
を
聞
く
と
、
そ
れ
も
ま
た
よ
い
と
思
い
、（『
論
語
』
の
）「
門
を
出
で
て
は
大
賓
に
見
え
る
が
如
し
」
の
話
を
聞
く
と
、
そ
れ
も
よ
い
と
思
う
。
こ
う
し
て
徒
ら
に
（
気
に
な
る
こ
と
が
）
多
く
な
る
と
、
結
局
一
つ
の
こ
と
も
し
っ
か
り
と
捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
」
諸
公
來
聽
説
話
、
某
所
説
亦
不
出
聖
賢
之
言
。
然
徒
聽
之
、
亦
不
濟
事
、
須
是
便
去
下
工
夫
、
始
得
。
近
覺
（
校
１
）
得
學
者
所
以
不
成
頭
項
（
１
）
者
、
只
縁
聖
賢
説
得
多
了
、
既
欲
爲
此
、
又
欲
爲
彼
。
如
夜
來
説
、
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
（
２
）。
若
實
下
工
夫
、
見
得
真
箇
是
敬
立
則
内
直
、
義
形
而
外
方
（
３
）、
這
終
身
可
以
受
用
。
今
人
却
似
見
得
這
兩
句
好
、
又
見
説
克
己
復
禮
（
４
）
也
好
、
又
見
説
出
門
如
見
大
賓
（
５
）
也
好
。
空
多
了
、
少
間
却
不
把
捉
得
一
項
周
全
。
[
賀
孫
］
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（
校
１
）
楠
本
本
は
「
覺
」
を
「
學
」
に
作
る
。
※
楠
本
本
は
本
条
を
巻
十
三
「
力
行
」（
一
四
九
頁
）
に
も
収
録
し
て
い
る
。
（
１
）
不
成
頭
項
「
頭
項
」
は
項
目
や
端
緒
の
意
。「
不
成
頭
項
」
は
、
筋
道
立
っ
て
い
な
い
こ
と
。
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
混
乱
し
て
い
る
こ
と
。
巻
十
二
・
条
（
二
一
七
頁
）「
不
要
因
一
事
而
惹
出
三
件
兩
件
。
如
141
此
則
雜
然
無
頭
項
、
何
以
得
他
專
一
」、
巻
六
四
・
条
（
一
五
九
四
頁
）「
人
若
是
理
會
得
那
源
頭
、
只
是
這
一
箇
物
170
事
。
許
多
頭
項
都
有
歸
著
、
如
天
下
雨
、
一
點
一
點
都
著
在
地
上
」。
（
２
）
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
『
周
易
』
坤
卦
・
文
言
伝
「
君
子
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
。
敬
義
立
而
徳
不
孤
」。
（
３
）
敬
立
則
内
直
、
義
形
而
外
方
『
周
易
程
氏
易
伝
』「
敬
立
而
内
直
、
義
形
而
外
方
。
義
形
於
外
、
非
在
外
也
」。
（
４
）
克
己
復
禮
『
論
語
』
顔
淵
「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
」。
（
５
）
出
門
如
見
大
賓
『
論
語
』
顔
淵
「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
」。
【
一
二
〇
・
９
】
朱
子
「
今
の
学
ぶ
者
が
書
物
を
読
む
場
合
、
自
説
を
立
て
る
必
要
は
な
く
、
過
去
の
賢
人
た
ち
や
諸
家
の
説
を
記
憶
で
き
れ
ば
そ
れ
で
十
分
だ
。
い
ま
自
分
が
ど
う
説
明
し
て
み
よ
う
と
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
過
去
の
賢
人
た
ち
の
説
を
超
え
出
る
こ
と
は
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な
い
。
諸
家
の
説
を
こ
と
ご
と
く
覚
え
て
こ
そ
、
基
礎
と
な
る
も
の
が
で
き
、
正
し
い
道
理
の
基
盤
も
牢
固
に
な
り
、
こ
の
心
も
定
ま
る
よ
う
に
な
る
。
心
を
そ
の
道
筋
に
定
め
て
進
め
ば
、
い
つ
し
か
自
然
に
理
解
が
す
っ
き
り
し
て
熟
し
て
く
る
。
い
ま
諸
君
が
書
物
を
読
む
際
、
大
概
は
み
な
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
説
明
し
て
み
て
も
す
っ
き
り
し
な
い
の
だ
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も
寄
せ
集
め
て
い
い
加
減
に
概
括
す
る
だ
け
で
、
も
と
よ
り
何
も
実
際
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。
私
は
か
つ
て
非
常
に
苦
労
し
て
書
物
を
読
み
、
諸
家
の
説
を
こ
と
ご
と
く
覚
え
た
。
た
と
え
ば
『
詩
経
』
な
ど
、
以
前
は
今
の
よ
う
に
す
ら
す
ら
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
古
今
の
諸
家
の
説
を
暗
記
し
て
、
何
も
な
い
時
に
そ
れ
ら
を
思
い
起
こ
し
て
考
え
た
の
だ
。
こ
の
人
の
こ
の
字
の
説
は
正
し
い
が
、
あ
の
字
に
つ
い
て
は
間
違
っ
て
い
る
、
あ
の
人
の
こ
の
字
の
説
は
間
違
っ
て
い
る
が
、
あ
の
字
に
つ
い
て
は
正
し
い
、
こ
の
人
は
全
て
正
し
く
、
あ
の
人
は
全
て
間
違
っ
て
い
る
、
正
し
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
、
間
違
っ
て
い
る
と
す
る
根
拠
は
何
か
。
こ
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
考
え
て
い
け
ば
、
そ
の
う
ち
正
し
い
道
理
と
い
う
も
の
が
自
然
に
心
の
な
か
で
光
り
輝
い
て
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。
い
ま
君
た
ち
は
牽
強
付
会
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
、
記
憶
が
熟
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
道
理
を
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
自
分
も
道
理
を
し
っ
か
り
捉
ま
え
ら
れ
な
い
し
、
道
理
も
自
分
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
し
ば
ら
く
一
つ
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
も
、
す
ぐ
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
う
の
は
、
熟
し
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
道
理
と
い
う
も
の
は
、
古
の
聖
賢
も
こ
の
よ
う
に
語
り
、
今
の
人
も
こ
の
よ
う
に
語
る
も
の
で
、
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
う
も
の
な
の
だ
。
と
は
言
え
、
今
の
人
の
説
が
結
局
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
し
く
な
い
（
古
の
聖
賢
の
よ
う
で
な
い
）
の
は
、
熟
か
不
熟
か
と
い
う
違
い
に
あ
る
。
た
と
え
十
分
に
古
の
聖
賢
と
同
じ
よ
う
に
言
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
似
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
残
る
。
ま
し
て
十
分
に
聖
賢
の
よ
う
に
語
れ
る
者
な
ど
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
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敬
子
（
李
燔
）「
今
は
毎
日
ゆ
っ
た
り
穏
や
か
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
い
つ
も
よ
り
余
分
に
何
度
も
目
を
通
し
た
り
音
読
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
心
が
違
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。」
朱
子
「
今
か
ら
ゆ
っ
た
り
穏
や
か
に
し
て
い
て
何
に
な
る
、
今
は
ま
だ
苦
し
ん
で
力
を
尽
く
し
て
努
め
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。
ゆ
っ
た
り
穏
や
か
と
い
う
の
は
、
八
割
九
割
方
で
き
上
が
っ
て
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
、
今
の
う
ち
か
ら
ゆ
っ
た
り
穏
や
か
な
ど
と
言
う
の
は
、
浮
つ
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
学
問
修
養
と
い
う
も
の
は
、
大
き
な
火
の
中
に
放
り
こ
ん
で
鍛
錬
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
真
っ
赤
に
な
っ
て
溶
け
出
し
た
も
の
を
型
に
流
し
込
ん
で
地
金
に
す
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
い
ま
、
ち
ょ
っ
と
火
に
か
ざ
し
て
焼
く
だ
け
で
は
、
ま
っ
た
く
生
焼
け
で
、
自
分
が
自
由
に
使
え
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
何
が
で
き
る
と
言
う
の
か
。
必
ず
（
熱
し
て
溶
け
た
鉄
の
よ
う
に
）
縦
に
も
横
に
も
自
在
に
伸
ば
し
た
り
固
め
た
り
自
分
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
こ
ね
て
丸
く
し
た
り
、
押
し
て
平
た
く
し
た
り
、
放
り
投
げ
た
り
、
受
け
止
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。
私
は
常
々
思
う
の
だ
が
、
今
の
学
ぶ
者
た
ち
が
力
を
つ
け
ら
れ
ず
、
何
事
も
成
し
得
な
い
原
因
は
、
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
労
力
を
費
や
し
て
読
書
を
し
て
い
る
の
に
結
局
何
の
力
も
つ
け
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
さ
に
熟
し
て
い
な
い
か
ら
な
の
だ
。
熟
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
つ
い
に
は
一
つ
の
事
す
ら
精
確
に
理
解
で
き
な
く
な
る
の
だ
。
呂
居
仁
（
本
中
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
老
蘇
（
洵
）
は
平
生
「
一
升
ま
す
で
転
じ
、
一
斗
ま
す
で
量
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
作
文
の
妙
所
を
悟
っ
た
と
述
べ
た
と
い
う
。
ド
ロ
ド
ロ
に
熟
成
さ
せ
て
、
縦
横
自
在
に
自
分
で
使
え
る
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
。」
［
沈
僩
」
「
今
學
者
看
文
字
、
不
必
自
立
説
、
只
記
得
前
賢
與
諸
家
説
、
便
得
。
而
今
看
自
家
如
何
説
、
終
是
不
如
前
賢
。
須
盡
記
得
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諸
家
説
、
方
有
箇
襯
簟
（
１
）
處
、
這
義
理
根
脚
方
牢
、
這
心
也
有
殺
泊
（
２
）
處
。
心
路
只
在
這
上
走
、
久
久
自
然
曉
得
透
熟
。
今
公
輩
看
文
字
、
大
概
都
有
箇
生
之
病
、
所
以
説
得
來
不
透
徹
。
只
是
去
巴
攬
（
３
）
包
籠
（
４
）
他
、
元
無
實
見
處
。
某
舊
時
看
文
字
極
難
、
諸
家
説
盡
用
記
。
且
如
毛
詩
、
那
時
未
似
如
今
説
得
如
此
條
暢
。
古
今
諸
家
説
、
蓋
用
記
取
、
閑
時
將
起
思
量
。
這
一
家
説
得
那
字
是
、
那
字
不
是
。
那
一
家
説
得
那
字
不
是
、
那
字
是
。
那
家
説
得
全
是
、
那
家
説
得
全
非
。
所
以
是
者
是
如
何
、
所
以
非
者
是
如
何
。
只
管
思
量
、
少
間
這
正
當
道
理
、
自
然
光
明
燦
爛
在
心
目
間
、
如
指
諸
掌
。
今
公
們
只
是
扭
（
校
１
）
捏
（
５
）
巴
攬
來
説
、
都
記
得
不
熟
、
所
以
這
道
理
收
拾
他
不
住
、
自
家
也
使
他
不
動
、
他
也
不
服
自
家
使
。
相
聚
得
一
朝
半
日
、
又
散
去
了
、
只
是
不
熟
。
這
箇
道
理
、
古
時
聖
賢
也
如
此
説
、
今
人
也
如
此
説
、
説
得
大
概
一
般
。
然
今
人
説
終
是
不
似
、
所
爭
者
只
是
熟
與
不
熟
耳
。
縱
使
説
得
十
分
全
似
、
猶
不
似
在
、
何
況
和
那
十
分
似
底
也
不
曾
看
得
出
。」
敬
子
云
「
而
今
毎
日
只
是
優
游
和
緩
、
分
外
看
得
幾
遍
、
分
外
讀
得
幾
遍
、
意
思
便
覺
得
不
同
。」
曰
「
而
今
便
（
校
２
）
未
得
優
游
和
緩
、
須
是
苦
心
竭
力
下
工
夫
方
得
。
那
箇
優
游
和
緩
、
須
是
做
得
八
分
九
分
成
了
、
方
使
得
優
游
和
緩
。
而
今
便
説
優
游
和
緩
、
只
是
泛
泛
而
已
矣
。
這
箇
做
工
夫
、
須
是
放
大
火
中
鍛
煉
、
鍛
教
他
通
紅
、
溶
成
汁
、
瀉
成
鋌
、
方
得
。
今
只
是
（
校
３
）
略
略
火
面
上
熁
得
透
、
全
然
生
硬
、
不
屬
自
家
使
在
、
濟
得
甚
事
。
須
是
縦
橫
舒
卷
皆
由
自
家
使
得
、
方
好
搦
成
團
、
捺
成
匾
、
放
得
去
、
收
得
來
、
方
可
。
某
嘗
思
、
今
之
學
者
所
以
多
不
得
力
、
不
濟
事
者
、
只
是
不
熟
。
平
生
也
費
許
多
功
夫
看
文
字
、
下
梢
頭
都
不
得
力
者
、
正
縁
不
熟
耳
。
只
縁
一
箇
不
熟
、
少
間
無
一
件
事
理
會
得
精
。
呂
居
仁
（
６
）
記
老
蘇
説
平
生
因
聞
升
裏
轉
、
斗
裏
量
（
７
）
之
語
、
遂
悟
作
文
章
妙
處
。
這
箇
須
是
爛
泥
醬
熟
、
縦
橫
妙
用
皆
由
自
家
、
方
濟
得
事
也
。」
[
僩
］
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（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
扭
」
を
「
紐
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
便
」
を
「
使
」
に
作
る
。
（
校
３
）
楠
本
本
は
「
只
是
」
の
字
を
欠
く
。
（
１
）
襯
簟
補
い
支
え
る
意
。「
簟
」
は
む
し
ろ
。「
襯
」
は
裏
地
な
ど
の
布
を
あ
て
て
補
強
す
る
こ
と
。
巻
一
一
八
・
条
（
二
八
五
〇
頁
）「
須
是
理
會
得
多
、
方
始
襯
簟
得
起
」、
巻
一
三
七
・
条
（
三
二
五
五
頁
）「
只
是
空
見
得
箇
本
49
17
原
如
此
、
下
面
工
夫
都
空
疏
、
更
無
物
事
撐
住
襯
簟
、
所
以
於
用
處
不
甚
可
人
意
」。
（
２
）
殺
泊
と
ど
ま
る
こ
と
。「
殺
」
は
停
止
の
意
。
（
３
）
巴
攬
何
で
も
か
ん
で
も
寄
せ
集
め
る
こ
と
。
手
を
伸
ば
し
て
引
き
寄
せ
る
、
何
か
に
頼
る
、
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
も
指
す
。
巻
九
七
・
条(
二
四
九
一
頁)
「
人
於
敬
上
未
有
用
力
處
、
且
自
思
入
、
庶
幾
有
箇
巴
攬
處
。
思
之
一
字
、
57
於
學
者
最
有
力
」。
（
４
）
包
籠
い
い
加
減
に
概
括
す
る
こ
と
。
巻
八
○
・
条
（
二
〇
八
六
頁
）「
今
公
讀
詩
、
只
是
將
己
意
去
包
籠
他
、
73
如
做
時
文
相
似
。
中
間
委
曲
周
旋
之
意
、
盡
不
曾
理
會
得
、
濟
得
甚
事
」、
巻
一
三
九
・
条
（
三
三
一
九
頁
）「
今
東
106
坡
之
言
曰
、
吾
所
謂
文
、
必
與
道
倶
。
則
是
文
自
文
而
道
自
道
、
待
作
文
時
、
旋
去
討
箇
道
來
入
放
裏
面
、
此
是
它
大
病
處
。
只
是
它
毎
常
文
字
華
妙
、
包
籠
將
去
、
到
此
不
覺
漏
逗
」。
（
５
）
扭
捏
牽
強
付
会
す
る
、
こ
じ
つ
け
る
、
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
。
巻
一
一
六
・
条
（
二
八
○
三
頁
）「
此
間
説
47
時
、
旋
扭
捏
湊
合
、
説
得
些
小
、
才
過
了
又
便
忘
了
。
或
他
日
被
人
問
起
、
又
遂
旋
扭
捏
説
得
些
小
、
過
了
又
忘
記
了
」、
巻
一
一
八
・
条
（
二
八
六
二
頁
）「
大
凡
自
家
見
得
都
是
、
也
且
做
一
半
是
、
留
取
一
半
且
做
未
是
。
萬
一
果
是
、
終
89
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久
不
會
變
著
。
萬
一
未
是
、
將
久
浹
洽
、
自
然
貫
通
。
不
可
才
有
所
見
、
便
就
上
面
扭
捏
」。
（
６
）
呂
居
仁
呂
本
中
、
字
は
居
仁
。
張
鎡
『
仕
学
規
範
』
巻
三
四
に
「
呂
居
仁
云
、
老
蘇
嘗
自
言
、
升
裏
轉
斗
裏
量
、
因
聞
此
、
遂
悟
文
章
妙
處
」
と
あ
る
。
同
書
に
は
呂
本
中
『
呂
氏
童
蒙
訓
』
か
ら
の
引
用
と
あ
る
が
、
現
行
の
『
童
蒙
訓
』
に
は
見
え
な
い
。
（
７
）
升
裏
轉
、
斗
裏
量
未
詳
。
当
時
の
俗
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
「
転
」
の
字
義
不
明
。
徐
時
儀
『《
朱
子
語
類
》
詞
彙
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
は
「
比
喩
做
事
因
地
制
宜
、
無
論
大
小
場
合
、
都
能
得
心
応
手
、
游
刃
有
余
」
と
す
る
（
三
二
六
頁
）。
ま
た
、
賀
貽
孫
『
詩
筏
』
に
「
昔
人
論
文
云
、
貴
在
升
里
能
轉
、
斗
里
能
量
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
８
～
９
条
担
当
宮
下
和
大
）
【
一
二
一
・
】
10
朱
子
「
私
は
諸
君
に
言
い
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
の
だ
が
、
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
い
ま
目
の
前
の
ち
ょ
っ
と
し
た
文
章
の
意
味
す
ら
充
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
言
え
よ
う
か
。
物
事
と
い
う
も
の
は
、
四
方
上
下
、
大
小
本
末
、
す
べ
て
一
つ
の
こ
と
に
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
、
一
貫
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
心
を
常
に
意
識
し
て
保
持
す
る
と
い
っ
た
実
践
は
、
も
ち
ろ
ん
緊
要
で
あ
り
、
ど
ん
な
と
き
で
も
間
断
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
が
、
道
理
の
根
本
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
微
妙
で
込
み
入
っ
た
細
か
い
こ
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と
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
制
度
や
文
飾
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
古
今
の
治
乱
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
の
精
粗
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
理
解
し
よ
う
と
取
り
組
ま
な
く
て
い
い
こ
と
な
ど
な
い
。
そ
う
し
て
す
べ
て
の
面
が
一
つ
に
合
わ
さ
る
と
、
学
問
修
養
に
遺
漏
が
な
く
な
る
の
だ
。
東
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
西
で
分
か
り
、
こ
こ
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
ち
で
分
か
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
一
箇
所
が
分
か
れ
ば
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
も
類
推
で
き
る
。
そ
れ
な
の
に
、
い
ま
た
だ
一
つ
の
と
こ
ろ
か
ら
攻
め
る
の
に
も
力
を
尽
さ
な
い
で
い
て
、
い
っ
た
い
何
が
で
き
よ
う
か
。（
例
え
ば
戦
術
に
お
い
て
）
あ
る
土
地
に
本
陣
を
定
め
る
と
し
て
も
、
他
の
支
部
隊
も
広
く
配
置
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
大
軍
同
士
が
殺
し
合
う
と
き
も
同
じ
で
、
大
軍
が
あ
る
地
に
駐
屯
し
て
そ
の
地
を
鎮
圧
し
た
と
し
て
も
、
遊
撃
部
隊
は
依
然
と
し
て
別
の
と
こ
ろ
で
応
戦
し
て
い
る
も
の
だ
。
学
問
修
養
も
、
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
い
ま
諸
君
と
き
て
は
、
の
ん
び
り
悠
長
に
構
え
て
、
一
方
面
の
道
だ
け
を
じ
っ
と
守
っ
て
、
通
り
一
遍
に
表
面
を
撫
で
る
ば
か
り
、今
日
は
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
何
か
に
ぶ
つ
か
れ
ば
す
ぐ
に
退
散
し
、
明
日
も
ま
た
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
。
痒
い
と
こ
ろ
す
ら
掻
け
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
痛
い
と
こ
ろ
（
我
が
身
に
痛
切
な
と
こ
ろ
）
に
手
が
届
く
こ
と
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
五
年
十
年
同
じ
調
子
で
、
全
く
も
っ
て
進
歩
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
勇
敢
に
奮
戦
し
て
、
振
り
返
る
こ
と
な
く
真
っ
直
ぐ
前
に
進
ん
で
行
っ
て
、
四
方
上
下
一
斉
に
取
り
組
ん
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
次
の
段
階
へ
の
取
っ
掛
か
り
が
見
え
て
く
る
も
の
だ
。
孔
子
の
い
う
「
仁
遠
か
ら
ん
や
。
我
仁
を
欲
す
れ
ば
、
斯
に
仁
至
る
（
仁
は
遠
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
仁
を
求
め
れ
ば
、
こ
こ
仁
は
す
ぐ
や
っ
て
く
る
）」
と
は
、
人
に
す
べ
て
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
す
る
よ
う
教
え
た
も
の
だ
。
ま
た
『
孟
子
』
に
出
て
く
る
奕
秋
の
話
も
、
ま
さ
に
こ
の
違
い
で
あ
っ
て
、
一
人
は
進
ん
で
学
ぼ
う
と
し
、
も
う
一
人
は
大
し
た
こ
と
と
見
な
し
て
い
な
え
き
し
ゅ
う
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
八
、
九
歳
の
頃
、『
孟
子
』
の
こ
の
部
分
を
読
む
と
い
つ
も
心
か
ら
奮
い
立
っ
た
も
の
だ
。
学
問
と
は
こ
の
よ
う
に
努
め
る
べ
き
も
の
だ
と
思
っ
た
の
だ
。そ
う
い
う
こ
と
は
初
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
碁
は
ど
の
よ
う
に
打
つ
も
の
な
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
修
養
が
あ
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
な
お
い
っ
そ
う
弛
む
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
何
事
に
お
い
て
も
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
学
ぶ
者
に
は
発
奮
す
る
と
こ
ろ
が
見
え
ず
、
た
だ
の
ん
び
り
悠
長
に
過
ご
す
ば
か
り
、
今
日
見
て
も
明
日
見
て
も
相
変
わ
ら
ず
同
じ
様
子
で
少
し
も
進
歩
し
な
い
。」某煞
（
校
１
）
有
話
要
與
諸
公
説
、
只
是
覺
次
序
未
到
。
而
今
只
是
面
前
小
小
文
義
尚
如
此
理
會
不
透
、
如
何
説
得
到
其
他
事
。
這
箇
（
校
２
）
事
、
須
是
四
方
上
下
、
小
大
本
末
、
一
齊
貫
穿
在
這
裏
、
一
齊
理
會
過
。
其
操
存
（
１
）
踐
履
處
、
固
是
緊
要
、
不
可
間
斷
。
至
於
道
理
之
大
原
（
校
３
）、
固
要
理
會
、
纖
悉
委
曲
處
也
要
理
會
、
制
度
文
爲
處
也
要
理
會
、
古
今
治
亂
處
也
要
理
會
、
精
粗
大
小
、
無
不
當
理
會
。
四
邊
一
齊
合
起
、
功
夫
無
些
罅
（
校
４
）
漏
。
東
邊
見
不
得
、
西
邊
須
見
得
、
這
下
見
不
得
、
那
下
須
見
得
、
既
見
得
一
處
、
則
其
他
處
亦
可
類
推
（
校
５
）。
而
今
只
從
一
處
去
攻
撃
他
、
又
不
曾
著
力
、
濟
得
甚
事
。
如
坐
定
一
箇
地
頭
、
而
他
支
脚
、
也
須
分
布
擺
陣
（
２
）。
如
大
軍
厮
殺
相
似
、
大
軍
在
此
坐
以
鎮
之
、
游
軍
依
舊
去
別
處
邀
截
、
須
如
此
作
工
夫
方
得
。
而
今
都
只
是
悠
悠
、
礙
定
這
一
路
、
略
略
拂
過
、
今
日
走
來
挨
一
挨
、
又
退
去
、
明
日
亦
是
如
此
。
都
不
曾
抓
著
那
痒
（
校
６
）
處
、
何
況
更
望
掐
著
痛
處
。
所
以
五
年
十
年
只
是
恁
地
、
全
不
見
長
進
。
這
箇
須
是
勇
猛
奮
厲
、
直
前
不
顧
去
做
、
四
方
上
下
一
齊
著
到
、
方
有
箇
入
頭
。
孔
子
曰
、
仁
遠
乎
哉
。
我
欲
仁
、
斯
仁
至
矣
（
３
）。
這
箇
全
要
人
自
去
做
。
孟
子
所
謂
奕
秋
（
４
）、
只
是
爭
這
些
子
、
一
箇
進
前
要
做
、
一
箇
不
把
當
事
。
某
八
九
歳
時
讀
孟
子
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到
此
、
未
嘗
不
慨
然
奮
發
、
以
爲
爲
學
須
如
此
做
工
夫
。
當
初
便
有
這
箇
意
思
如
此
、
只
是
未
知
得
那
碁
是
如
何
著
、
是
如
何
做
工
夫
。
自
後
更
不
肯
休
、
一
向
要
去
做
工
夫
。
今
學
者
不
見
有
奮
發
底
意
思
、
只
是
如
此
悠
悠
地
過
、
今
日
見
他
是
如
此
、
明
日
見
他
亦
是
如
此
。
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
煞
」
を
「
殺
」
に
作
る
。
（
校
２
）
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
他
」
に
作
る
。
（
校
３
）
楠
本
本
は
「
道
理
之
大
原
」
を
「
踐
履
大
原
」
に
作
る
。
（
校
４
）
楠
本
本
は
「
罅
」
を
「
省
」
に
作
る
。
（
校
５
）
楠
本
本
は
「
推
」
を
「
椎
」
に
作
る
。
（
校
６
）
楠
本
本
は
「
痒
」
を
「
庠
」
に
作
る
。
（
１
）
操
存
『
孟
子
』
告
子
上
「
孔
子
曰
、
操
則
存
、
舍
則
亡
。
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
、
惟
心
之
謂
與
」。
（
２
）
擺
陣
陣
立
て
す
る
。
配
置
編
成
す
る
。
（
３
）
仁
遠
乎
哉
。
我
欲
仁
、
斯
仁
至
矣
『
論
語
』
述
而
。
（
４
）
孟
子
所
謂
奕
秋
『
孟
子
』
告
子
上
「
今
夫
弈
之
爲
數
、
小
數
也
。
不
專
心
致
志
、
則
不
得
也
。
弈
秋
、
通
國
之
善
弈
者
也
。
使
弈
秋
誨
二
人
弈
、
其
一
人
專
心
致
志
、
惟
弈
秋
之
爲
聽
。
一
人
雖
聽
之
、
一
心
以
爲
有
鴻
鵠
將
至
。
思
援
弓
繳
而
射
之
。
雖
與
之
倶
學
、
弗
若
之
矣
。
爲
是
其
智
弗
若
與
。
曰
、
非
然
也
」。
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【
一
二
一
・
】
11
建
陽
の
士
人
が
や
っ
て
来
て
教
え
を
乞
う
た
折
、
先
生
が
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
君
た
ち
は
そ
ん
な
ふ
う
に
学
問
を
し
て
、
大
い
に
歳
月
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
年
も
去
年
と
変
わ
ら
ず
、
昨
日
も
今
日
と
変
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
志
大
き
く
張
り
切
っ
て
や
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
概
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
物
事
は
徹
底
的
に
理
解
し
て
、
一
日
千
里
の
速
さ
で
ど
ん
ど
ん
先
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
い
ま
た
だ
漫
然
と
上
っ
面
だ
け
で
取
り
組
み
、
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
か
な
い
よ
う
で
は
、
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
学
問
修
養
と
い
う
も
の
は
、
ち
ょ
う
ど
井
戸
を
掘
る
よ
う
な
も
の
で
、
水
源
に
到
達
し
た
な
ら
ば
、
自
然
と
水
が
流
れ
出
て
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。
今
の
君
た
ち
は
、
ま
っ
た
く
乾
燥
し
た
状
態
だ
。
そ
れ
は
心
こ
こ
に
在
ら
ず
だ
か
ら
で
、
何
を
す
る
に
も
心
が
こ
も
っ
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
今
日
は
出
か
け
る
か
ら
修
養
は
で
き
な
い
な
ど
と
ど
う
し
て
言
う
の
か
。
い
つ
も
言
っ
て
い
る
が
、
出
か
け
た
道
す
が
ら
こ
そ
ま
さ
に
修
養
の
し
ど
こ
ろ
な
の
だ
。
十
里
も
外
に
出
か
け
れ
ば
、
家
の
雑
事
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
客
人
の
相
手
を
す
る
必
要
も
な
く
、
ま
さ
に
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
て
道
理
を
考
え
る
の
に
最
適
だ
。
だ
か
ら
、
学
問
は
（『
論
語
』
に
い
う
よ
う
に
）「
時
習
（
機
会
あ
る
た
び
に
学
ぶ
こ
と
）」
を
貴
ぶ
の
で
あ
り
、「
時
習
」
す
れ
ば
自
然
と
「
説
」
ぶ
よ
う
に
な
る
の
だ
。
い
ま
君
た
ち
は
「
時
習
」
以
前
の
段
階
で
、
物
事
が
見
え
て
は
じ
め
て
「
時
習
」
も
で
き
る
よ
ろ
こ
の
だ
。
い
ま
何
も
見
え
な
い
の
は
、
心
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
、
だ
か
ら
窓
辺
で
（
机
に
向
か
っ
て
）
読
書
を
し
て
い
て
も
、
立
ち
上
が
っ
た
途
端
に
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
い
つ
も
心
の
中
で
書
物
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
た
と
え
細
か
い
注
釈
の
字
句
を
覚
え
て
い
な
く
と
も
、
折
に
触
れ
て
経
書
の
本
文
を
思
い
出
し
て
い
れ
ば
、
ま
た
違
っ
て
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く
る
は
ず
だ
。
君
た
ち
は
い
ま
上
っ
面
に
取
り
組
む
だ
け
で
、
痒
い
と
こ
ろ
を
ま
っ
た
く
掻
け
て
い
な
い
。
物
事
の
理
解
が
熟
し
た
時
に
は
、
や
が
て
自
然
に
動
揺
し
な
く
な
る
。
自
分
の
脚
を
少
し
で
も
動
か
せ
ば
、
自
然
に
そ
の
物
事
を
着
実
に
踏
み
し
め
て
行
け
る
よ
う
に
な
る
。」
朱
子
「
道
理
を
心
の
内
に
入
れ
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
後
で
折
に
触
れ
て
義
理
（
正
し
い
道
理
）
を
注
ぎ
こ
む
よ
う
に
し
て
涵
養
し
な
さ
い
。
い
ま
の
君
た
ち
は
種
を
地
面
に
置
い
て
土
の
中
に
埋
め
ず
に
い
る
の
も
同
じ
、
ま
っ
た
く
土
の
気
に
触
れ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。」
因
建
陽
士
人
來
請
問
、
先
生
曰
「
公
們
如
此
做
工
夫
、
大
故
費
日
子
。
覺
得
今
年
只
似
去
年
、
前
日
只
是
今
日
、
都
無
昌
大
發
越
底
意
思
。
這
物
事
須
教
看
得
精
透
後
、
一
日
千
里
始
得
。
而
今
都
只
泛
泛
在
那
皮
毛
上
理
會
、
都
不
曾
抓
著
那
痒
處
、
濟
得
甚
事
。
做
工
夫
一
似
穿
井
相
似
、
穿
到
水
處
、
自
然
流
出
來
不
住
、
而
今
都
乾
燥
、
只
是
心
不
在
、
不
曾
著
心
。
如
何
説
道
出
去
一
日
、
便
不
曾
做
得
工
夫
。
某
常
説
、
正
是
出
去
路
上
好
做
工
夫
。
且
如
出
十
里
外
、
既
無
家
事
炒
、
又
無
應
接
人
客
、
正
好
提
撕
思
量
道
理
。
所
以
學
貴
時
習
、
到
時
習
、
自
然
説
也
（
１
）。
如
今
不
敢
説
時
習
、
須
看
得
見
那
物
事
方
能
時
習
。
如
今
都
看
不
見
、
只
是
不
曾
入
心
、
所
以
在
窗
下
看
、
才
起
去
便
都
忘
了
。
須
是
心
心
念
念
在
上
、
便
記
不
得
細
注
字
、
也
須
時
時
提
起
經
正
文
在
心
、
也
爭
事
（
２
）。
而
今
都
只
在
那
皮
毛
上
理
會
、
盡
不
曾
抓
著
痒
處
。
若
看
得
那
物
事
熟
時
、
少
間
自
轉
動
不
得
（
３
）。
自
家
脚
才
動
、
自
然
踏
著
那
物
事
行
。」
又
云
「
須
是
得
這
道
理
入
心
不
忘
了
、
然
後
時
時
以
義
理
澆
灌
之
。
而
今
這
種
子
只
在
地
面
上
、
不
曾
入
地
裏
去
、
都
不
曾
與
土
氣
相
接
著
。」
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（
１
）
學
貴
時
習
、
到
時
習
、
自
然
説
也
『
論
語
』
学
而
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」。
（
２
）
爭
事
差
が
あ
る
。
違
い
が
あ
る
、
同
じ
で
は
な
い
。
巻
七
八
・
条
（
一
九
八
五
頁
）「
某
嘗
疑
孔
安
國
書
是
假
34
書
。
比
毛
公
詩
如
此
高
簡
、
大
段
爭
事
。
漢
儒
訓
釋
文
字
、
多
是
如
此
、
有
疑
則
闕
」、
巻
一
二
〇
・
条
（
二
九
〇
五
79
頁
）「
但
長
長
照
管
得
那
心
便
了
。
人
若
能
提
掇
得
此
心
在
時
、
煞
爭
事
」。
（
３
）
轉
動
不
得
巻
一
一
四
・
条
（
二
七
六
六
頁
）「
公
看
道
理
、
失
之
太
寬
。
譬
如
小
物
而
用
大
籠
罩
、
終
有
轉
動
」。
39
（
～
条
担
当
石
山
裕
規
）
10
11
【
一
二
一
・
】
12
学
ぶ
者
が
の
ん
び
り
悠
長
に
し
て
い
る
の
は
大
き
な
問
題
だ
。
い
ま
君
た
ち
は
み
な
一
寸
進
ん
で
一
尺
（
十
寸
）
退
く
と
い
っ
た
具
合
で
、
毎
日
わ
ず
か
な
字
句
の
意
味
に
取
り
組
む
も
の
の
、
ど
れ
も
さ
っ
と
撫
で
る
だ
け
で
、
表
面
的
な
こ
と
も
理
解
で
き
て
い
な
い
。
道
理
と
い
う
も
の
は
規
模
が
大
き
く
、
範
囲
が
広
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
包
括
的
に
考
え
て
こ
そ
、
漏
れ
が
無
く
な
る
。
そ
れ
な
の
に
い
ま
君
た
ち
は
、
一
方
面
か
ら
向
か
っ
て
い
く
だ
け
で
、
し
か
も
そ
こ
に
十
分
力
を
尽
く
さ
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
道
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
例
え
ば
、（『
論
語
』
の
中
の
）
曾
点
と
漆
雕
開
に
関
す
る
箇
所
な
ら
ば
、漆
雕
開
の
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
が
少
な
い
か
ら
理
解
す
る
の
が
難
し
い
が
、
曾
点
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
彼
が
何
を
楽
し
み
と
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
だ
の
か
、
詳
細
に
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
聖
人
（
孔
子
）
が
そ
れ
を
楽
し
む
べ
き
こ
と
だ
と
言
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
信
じ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
曾
点
は
そ
も
そ
も
こ
の
楽
し
む
べ
き
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こ
と
を
自
分
自
身
で
悟
っ
た
か
ら
そ
う
語
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
他
人
の
言
葉
の
受
け
売
り
で
言
っ
た
の
で
は
な
い
。」
朱
子
「
い
ま
本
来
の
心
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、（
雑
念
を
）
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
片
付
け
て
す
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
章
を
読
む
な
ら
ば
、
意
識
を
集
中
さ
せ
て
考
え
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
事
に
応
対
す
る
の
な
ら
ば
、
何
事
も
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
お
の
ず
と
ど
こ
か
一
方
面
か
ら
通
じ
る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
。」
朱
子
「
例
え
ば
（
軍
隊
が
）
戦
場
で
殺
し
合
っ
て
い
る
時
、（
出
撃
の
）
鼓
が
鳴
り
響
け
ば
、
前
進
す
る
他
な
く
、
死
ぬ
し
か
な
い
と
覚
悟
し
て
、
決
し
て
振
り
返
ら
な
い
と
い
う
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
の
と
同
じ
よ
う
に
、
学
問
修
養
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。」
［
胡
泳
］
學
者
悠
悠
是
大
病
。
今
覺
諸
公
都
是
進
寸
退
尺
、
毎
日
理
會
些
小
文
義
、
都
輕
輕
地
拂
過
、
不
曾
動
得
皮
毛
上
。
這
箇
道
理
規
模
大
、
體
面
闊
、
須
是
四
面
去
包
括
、
方
無
走
處
。
今
只
從
一
面
去
、
又
不
曾
著
力
、
如
何
可
得
。
且
如
曾
點
漆
雕
開
兩
處
、
漆
雕
開
事
言
語
少
（
１
）、
難
理
會
。
曾
點
底
（
２
）、
須
子
細
看
他
是
樂
箇
甚
底
。
是
如
何
地
樂
。
不
只
是
聖
人
説
這
箇
事
可
樂
、
便
信
著
。
他
原
（
校
１
）
是
自
見
得
箇
可
樂
底
、
依
人
口
説
不
得
。」
又
曰
「
而
今
持
守
、
便
打
疊
教
淨
潔
。
看
文
字
、
須
著
意
思
索
。
應
接
事
物
、
都
要
是
當
。
四
面
去
討
他
、
自
有
一
面
通
處
。」
又
曰
「
如
見
陳
厮
殺
、
擂
著
鼓
、
只
是
向
前
去
、
有
死
無
二
、
莫
更
回
頭
始
得
。」
［
胡
泳
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
原
」
を
「
須
」
に
作
る
。
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※
本
条
と
次
に
掲
げ
る
巻
一
一
四
・
条
（
二
八
○
三
頁
）
の
後
半
部
分
は
、
同
一
場
面
の
別
記
録
。
記
録
者
名
な
し
。
47
李
敬
子
曰
「
覺
得
已
前
都
是
如
此
悠
悠
過
了
。」
曰
「
既
知
得
悠
悠
、
何
不
便
莫
要
悠
悠
、
便
是
覺
意
思
都
不
曾
痛
切
。
毎
日
看
文
字
、
只
是
輕
輕
地
拂
過
、
寸
進
尺
退
、
都
不
曾
依
傍
築･
著
那
物
事
來
。
此
間
説
時
、
旋
扭
掜
湊
合
、
説
得
些
小
、
才
過
了
又
便
忘
了
。
或
他
日
被
人
問
起
、
又
遂
旋
扭
掜
説
得
些
小
、
過
了
又
忘
記
了
。
如
此
濟
得
甚
事
。
早
間
説
如
負
痛
相
似
。」
因
言
「
持
敬
如
書
所
云
若
有
疾
、
如
此
方
謂
之
持
敬
。
如
人
負
一
箇
大
痛
、
念
念
在
此
、
日
夜
求
所
以
去
之
之
術
。
理
會
這
一
件
物
、
須
是
徹
頭
徹
尾
、
全
文
記
得
、
始
是
如
此
、
末
是
如
此
、
中
間
是
如
此
、
如
此
謂
之
是
、
如
此
謂
之
非
。
須
是
理
會
教
透
徹
、
無
些
子
疑
滯
、
方
得
。
若
只
是
如
此
輕
輕
拂
過
、
是
濟
甚
事
。
如
兩
軍
厮
殺
、
兩
邊
擂
起
鼓
了
、
只
得
拌
命
進
前
、
有
死
無
二
、
方
有
箇
生
路
、
更
不
容
放
慢
。
若
纔
攻
慢
、
便
被
他
殺
了
。」
（
１
）
漆
雕
開
事
言
語
少
『
論
語
』
公
冶
長
「
子
使
漆
雕
開
仕
。
對
曰
、
吾
斯
之
未
能
信
。
子
説
」。『
論
語
』
の
中
で
漆
雕
開
へ
の
言
及
は
こ
の
箇
所
の
み
。
（
２
）
曾
點
底
『
論
語
』
先
進
「
點
爾
何
如
。
鼓
瑟
希
。
鏗
爾
、
舎
瑟
而
作
。
對
曰
、
異
乎
三
子
者
之
撰
。
子
曰
、
何
傷
乎
。
亦
各
言
其
志
也
。
曰
、
莫
春
者
、
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎
舞
雩
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
、
吾
與
點
也
」。
【
一
二
一
・
】
13
或
る
人
「
家
で
は
（
家
事
に
追
わ
れ
）
せ
わ
し
な
く
、
読
書
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
途
切
れ
途
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切
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」
朱
子
「
そ
れ
は
志
が
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
家
の
事
と
言
う
が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
も
の
に
自
分
を
埋
没
さ
せ
て
い
て
よ
か
ろ
う
。
い
ま
少
し
ま
し
な
人
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
そ
こ
か
ら
脱
却
し
て
、
山
中
に
一
年
か
半
年
ば
か
り
留
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
修
養
が
で
き
る
こ
と
か
。
そ
う
す
る
だ
け
で
も
、
土
台
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
し
て
お
け
ば
時
に
物
事
に
対
処
し
て
も
何
の
害
に
も
な
ら
な
い
し
、ず
っ
と
物
事
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
の
と
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
ま
し
か
。
君
と
会
う
の
は
四
、
五
年
ぶ
り
だ
が
、
相
変
わ
ら
ず
そ
の
よ
う
に
の
ん
び
り
悠
長
に
し
て
い
る
。
人
生
に
あ
と
い
く
つ
四
、
五
年
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
或
言
「
在
家
衮
衮
（
１
）、
但
不
敢
忘
書
冊
、
亦
覺
未
免
間
斷
。」
曰
「
只
是
無
志
。
若
説
家
事
、
又
如
何
汩
没
（
２
）
得
自
家
。
如
今
有
稍
高
底
人
、
也
須
會
擺
脱
得
過
、
山
間
坐
一
年
半
歳
、
是
做
得
多
少
工
夫
。
只
恁
地
、
也
立
得
箇
根
脚
。
若
時
往
應
事
、
亦
無
害
、
較
之
一
向
在
事
務
裏
衮
、
是
爭
那
裏
去
。
公
今
三
五
年
不
相
見
、
又
只
恁
地
悠
悠
、
人
生
有
幾
箇
三
五
年
耶
。」
［
賀
孫
］
※
次
条
（
条
）
と
話
題
が
似
通
っ
て
い
る
。
同
一
場
面
の
別
記
録
か
。
14
（
１
）
衮
衮
絶
え
間
な
く
、
忙
し
く
、
あ
わ
た
だ
し
く
。
巻
十
・
条
（
一
六
五
頁
）「
讀
書
、
只
逐
段
逐
些
子
細
理
會
。
38
小
兒
讀
書
所
以
記
得
、
是
渠
不
識
後
面
字
、
只
專
讀
一
進
耳
。
今
人
讀
書
、
只
衮
衮
讀
去
。
假
饒
讀
得
十
遍
、
是
讀
得
十
遍
不
曾
理
會
得
底
書
耳
」。
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（
２
）
汩
没
埋
没
す
る
、
な
く
な
る
。
巻
九
六
・
５
条
（
二
四
六
〇
頁
）「
學
者
全
體
此
心
、
只
是
全
得
此
心
、
不
爲
私
欲
汩
没
、
非
是
更
有
一
心
能
體
此
心
也
」、
巻
十
一
・
４
条
（
一
七
六
頁
）「
或
只
去
事
物
中
衮
、
則
此
心
易
得
汩
没
」。
【
一
二
一
・
】
14
久
し
ぶ
り
に
先
生
の
元
を
訪
れ
た
者
が
い
た
。
朱
子
「
一
別
以
来
、
ど
ん
な
書
物
を
読
ん
で
い
た
の
か
ね
。」
あ
る
人
「
学
問
を
や
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
で
は
雑
事
も
多
く
、
十
分
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
か
ね
ま
し
た
。」
朱
子
「
君
は
ま
だ
土
台
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
だ
。
光
陰
惜
し
む
べ
し
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
三
年
や
五
年
す
ぐ
に
経
っ
て
し
ま
う
ぞ
。
い
ま
役
人
と
し
て
任
地
に
赴
け
ば
、
役
所
の
仕
事
は
と
り
わ
け
繁
多
で
、
他
の
事
を
す
る
余
力
が
ま
す
ま
す
得
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
人
生
に
お
い
て
あ
と
い
く
つ
三
年
や
五
年
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
自
分
で
頑
張
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
も
し
人
里
離
れ
た
静
か
な
寺
で
、
一
、
二
年
修
養
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
土
台
が
出
来
、
そ
こ
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
の
ん
び
り
悠
長
に
し
て
い
て
、
ど
う
し
て
進
歩
で
き
よ
う
か
。」
［
輔
広
］
或
有
來
省
先
生
者
。
曰
「
別
後
讀
何
書
。」
曰
「
雖
不
敢
廢
學
、
然
家
間
事
亦
多
、
難
得
全
功
。」
曰
「
覺
得
公
今
未
有
箇
地
頭
（
１
）
在
、
光
陰
可
惜
。
不
知
不
覺
、
便
是
三
五
年
。
如
今
又
去
赴
官
、
官
所
事
尤
多
、
益
難
得
餘
力
。
人
生
能
得
幾
箇
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三
五
年
。
須
是
自
強
。
若
尋
得
箇
僻
静
寺
院
、
做
一
兩
年
工
夫
、
須
尋
得
箇
地
頭
、
可
以
自
上
做
將
去
。
若
似
此
悠
悠
、
如
何
得
進
。」
［
廣
］
※
前
条
（
条
）
と
話
題
が
似
通
っ
て
い
る
。
同
一
場
面
の
別
記
録
か
。
13
（
１
）
地
頭
場
所
、
段
階
、
方
面
。
巻
五
・
条
（
八
四
頁
）「
如
心
字
、
各
有
地
頭
説
。
如
孟
子
云
、
仁
、
人
心
也
。
20
仁
便
是
人
心
、
這
説
心
是
合
理
説
。
如
説
顏
子
其
心
三
月
不
違
仁
、
是
心
爲
主
而
不
違
乎
理
。
就
地
頭
看
、
始
得
」、
巻
四
一
・
条
（
一
○
五
八
頁
）「
仁
是
地
頭
、
克
己
復
禮
是
工
夫
、
所
以
到
那
地
頭
底
」。
こ
こ
で
は
、
学
問
修
養
の
立
61
脚
点
・
土
台
と
な
る
も
の
を
指
す
か
。
下
文
の
「
若
尋
得
箇
僻
静
寺
院
、
做
一
兩
年
工
夫
、
須
尋
得
箇
地
頭
、
可
以
自
上
做
將
去
」
と
前
条
の
「
山
間
坐
一
年
半
歳
、
是
做
得
多
少
工
夫
。
只
恁
地
、
也
立
得
箇
根
脚
」
を
参
照
。
【
一
二
一
・
】
15
朱
子
「
最
近
の
学
ぶ
者
た
ち
を
見
る
に
、
何
も
せ
ず
、
ま
る
で
無
頼
の
輩
の
よ
う
だ
。
人
が
学
問
を
す
る
際
に
は
、（『
国
語
』
に
い
う
）「
火
を
救
い
亡
を
追
ふ
が
ご
と
く
、
猶
ほ
及
ば
ざ
る
を
恐
る
（
火
事
を
消
し
止
め
た
り
、
逃
亡
者
を
追
い
か
け
る
人
の
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
）」
と
い
う
よ
う
に
（
切
迫
し
た
心
持
ち
で
）
臨
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
自
分
が
大
事
に
し
て
い
る
光
り
輝
く
宝
物
が
他
人
に
奪
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
探
し
求
め
て
急
ぎ
追
い
か
け
て
捕
ま
え
、
取
り
戻
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
い
。
今
の
学
ぶ
者
た
ち
は
、
の
ん
び
り
悠
長
に
構
え
て
い
て
、
意
識
し
て
何
か
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に
努
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
だ
か
ら
、
別
れ
て
二
年
経
っ
て
も
、
三
年
経
っ
て
も
、
五
年
経
っ
て
も
、
七
年
経
っ
て
も
、
再
び
会
う
と
前
と
何
も
変
っ
て
い
な
い
の
だ
。」
［
沈
僩
］
某
見
今
之
學
者
皆
似
箇
無
所
作
爲
、
無
圖
底
人
（
１
）
相
似
。
人
之
爲
學
、
當
如
救
火
追
亡
、
猶
恐
不
及
（
２
）。
如
自
家
有
箇
光
明
寶
藏
被
人
奪
去
、
尋
求
趕
捉
、
必
要
取
得
始
得
（
３
）。
今
學
者
只
是
悠
悠
地
無
所
用
心
、
所
以
兩
年
三
年
五
年
七
年
相
別
、
及
再
相
見
、
只
是
如
此
。
［
僩
］
（
１
）
無
圖
底
人
何
の
計
画
も
目
的
も
無
い
輩
、
無
頼
の
輩
。
次
の
巻
九
五
・
条
（
二
四
四
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
100
の
俗
語
で
あ
る
と
い
う
。「
縁
他
不
知
聖
人
之
可
學
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
不
成
空
過
。
須
討
箇
業
次
弄
、
或
爲
詩
、
或
作
文
。
是
他
没
著
渾
身
處
、
只
得
向
那
裏
去
、
俗
語
所
謂
無
圖
之
輩
、
是
也
」。
ま
た
、
本
条
と
同
じ
く
沈
僩
の
記
録
で
あ
る
巻
一
一
四
・
８
条
（
二
七
五
四
頁
）
に
「
毎
日
讀
書
、
心
全
不
在
上
、
只
是
要
自
説
一
段
文
義
便
了
。
如
做
一
篇
文
義
相
似
、
心
中
全
無
所
作
爲
。
恰
似
一
箇
無
圖
之
人
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
」
と
あ
る
。
（
２
）
救
火
追
亡
、
猶
恐
不
及
『
国
語
』
越
語
下
「
臣
聞
從
時
者
、
猶
救
火
追
亡
人
也
。
蹶
而
趨
之
、
唯
恐
弗
及
」。
（
３
）
如
自
家
有
箇
光
明
寶
藏
～
必
要
取
得
始
得
同
様
の
喩
え
は
、
巻
一
二
一
・
７
条
（
二
九
一
九
頁
）
に
も
見
え
る
。
【
一
二
一
・
】
16
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門
人
た
ち
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
君
た
ち
は
み
な
そ
の
よ
う
に
悠
長
に
構
え
て
い
て
は
、
つ
い
に
は
何
も
で
き
な
い
。
い
ま
書
物
を
理
解
し
よ
う
と
一
生
懸
命
取
り
組
め
ば
、
一
日
や
れ
ば
一
日
や
っ
た
成
果
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
そ
の
理
解
が
細
切
れ
で
、
全
体
を
見
通
せ
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
を
君
た
ち
の
よ
う
に
の
ん
び
り
構
え
て
い
て
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
。
光
陰
過
ぎ
易
し
。
一
日
経
て
ば
（
残
さ
れ
た
時
間
は
）
一
日
減
り
、
一
年
経
て
ば
一
年
減
り
、
気
が
つ
け
ば
年
老
い
て
、
あ
る
日
突
然
死
が
や
っ
て
来
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
何
が
お
も
し
ろ
く
て
そ
ん
な
ふ
う
に
の
ん
び
り
悠
長
に
し
て
来
ら
れ
た
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
謂
諸
生
曰
「
公
皆
如
此
悠
悠
、
終
不
濟
事
。
今
朋
友
著
力
理
會
文
字
、
一
日
有
一
日
工
夫
、
然
尚
恐
其
理
會
得
零
碎
、
不
見
得
周
匝
。
若
如
諸
公
悠
悠
、
是
要
如
何
。
光
陰
易
過
、
一
日
減
一
日
、
一
歳
無
一
歳
、
只
見
老
大
、
忽
然
死
著
。
思
量
來
這
是
甚
則
劇
（
１
）、
恁
地
悠
悠
過
了
。」
［
賀
孫
］
（
１
）
則
劇
お
も
し
ろ
い
（
こ
と
、
も
の
）。
巻
一
一
六
・
条
（
二
七
九
七
頁
）「
子
細
看
來
、
亦
好
則
劇
」。
30
（
～
条
担
当
江
波
戸
亙
）
12
16
【
一
二
一
・
】
17
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朱
子
「
私
は
ふ
だ
ん
諸
君
の
書
物
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
と
て
も
寛
容
に
相
対
し
、
先
ず
は
自
分
で
（
好
き
な
よ
う
に
）
読
ま
せ
て
き
た
。
先
日
病
を
得
て
、
残
さ
れ
た
年
月
も
長
く
は
な
い
と
気
づ
き
、
大
い
に
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
諸
君
が
こ
の
よ
う
に
の
ん
び
り
と
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
何
に
も
な
ら
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
。
み
ん
な
が
心
を
尽
く
し
、
道
理
を
徹
底
的
に
理
解
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
道
理
と
い
う
も
の
も
、
や
は
り
聖
賢
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
そ
の
根
本
の
意
味
を
体
認
す
る
も
の
な
の
だ
。
根
本
の
意
味
が
体
得
で
き
れ
ば
、（
聖
賢
が
）
語
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
道
理
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ
理
解
し
て
十
分
に
は
っ
き
り
さ
せ
、
少
し
の
漏
れ
も
滞
り
も
な
い
と
こ
ろ
ま
で
突
き
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
々
思
う
の
だ
が
、
か
つ
て
諸
先
生
は
心
を
尽
く
し
力
を
尽
く
し
て
多
く
の
道
理
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
当
時
そ
れ
ぞ
れ
師
か
ら
弟
子
へ
と
親
し
く
伝
え
ら
れ
た
は
ず
な
の
に
、
今
見
る
と
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
（
勝
手
な
）
説
を
立
て
て
い
る
。
そ
も
そ
も
諸
先
生
の
考
え
を
体
認
な
ど
し
て
お
ら
ず
、
各
人
が
少
し
ず
つ
（
諸
先
生
の
説
の
一
部
を
）
抜
き
出
し
て
、
自
分
の
説
を
で
っ
ち
上
げ
た
に
過
ぎ
ず
、
も
と
も
と
諸
先
生
の
心
な
ど
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
私
は
今
（
自
分
の
心
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
）
た
だ
諸
君
が
道
理
を
と
こ
と
ん
ま
で
は
っ
き
り
と
理
解
し
、
少
し
の
滞
り
も
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
願
う
だ
け
だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
私
の
心
は
そ
の
ま
ま
諸
君
の
心
で
あ
り
、
諸
君
の
心
は
私
の
心
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
一
つ
の
心
な
の
だ
。
ど
う
し
て
あ
る
人
は
こ
こ
ま
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
う
し
て
あ
る
人
は
こ
こ
ま
で
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
違
い
は
何
に
因
る
の
か
。
そ
れ
は
自
分
に
大
い
に
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
某
平
日
於
諸
友
看
文
字
、
相
待
甚
寬
、
且
只
令
自
看
。
前
日
因
病
、
覺
得
無
多
時
月
、
於
是
大
懼
。
若
諸
友
都
只
恁
悠
悠
、
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終
於
無
益
。
只
要
得
大
家
盡
心
、
看
得
這
道
理
教
分
明
透
徹
。
所
謂
道
理
、
也
只
是
將
聖
賢
言
語
體
認
本
意
。
得
其
本
意
、
則
所
言
者
便
只
此
道
理
、
一
一
理
會
令
十
分
透
徹
、
無
些
罅
（
校
１
）
縫
蔽
塞
、
方
始
住
。
毎
思
以
前
諸
先
生
盡
心
盡
力
、
理
會
許
多
道
理
、
當
時
亦
各
各
親
近
師
承
、
今
看
來
各
人
自
是
一
説
。
本
來
諸
先
生
之
意
、
初
不
體
認
得
、
只
各
人
挑
載
得
些
去
、
自
做
一
家
説
話
、
本
不
曾
得
諸
先
生
之
心
。
某
今
惟
要
諸
公
看
得
道
理
分
明
透
徹
、
無
些
小
蔽
塞
。
某
之
心
即
諸
公
之
心
、
諸
公
之
心
即
某
之
心
、
都
只
是
這
箇
心
（
１
）。
如
何
有
人
説
到
這
地
頭
。
又
如
何
有
人
説
不
得
（
校
２
）
這
地
頭
。
這
是
因
甚
恁
地
。
這
須
是
自
家
大
段
欠
處
。
［
賀
孫
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
罅
」
を
「
省
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
得
」
を
「
到
」
に
作
る
。
（
１
）
某
之
心
即
諸
公
之
心
、
諸
公
之
心
即
某
之
心
、
都
只
是
這
箇
心
巻
二
一
・
条
（
五
○
一
頁
）「
又
云
、
近
覺
多
95
病
、
恐
來
日
無
多
、
欲
得
朋
友
勇
猛
近
前
、
也
要
相
傳
。
某
之
心
、
便
是
公
之
心
一
般
」、
巻
六
七
・
条
（
一
六
七
八
163
頁
）「
又
云
、
某
病
後
、
自
知
日
月
已
不
多
、
故
欲
力
勉
。
諸
公
不
可
悠
悠
。
天
下
只
是
一
箇
道
理
、
更
無
三
般
兩
樣
。
若
得
諸
公
見
得
道
理
透
、
使
諸
公
之
心
便
是
某
心
、
某
之
心
便
是
諸
公
之
心
、
見
得
不
差
不
錯
、
豈
不
濟
事
耶
」。
【
一
二
一
・
】
18
先
生
は
門
人
諸
生
の
取
り
組
み
が
の
ん
び
り
悠
長
で
あ
る
こ
と
を
激
し
く
叱
っ
て
言
わ
れ
た
。
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朱
子
「
い
ま
人
が
何
か
を
す
る
場
合
、
大
し
て
重
要
で
は
な
い
こ
と
で
も
心
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
、
ど
う
し
て
の
ん
び
り
構
え
て
い
て
う
ま
く
や
れ
よ
う
か
。
例
え
ば
、
字
を
書
く
の
が
上
手
な
人
は
、
い
つ
も
そ
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
る
の
で
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
字
を
書
く
こ
と
の
道
理
と
な
る
。
賈
島
は
詩
作
を
追
究
し
、
ひ
た
す
ら
「
推
」
と
「
敲
」
の
二
字
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
の
で
、
驢
馬
に
乗
っ
て
も
手
で
押
し
た
り
（
推
）
叩
い
た
り
（
敲
）
の
仕
草
を
し
て
い
て
、
多
く
の
車
馬
と
人
を
従
え
た
大
尹
（
韓
愈
）
に
出
く
わ
し
た
こ
と
に
も
気
づ
か
ず
、
不
覚
に
も
無
礼
を
は
た
ら
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
推
」
と
「
敲
」
の
二
字
に
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
と
は
言
え
、
彼
は
ひ
た
す
ら
そ
の
よ
う
に
努
力
し
て
い
っ
た
の
で
、
後
に
詩
を
作
る
と
極
め
て
精
巧
で
優
れ
た
詩
で
あ
っ
た
の
だ
。
我
々
の
学
問
は
、（
詩
作
に
比
べ
て
）
ど
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
の
ん
び
り
悠
長
に
構
え
、（
心
が
こ
こ
に
）
あ
る
の
だ
か
無
い
の
だ
か
、
緊
張
感
を
も
っ
て
努
力
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
は
、
人
が
大
し
て
重
要
で
は
な
い
こ
と
を
す
る
の
に
も
及
ば
な
い
。
ま
っ
た
く
逆
さ
ま
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
諸
君
、
よ
く
よ
く
努
め
る
よ
う
に
。」
［
潘
時
挙
］
先
生
痛
言
諸
生
工
夫
悠
悠
、
云
「
今
人
做
一
件
事
（
校
１
）、
沒
緊
要
底
事
、
也
著
心
去
做
、
方
始
會
成
、
如
何
悠
悠
會
做
得
事
。
且
如
好
寫
字
底
人
、
念
念
在
此
、
則
所
見
之
物
、
無
非
是
寫
字
底
道
理
。
又
（
校
２
）
如
賈
島
（
１
）
學
作
詩
、
只
思
推
敲
兩
字
、
在
驢
上
坐
、
把
手
作
推
敲
勢
。
大
尹
（
２
）
出
、
有
許
多
車
馬
人
從
、
渠
更
不
見
、
不
覺
犯
了
節
。
只
此
推
敲
二
字
、
計
甚
利
害
。
他
直
得
恁
地
用
力
、
所
以
後
來
做
得
詩
來
極
是
精
高
。
今
吾
人
學
問
、
是
大
小
大
事
。
却
全
悠
悠
若
存
若
亡
、
更
不
着
緊
用
力
、
反
不
如
他
人
做
沒
要
緊
底
事
、
可
謂
倒
置
、
諸
公
切
宜
勉
之
。
［
時
舉
］
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（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
事
」
の
字
を
欠
く
。
（
校
２
）
楠
本
本
は
「
又
」
を
「
工
」
に
作
る
。
（
１
）
賈
島
字
は
浪
仙
、
閬
仙
。
唐
代
の
詩
人
。『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
〇
「
賈
島
赴
擧
至
京
。
騎
驢
賦
詩
、
得
僧
推
月
下
門
之
句
。
欲
改
推
作
敲
。
引
手
作
推
敲
之
勢
、
未
決
。
不
覺
衝
大
尹
韓
愈
。
乃
具
言
。
愈
曰
、
敲
字
佳
矣
。
遂
並
轡
論
詩
久
之
」。
（
２
）
大
尹
京
兆
尹
（
京
師
・
長
安
の
長
官
）
で
あ
っ
た
韓
愈
を
指
す
。
注
（
１
）
所
引
参
照
。
【
一
二
一
・
】
19
朱
子
「
諸
君
は
た
だ
学
ぶ
意
思
が
あ
る
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
散
漫
、
猛
然
と
突
き
進
む
気
概
も
な
い
。
お
そ
ら
く
日
々
を
空
し
く
過
ご
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
火
急
痛
切
の
気
持
ち
で
、
期
限
を
厳
し
く
切
っ
て
、
必
死
で
修
養
に
努
め
、
数
ヶ
月
分
の
気
力
を
集
め
て
一
気
に
突
破
し
、
そ
の
後
で
お
も
む
ろ
に
内
側
を
涵
養
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
砦
を
攻
め
る
に
は
、
決
死
の
覚
悟
で
計
略
を
立
て
、
関
門
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
君
た
ち
は
、
砦
を
攻
め
落
と
せ
ず
に
、
た
だ
た
だ
そ
の
周
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
道
理
す
ら
か
み
切
れ
ず
（
咀
嚼
で
き
ず
）、
い
つ
に
な
っ
た
ら
理
解
が
徹
底
す
る
こ
と
か
。」
［
陳
淳
］
諸
友
只
有
箇
學
之
意
、
都
散
漫
（
校
１
）、
不
恁
地
勇
猛
、
恐
度
了
日
子
。
須
著
火
急
痛
切
意
思
、
嚴
了
期
限
、
趲
了
工
夫
、
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辦
（
校
２
）
幾
箇
月
日
氣
力
去
攻
破
一
過
、
便
就
裏
面
旋
旋
涵
養
。
如
攻
寨
（
校
３
）、
須
出
萬
死
一
生
之
計
、
攻
破
了
關
限
、
始
得
。
而
今
都
打
寨
未
破
、
只
循
寨
外
走
。
道
理
都
咬
不
斷
、
何
時
得
透
。
［
淳
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
漫
」
を
「
慢
」
に
作
る
。
（
校
２
）
楠
本
本
は
「
辦
」
を
「
作
」
に
作
る
。
（
校
３
）
楠
本
本
は
「
寨
」
を
「
開
」
に
作
る
。
【
一
二
一
・
】
20
先
生
が
門
人
諸
生
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
君
は
（『
易
』
に
い
う
）「
善
に
遷
り
、
過
を
改
め
」
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
で
き
な
い
と
言
う
が
、
そ
れ
は
自
分
う
つ
か
ら
そ
う
し
よ
う
と
努
め
て
い
な
い
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。そ
ん
な
ふ
う
に
あ
れ
こ
れ
算
段
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
何
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
人
は
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
と
き
、
そ
う
心
が
す
こ
し
で
も
動
い
た
瞬
間
に
そ
の
中
に
飛
び
込
む
し
か
な
い
。
そ
の
手
前
で
あ
れ
こ
れ
思
案
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
見
た
と
こ
ろ
、
君
は
こ
こ
に
来
て
以
来
、
毎
日
た
だ
向
か
い
合
っ
て
黙
っ
て
座
っ
て
い
る
だ
け
で
、
一
言
も
発
し
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
て
、
何
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。」
数
日
後
、
再
び
言
わ
れ
た
。
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朱
子
「
こ
こ
に
い
る
諸
君
の
中
に
は
、
修
養
の
で
き
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、
欠
点
の
あ
る
者
も
い
る
。
私
は
一
人
一
人
を
見
て
、
逐
一
そ
の
欠
点
を
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
君
だ
け
は
た
だ
ひ
た
す
ら
黙
っ
て
頷
く
ば
か
り
で
、
ま
っ
た
く
君
の
心
の
中
が
分
か
ら
な
い
。
君
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
大
変
薄
気
味
悪
く
卑
怯
な
こ
と
で
、
大
き
な
欠
点
だ
。
つ
よ
く
勇
気
の
あ
る
者
な
ら
ば
、
善
と
分
か
れ
ば
そ
の
ま
ま
と
こ
と
ん
行
な
い
、
か
り
に
間
違
っ
た
と
し
て
も
隠
し
た
り
し
な
い
か
ら
人
の
耳
目
に
触
れ
、
み
ん
な
が
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
日
、
君
は
（『
易
』
の
）「
風
雷
益
」
に
つ
い
て
講
釈
し
て
い
た
が
、
君
に
は
ま
っ
た
く
「
風
」
の
趣
（
す
ば
や
さ
）
も
「
雷
」
の
趣
（
い
さ
ぎ
よ
さ
）
も
な
い
。」
［
葉
賀
孫
］
謂
諸
生
曰
「
公
説
欲
遷
善
改
過
（
１
）
而
不
能
、
只
是
公
不
自
去
做
工
夫
。
若
恁
地
安
安
排
排
、
只
是
做
不
成
。
如
人
要
赴
水
火
（
２
）、
這
心
才
（
校
１
）
發
、
便
入
裏
面
去
。
若
説
道
在
這
裏
安
排
、
便
只
不
成
。
看
公
來
此
、
逐
日
只
是
相
對
、
默
坐
無
言
、
恁
地
慢
滕
滕
（
校
２
）、
如
何
做
事
。」
數
日
後
、
復
云
「
坐
中
諸
公
有
會
做
工
夫
底
、
有
病
痛
處
底
、
某
一
一
（
校
３
）
都
看
見
、
逐
一
救
正
他
。
惟
公
恁
地
循
循
默
默
、
都
理
會
公
心
下
不
得
、
這
是
幽
冥
暗
弱
、
這
是
大
病
。
若
是
剛
勇
底
人
、
見
得
善
便
（
校
４
）、
還
他
做
得
透
、
做
不
是
處
、
也
顯
然
在
人
耳
目
、
人
皆
見
之
。
前
日
公
説
風
雷
益
（
３
）、
看
公
也
無
些
子
風
意
思
、
也
無
些
子
雷
意
思
。」
［
賀
孫
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
才
」
を
「
纔
」
に
作
る
。
（
校
２
）
楠
本
本
は
「
滕
滕
」
を
「
縢
」
に
作
る
。
（
校
３
）
楠
本
本
は
「
一
一
」
を
「
逐
一
」
に
作
る
。
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（
校
４
）
底
本
は
「
便
」
を
「
別
」
に
作
る
。
諸
本
に
よ
り
改
め
た
。
（
１
）
遷
善
改
過
『
易
』
益
卦
・
象
傳
「
象
曰
、
風
雷
益
、
君
子
以
見
善
則
遷
、
有
過
則
改
」。
（
２
）
水
火
困
難
や
危
険
な
こ
と
の
喩
え
。
（
３
）
風
雷
益
注
（
１
）
参
照
。
巻
七
二
・
条
（
一
八
三
五
頁
）「
問
、
遷
善
改
過
。
曰
、
風
是
一
箇
急
底
物
、
見
人
94
之
善
、
己
所
不
及
、
遷
之
如
風
之
急
。
雷
是
一
箇
勇
決
底
物
、
己
有
過
、
便
斷
然
改
之
、
如
雷
之
勇
、
決
不
容
有
些
子
遲
緩
」。
（
～
条
担
当
佐
々
木
仁
美
）
17
20
【
一
二
一
・
】
21
朱
子
「
私
は
人
相
を
見
る
と
き
、
苦
悩
に
満
ち
て
げ
っ
そ
り
と
し
た
顔
付
き
の
人
物
を
好
む
。
と
は
言
え
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
学
問
に
苦
悩
し
た
者
と
い
う
意
味
で
、
単
に
苦
し
げ
な
顔
だ
け
し
て
学
問
を
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
価
値
も
な
い
。
い
ま
遠
方
よ
り
や
っ
て
き
た
学
友
の
中
に
は
、
学
問
に
意
を
向
け
て
い
る
者
も
あ
る
が
、
目
の
前
の
君
た
ち
は
、
お
お
よ
そ
あ
り
き
た
り
な
も
の
に
満
足
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
進
歩
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
。
い
ま
更
に
何
か
を
学
ぶ
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
わ
ず
か
何
百
何
十
文
字
の
文
章
を
精
密
に
理
解
し
て
い
る
者
す
ら
お
目
に
か
か
ら
な
い
。」
あ
る
人
「
昨
今
の
学
友
た
ち
は
、
お
お
む
ね
時
文
（
科
挙
用
の
文
章
）
を
作
る
こ
と
に
忙
し
く
、
学
問
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
す
。」
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朱
子
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
よ
く
で
き
た
時
文
な
ど
見
た
こ
と
が
な
い
。
あ
る
の
は
剽
窃
だ
ら
け
で
、
で
た
ら
め
な
も
の
ば
か
り
だ
。
も
し
本
当
に
よ
い
時
文
を
作
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
拠
り
処
を
深
く
広
く
し
て
、
自
ら
に
有
益
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
時
文
を
作
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
も
っ
と
よ
い
も
の
に
な
ろ
う
。
で
た
ら
め
な
時
文
を
読
ん
で
、
で
た
ら
め
な
試
験
官
に
迎
合
し
よ
う
と
す
る
ば
か
り
で
は
、
い
い
加
減
で
支
離
滅
裂
の
学
問
に
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
ら
は
そ
う
い
っ
た
よ
い
時
文
を
子
細
に
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
し
、
時
文
す
ら
時
に
い
い
加
減
に
読
ん
で
い
る
始
末
だ
。
今
で
も
覚
え
て
い
る
が
、
私
は
若
い
こ
ろ
試
験
に
臨
ん
だ
時
、
試
験
官
を
見
下
し
て
、
こ
い
つ
に
ど
う
し
て
私
の
考
え
が
理
解
で
き
よ
う
か
、
と
思
っ
て
い
た
。
今
の
人
は
み
な
試
験
官
に
迎
合
し
よ
う
と
、
ま
す
ま
す
低
俗
な
も
の
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
知
り
合
い
の
中
で
（
科
挙
の
た
め
の
）
賦
を
作
っ
た
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
読
書
を
し
て
い
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
人
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
読
ん
で
い
た
。
今
は
で
た
ら
め
な
賦
を
読
む
ば
か
り
で
、
何
の
見
識
も
な
い
。
も
し
も
う
少
し
見
識
が
高
く
、
も
う
少
し
沢
山
の
書
物
を
読
み
、
よ
り
高
度
な
議
論
が
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
よ
い
文
章
を
作
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
理
解
は
そ
の
程
度
に
過
ぎ
ず
、
結
局
お
互
い
に
真
似
し
合
っ
て
、
ひ
た
す
ら
い
い
加
減
で
支
離
滅
裂
な
学
問
を
し
て
い
る
の
だ
。」
先
生
は
し
ば
ら
く
た
め
息
を
つ
い
て
お
ら
れ
た
。
［
沈
僩
］
「
某
於
相
法
、
却
愛
苦
硬
（
校
１
）
清
癯
（
１
）
底
人
、
然
須
是
做
得
那
苦
硬
（
校
１
）
底
事
。
若
只
要
苦
硬
（
校
１
）、
亦
（
校
２
）
不
知
爲
學
、
何
貴
之
有
。
而
今
朋
友
遠
處
來
者
、
或
有
意
於
爲
學
。
眼
前
朋
友
大
率
只
是
據
見
定
（
２
）
了
、
更
不
求
進
歩
。
而
今
莫
説
更
做
甚
工
夫
、
只
真
箇
看
得
百
十
字
精
細
底
、
也
不
見
有
。」
或
曰
「
今
之
朋
友
、
大
率
多
爲
作
時
文
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妨
了
工
夫
。」
曰
「
也
不
曾
見
做
得
好
底
時
文
、
只
是
剽
竊
亂
道
之
文
而
已
。
若
要
真
箇
做
時
文
底
、
也
須
深
資
廣
取
以
自
輔
益
、
以
之
爲
時
文
、
莫
（
３
）
更
好
。
只
是
讀
得
那
亂
道
底
時
文
、
求
合
那
亂
道
底
試
官
、
爲
苟
簡
滅
裂
（
校
３
）
底
工
夫
。
他
亦
不
曾
子
細
讀
那
好
底
時
文
、
和
時
文
也
有
時
不
子
細
讀
得
。
某
記
少
年
應
舉
時
、
嘗
下
視
那
試
官
、
説
他
如
何
曉
得
我
底
意
思
。
今
人
盡
要
去
求
合
試
官
、
越
做
得
那
物
事
低
了
。
嘗
見
已
前
相
識
間
做
賦
（
４
）
者
、
甚
麼
樣
讀
書
。
無
書
不
讀
。
而
今
只
念
那
亂
道
底
賦
、
有
甚
見
識
。
若
見
識
稍
高
、
讀
書
稍
多
、
議
論
高
人
、
豈
不
更
做
得
好
文
字
出
。
他
見
得
底
只
是
如
此
、
遂
互
相
倣
傚
（
校
４
）、
專
爲
苟
簡
滅
裂
底
工
夫
。」
歎
息
者
久
之
。
［
僩
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
、「
苦
硬
」
を
「
若
硬
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
、「
亦
」
を
「
而
」
に
作
る
。
（
校
３
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
楠
本
本
は
、「
滅
裂
」
を
「
蔑
裂
」
に
作
る
。
（
校
４
）
楠
本
本
は
、「
倣
傚
」
を
「
做
倣
」
に
作
る
。
（
１
）
清
癯
痩
せ
て
い
る
こ
と
の
婉
曲
表
現
。
（
２
）
見
定
既
に
定
ま
っ
た
、
出
来
合
い
の
、
そ
の
時
々
の
常
識
的
な
。
巻
一
二
○
・
条
（
二
九
一
○
頁
）
の
注
（
１
）
100
参
照
。
（
３
）
莫
推
測
や
反
問
を
意
味
す
る
。
～
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
～
で
は
な
い
か
。
（
４
）
賦
韻
文
に
お
け
る
文
体
の
一
。
当
時
、
科
挙
の
選
択
科
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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【
一
二
一
・
】
22
朱
子
「
今
の
学
ぶ
者
の
欠
点
は
、
多
く
は
名
声
を
好
む
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
読
書
に
お
い
て
も
、
子
細
に
義
理
（
正
し
い
意
味
や
道
理
）
を
探
究
し
て
徹
底
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
ち
ょ
っ
と
目
を
通
せ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
に
し
、
自
分
は
何
々
の
書
を
読
ん
だ
と
言
う
ば
か
り
で
、
ま
っ
た
く
我
が
身
に
引
き
つ
け
て
考
え
よ
う
と
も
し
な
い
。
そ
れ
で
い
っ
た
い
何
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
は
単
に
名
声
を
得
た
い
が
た
め
に
過
ぎ
な
い
が
、
実
際
そ
れ
が
何
の
名
声
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
人
に
彼
は
何
々
の
書
を
読
ん
だ
と
言
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ひ
と
り
卓
氏
だ
け
の
欠
点
で
は
な
く
、
見
た
と
こ
ろ
誰
も
が
皆
が
同
じ
よ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
一
生
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
。」
［
葉
賀
孫
］
看
來
如
今
學
者
之
病
、
多
是
箇
好
名
。
且
如
讀
書
、
却
不
去
子
細
考
究
義
理
、
教
極
分
明
。
只
是
纔
看
過
便
了
、
只
道
自
家
已
看
得
甚
麼
文
字
了
、
都
不
思
量
於
身
上
、
濟
得
甚
事
。
這
箇
只
是
做
名
聲
、
其
實
又
做
得
甚
麼
名
聲
。
下
梢
只
得
人
説
他
已
看
得
甚
文
字
了
。
這
箇
非
獨
卓
丈
（
１
）
如
此
、
看
來
都
如
此
。
若
恁
地
、
也
是
枉
了
一
生
。
［
賀
孫
］
（
１
）
卓
丈
未
詳
。
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【
一
二
一
・
】
23
朱
子
「
今
の
学
ぶ
者
は
、
だ
い
た
い
子
細
に
聖
賢
の
言
葉
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
を
せ
ず
、
み
だ
り
に
空
論
を
立
て
た
が
る
。
ち
ょ
う
ど
物
を
食
べ
て
、
本
当
は
ま
だ
満
腹
で
は
な
い
の
に
、
腹
つ
づ
み
を
打
っ
て
、
人
に
「
も
う
満
腹
だ
」
と
言
う
の
と
同
じ
だ
。（
そ
ん
な
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
人
に
言
う
こ
と
自
体
）
そ
れ
こ
そ
が
ま
だ
満
腹
で
は
な
い
証
拠
だ
。
も
し
本
当
に
満
腹
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
言
う
必
要
は
な
い
。
誰
も
が
何
々
の
銘
だ
の
賛
だ
の
を
作
り
た
が
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
自
分
自
身
の
何
の
役
に
立
つ
と
言
う
の
だ
。
本
当
に
書
物
を
読
み
、
聖
賢
の
言
葉
の
意
味
を
味
わ
え
て
い
な
い
か
ら
、
今
日
も
こ
の
話
、
明
日
も
ま
た
こ
の
話
を
す
る
ば
か
り
で
、
ど
う
し
て
新
た
な
見
解
が
生
ま
れ
よ
う
か
。
切
に
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
［
潘
時
挙
］
今
學
者
大
抵
不
曾
子
細
玩
味
得
聖
賢
言
意
、
却
要
懸
空
妄
立
議
論
。
一
似
喫
物
事
相
似
、
肚
裏
其
實
未
曾
飽
、
却
以
手
鼓
腹
、
向
人
説
我
已
飽
了
。
只
此
乃
是
未
飽
、
若
真
箇
飽
者
、
却
未
必
説
也
。
人
人
好
做
甚
銘
、
做
甚
贊
、
於
己
分
上
其
實
何
益
。
既
不
曾
實
讀
（
校
１
）
得
書
、
玩
味
得
聖
賢
言
意
、
則
今
日
所
説
者
是
這
箇
話
、
明
日
又
只
是
這
箇
話
、
豈
得
有
新
見
邪
。
切
宜
戒
之
。
［
時
舉
］
（
校
１
）
底
本
は
「
講
」
に
作
る
が
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
楠
本
本
に
拠
り
「
讀
」
に
改
め
た
。
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【
一
二
一
・
】
24
朱
子
「
い
ま
進
歩
の
な
い
学
友
た
ち
は
、
み
な
（
孟
子
の
い
う
）「
彼
、
此
よ
り
も
善
し
（
あ
れ
は
こ
れ
よ
り
も
ま
し
だ
）」
で
事
足
れ
り
と
す
る
気
持
ち
が
あ
り
、
聖
賢
に
な
ろ
う
と
い
う
志
が
な
い
。
そ
れ
故
み
な
自
分
に
甘
く
、
自
分
の
欠
点
を
厳
し
く
除
き
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
欠
点
が
い
つ
ま
で
も
つ
い
て
回
り
、
相
変
わ
ら
ず
物
事
に
流
さ
れ
て
、「
彼
、
此
よ
り
善
し
」
す
ら
覚
束
な
い
。」
［
余
大
雅
］
今
朋
友
之
不
進
者
、
皆
有
彼
善
於
此
（
１
）
爲
足
矣
之
心
、
而
無
求
爲
聖
賢
之
志
。
故
皆
有
自
恕
之
心
、
而
不
能
痛
去
其
病
。
故
其
病
常
隨
在
、
依
舊
逐
事
物
流
轉
、
將
求
其
彼
善
於
此
亦
不
可
得
矣
。
［
大
雅
（
校
１
）］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
楠
本
本
は
、「
大
雅
」
を
「
太
雅
」
に
作
る
。
（
１
）
彼
善
於
此
『
孟
子
』
盡
心
下
「
孟
子
曰
、
春
秋
無
義
戰
、
彼
善
於
此
、
則
有
之
矣
。
征
者
、
上
伐
下
也
、
敵
國
不
相
征
也
」。
巻
一
一
八
・
条
（
二
八
四
四
頁
）「
今
人
爲
學
、
彼
善
於
此
、
隨
分
做
箇
好
人
、
亦
自
足
矣
」。
33
【
一
二
一
・
】
25
昌
父
（
趙
蕃
）「
学
問
修
養
の
努
力
は
ど
う
し
て
も
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」
朱
子
「
聖
賢
の
教
え
は
、
ま
さ
に
そ
の
途
切
れ
る
こ
と
を
救
お
う
と
し
た
の
だ
。」
［
陳
文
蔚
］
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昌
父
言
「
學
者
工
夫
多
間
斷
。」
曰
「
聖
賢
教
人
、
只
是
要
救
一
箇
間
斷
。」
［
文
蔚
］
※
本
条
と
次
に
掲
げ
る
巻
五
九
・
条
（
一
四
一
六
頁
）
の
最
後
の
部
分
は
同
一
場
面
の
別
記
録
と
考
え
ら
れ
る
が
、
記
録
171
者
は
同
じ
く
陳
文
蔚
で
あ
る
。
「
孟
子
説
、
先
立
乎
其
大
者
、
則
其
小
者
弗
能
奪
也
。
此
語
最
有
力
、
且
看
他
下
一
箇
立
字
。
昔
汪
尚
書
問
焦
先
生
爲
學
之
道
、
焦
只
説
一
句
曰
、
先
立
乎
其
大
者
。
以
此
觀
之
、
他
之
學
亦
自
有
要
。
卓
然
堅
起
自
心
、［
方
子
録
云
、
立
者
、
卓
然
竪
起
此
心
。］
便
是
立
、
所
謂
敬
以
直
内
也
。
故
孟
子
又
説
、
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。
求
放
心
、
非
是
心
放
出
去
、
又
討
一
箇
心
去
求
他
。
如
人
睡
著
覺
來
、
睡
是
他
自
睡
、
覺
是
他
自
覺
、
只
是
要
常
惺
惺
。」
趙
昌
父
云
「
學
者
只
縁
斷
續
處
多
。」
曰
「
只
要
學
一
箇
不
斷
續
。」
【
一
二
一
・
】
26
学
問
修
養
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
触
れ
て
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
古
山
和
尚
は
「
古
山
の
飯
を
食
ら
い
、
古
山
の
糞
を
し
、
た
だ
一
頭
の
白
い
牝
牛
を
見
る
だ
け
だ
」
と
言
っ
た
。
今
の
学
ぶ
者
は
、
彼
に
も
及
ば
な
い
。」
［
陳
文
蔚
］
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因
説
學
者
工
夫
間
斷
、
謂
「
古
山
和
尚
自
言
、
喫
古
山
飯
、
阿
古
山
矢
、
只
是
看
得
一
頭
白
水
牯
（
１
）。
今
之
學
者
却
不
如
他
。」
［
文
蔚
］
（
１
）
古
山
和
尚
～
只
是
看
得
一
頭
白
水
牯
古
山
和
尚
は
、
福
州
大
安
禅
師
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
「
喫
潙
山
飯
、
屙
潙
山
屎
、
不
學
潙
山
禪
、
只
看
一
頭
水
牯
牛
」。
【
一
二
一
・
】
27
朱
子
「
初
め
は
非
常
に
集
中
し
て
い
る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
散
漫
に
な
り
、
遂
に
は
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
学
友
が
い
る
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
初
め
に
い
つ
ま
で
に
何
を
す
る
と
い
う
期
限
を
定
め
て
か
ら
や
っ
て
い
か
な
い
か
ら
だ
。」
［
黄
士
毅
］
有
一
等
朋
友
、
始
初
甚
鋭
意
、
漸
漸
疏
散
、
終
至
於
忘
了
。
如
此
、
是
當
初
不
立
界
分
（
１
）
做
去
。
［
士
毅
］
（
１
）
不
立
界
分
い
つ
ま
で
に
何
を
す
る
と
い
う
期
限
を
定
め
た
計
画
を
立
て
な
い
こ
と
。
巻
十
・
条
（
一
七
四
頁
）
93
「
今
之
始
學
者
不
知
此
理
、
初
時
甚
鋭
、
漸
漸
懶
去
、
終
至
都
不
理
會
了
。
此
只
是
當
初
不
立
程
限
之
故
」。
（
～
条
担
当
中
嶋
諒
）
21
27
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【
一
二
一
・
】
28
朱
子
「
い
ま
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
諸
君
は
、
い
ず
れ
も
ま
だ
大
き
な
道
理
を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
君
た
ち
は
い
っ
た
い
と
り
あ
え
ず
い
い
加
減
に
段
落
を
逐
っ
て
書
物
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
っ
す
ぐ
に
多
く
の
道
理
を
す
べ
て
理
解
し
尽
く
し
て
、
我
が
身
に
い
さ
さ
か
も
欠
け
た
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
も
し
た
だ
そ
ん
な
ふ
う
に
段
落
を
逐
っ
て
読
ん
で
い
る
だ
け
で
、
大
き
な
道
理
を
理
解
し
な
い
な
ら
ば
、
今
ま
で
と
変
ら
ず
何
に
も
な
ら
な
い
。
大
き
な
道
理
と
い
う
も
の
は
、
広
々
と
し
た
基
礎
と
な
る
土
地
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
を
開
墾
で
き
て
こ
そ
、
そ
の
上
に
色
々
造
っ
た
り
し
つ
ら
え
た
り
し
て
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
が
で
き
る
の
だ
。
大
き
な
道
理
が
理
解
で
き
て
は
じ
め
て
、
そ
こ
に
立
脚
し
落
ち
着
け
る
と
こ
ろ
が
得
ら
れ
る
の
だ
。
も
し
大
き
な
道
理
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
人
に
住
居
が
無
い
の
と
同
じ
で
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
金
を
か
せ
い
で
帰
っ
て
き
て
も
そ
れ
を
置
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
し
て
や
、
す
ば
ら
し
い
財
宝
で
あ
れ
ば
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
置
い
て
お
く
と
い
う
の
だ
。
自
分
の
一
身
は
ま
る
ご
と
多
く
の
道
理
だ
。
誰
も
が
み
な
多
く
の
道
理
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、（『
書
経
』
に
い
う
）
天
が
「
衷
（
過
不
足
の
な
い
中
と
し
て
の
性
）」
を
下
し
与
え
て
以
来
あ
ら
ゆ
る
道
理
が
す
べ
て
具
わ
っ
て
い
る
。
仁
義
礼
智
で
あ
れ
、
君
臣
父
子
兄
弟
朋
友
夫
婦
（
の
道
理
と
し
て
の
五
常
の
道
）
で
あ
れ
、
自
分
の
一
身
が
す
べ
て
担
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
う
し
た
道
理
を
理
解
し
、
一
つ
一
つ
十
分
に
体
認
し
て
、
少
し
も
欠
け
た
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
を
緩
や
か
に
し
、
ま
っ
す
ぐ
に
理
解
し
尽
く
す
よ
う
に
す
る
の
だ
。
学
問
の
範
囲
を
大
き
く
掲
げ
て
、
土
台
を
拡
げ
、
足
場
- 97 -
を
広
く
し
て
、
や
が
て
す
み
ず
み
に
ま
で
到
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
が
で
き
て
く
る
。
日
々
の
生
活
は
、
た
だ
こ
の
多
く
の
道
理
の
中
で
展
開
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ご
飯
を
食
べ
る
の
も
そ
の
中
、
床とこ
に
就
く
の
も
そ
の
中
、
床
を
離
れ
る
の
も
そ
の
中
、
衣
服
を
着
る
の
も
そ
の
中
と
い
っ
た
具
合
で
、
い
さ
さ
か
も
（
道
理
と
の
）
隙
間
は
な
い
。
尭
舜
禹
湯
で
あ
っ
て
も
こ
の
道
理
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
も
し
誰
か
が
花
や
草
を
刺
繍
し
た
と
し
て
、
そ
の
人
の
刺
繍
が
上
手
だ
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
必
ず
や
そ
の
人
の
針
の
下
ろ
し
方
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
か
が
字
を
上
手
に
書
く
と
し
て
、
そ
の
人
が
上
手
に
書
く
と
い
う
こ
と
を
見
る
の
で
は
な
く
、
筆
の
使
い
方
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。」
［
葉
賀
孫
］
今
來
朋
友
相
聚
、
都
未
見
得
大
底
道
理
。
還
且
謾
（
１
）
恁
地
逐
段
看
、
還
要
直
截
盡
理
會
許
多
道
理
、
教
身
上
没
些
子
虧
欠
。
若
只
恁
地
逐
段
看
、
不
理
會
大
底
道
理
、
依
前
不
濟
事
。
這
大
底
道
理
、
如
曠
闊
底
基
址
、
須
是
開
墾
得
這
箇
了
（
校
１
）、
方
始
架
造
（
２
）
安
排
、
有
頓
放
處
。
見
得
大
底
道
理
、
方
有
立
脚
安
頓
處
。
若
不
見
得
大
底
道
理
、
如
人
無
箇
居
著
、
趁
（
３
）
得
百
十
（
４
）
錢
歸
來
、
也
無
頓
放
處
、
況
得
明
珠
至
寶
、
安
頓
在
那
裏
。
自
家
一
身
都
是
許
多
道
理
。
人
人
有
許
多
道
理
、
蓋
自
天
降
衷
（
５
）（
校
２
）、
萬
理
皆
具
（
校
３
）、
仁
義
禮
智
、
君
臣
父
子
兄
弟
朋
友
夫
婦
、
自
家
一
身
都
擔
在
這
裏
。
須
是
理
會
了
、
體
認
教
一
一
周
足
、
略
欠
缺
（
校
４
）
些
子
不
得
。
須
要
緩
心
、
直
要
理
會
教
盡
。
須
是
大
作
規
模
、
闊
開
其
基
、
廣
闊
其
地
、
少
間
到
逐
處
、
即
看
逐
處
都
有
頓
放
處
。
日
用
之
間
、
只
在
這
許
多
道
理
裏
面
轉
、
喫
飯
也
在
上
面
、
上
床
也
在
上
面
、
下
床
也
在
上
面
、
脱
衣
服
也
在
上
面
、
更
無
些
子
空
闕
處
。
堯
舜
禹
湯
也
只
是
這
道
理
。
如
人
刺
繍
花
草
、
不
要
看
他
繍
得
好
、
須
看
他
下
針
處
。
如
人
寫
字
好
、
不
要
看
他
寫
得
好
、
只
看
他
把
筆
處
。
［
賀
孫
］
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（
校
１
）
底
本
及
び
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
了
」
を
「
些
」
に
作
る
が
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
に
拠
り
改
め
た
。
（
校
２
）
楠
本
本
は
「
衷
」
を
「
裏
」
に
作
る
。
（
校
３
）
正
中
書
局
本
は
「
具
」
を
「
其
」
に
作
る
。
（
校
４
）
楠
本
本
は
「
缺
」
字
を
「
鈌
」
に
作
る
。
（
１
）
且
謾
そ
の
場
限
り
に
い
い
加
減
に
。
と
り
あ
え
ず
適
当
に
。
巻
九
六
・
条
（
二
四
七
一
頁
）「
若
只
做
得
兩
三
51
分
、
説
道
今
且
謾
恁
地
做
、
恁
地
也
得
、
不
恁
地
也
得
、
便
是
不
誠
」。
（
２
）
架
造
（
意
図
的
に
）
立
て
る
、
造
る
。『
語
類
』
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。
（
３
）
趁
（
金
を
）
か
せ
ぐ
、
儲
け
る
。
本
巻
・
条
に
も
見
え
る
。
巻
一
一
六
・
条
（
二
七
九
一
頁
）「
如
人
趁
養
30
18
家
一
般
、
一
日
不
去
趁
、
便
受
飢
餓
」。
（
４
）
百
十
お
お
よ
そ
百
。
多
い
こ
と
を
い
う
。
巻
十
二
・
条
（
二
○
一
頁
）「
人
常
須
収
斂
得
身
心
、
使
精
神
常
在
26
這
裏
。
似
擔
百
十
斤
擔
相
似
、
須
硬
着
筋
骨
擔
」。
（
５
）
天
降
衷
『
書
経
』
湯
誥
「
惟
皇
上
帝
降
衷
于
下
民
」。「
衷
」
は
過
不
及
の
な
い
「
中
」
の
意
味
。
【
一
二
一
・
】
29
朱
子
「
君
た
ち
、
何
か
も
っ
と
議
論
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
ね
。」
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座
中
の
あ
る
者
が
答
え
た
。
あ
る
者
「
こ
こ
に
い
る
者
た
ち
の
学
問
は
い
ず
れ
も
高
遠
な
こ
と
を
追
う
ば
か
り
で
地
に
足
の
つ
か
な
い
も
の
で
し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
先
生
に
よ
っ
て
そ
の
蒙
を
啓
か
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。で
す
か
ら
急
に
は
質
問
す
べ
き
こ
と
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
将
来
疑
問
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
お
手
紙
で
教
え
を
乞
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
朱
子
「
そ
れ
こ
そ
（
孟
子
の
い
う
）「
以
て
来
年
を
待
ち
て
然
る
後
已
む
（
今
は
と
り
あ
え
ず
少
し
ず
つ
改
め
て
来
年
に
は
止
め
た
い
）」
の
言
い
草
だ
。
そ
れ
は
単
に
己
に
切
実
な
問
題
と
し
て
学
問
の
志
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
も
し
己
に
切
実
な
問
題
と
し
て
志
を
立
て
て
い
る
の
な
ら
ば
、
眠
っ
て
も
い
ら
れ
ず
起
き
上
が
っ
て
学
問
に
取
り
組
む
は
ず
、（
孔
子
の
い
う
）「
発
憤
し
て
は
食
も
忘
れ
」「
終
日
食
ら
は
ず
、
終
夜
寝
ね
ず
」
と
な
っ
て
考
え
る
に
ち
が
い
な
い
。
今
の
人
に
は
二
種
類
の
考
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
と
り
と
め
の
な
い
高
尚
そ
う
な
議
論
を
す
る
ば
か
り
で
、
少
し
も
自
分
自
身
の
身
に
染
み
ず
、
そ
の
場
の
お
し
ゃ
べ
り
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
者
た
ち
。
も
う
一
つ
は
、
そ
う
し
た
学
問
の
こ
と
は
難
し
い
か
ら
自
分
は
こ
の
ま
ま
で
満
足
、
他
の
人
に
や
っ
て
も
ら
お
う
と
言
う
者
た
ち
だ
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
物
を
売
り
買
い
す
る
の
に
「
批
退
（
購
買
で
き
る
優
先
権
を
放
棄
す
る
こ
と
）」
を
願
い
、
他
の
人
が
買
う
の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
今
の
人
た
ち
は
学
問
を
「
批
退
」
す
る
者
が
多
い
。」
［
廖
謙
］
先
生
問
「
諸
公
莫
更
有
甚
商
量
。」
坐
中
有
云
「
此
中
諸
公
學
問
皆
溺
於
高
遠
無
根
、
近
來
方
得
先
生
發
明
、
未
遽
（
校
１
）
有
問
。
將
來
有
所
疑
、
却
寫
去
問
。」
先
生
曰
「
却
是
以
待
來
年
然
後
已
（
１
）
説
話
、
此
只
是
不
曾
切
己
立
志
。
若
果
切
己
立
志
、
睡
也
不
著
、
起
來
理
會
、
所
以
發
憤
忘
食
（
２
）、
終
日
不
食
、
終
夜
不
寢
（
３
）
去
理
會
。
今
人
有
兩
般
見
識
。
一
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般
只
是
談
虚
説
妙
、
全
不
切
己
、
把
做
一
場
説
話
了
。
又
有
一
般
人
説
此
事
難
理
會
、
只
恁
地
做
人
自
得
、
讓
與
他
們
自
理
會
。
如
人
交
易
、
情
願
（
校
２
）
批
退
（
４
）
帳
、
待
別
人
典
買
。
今
人
情
願
批
退
學
問
底
多
。」
［
謙
］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
遽
」
を
「
據
」
に
作
る
。
（
校
２
）
底
本
は
「
情
愿
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
「
情
願
」
に
改
め
た
。
※
本
条
と
次
に
掲
げ
る
巻
八
・
条
（
一
三
六
頁
、
記
録
者
は
襲
蓋
卿
）
は
同
一
場
面
の
別
記
録
か
。
51
今
人
不
肯
做
工
夫
。
有
先
覺
得
難
、
後
遂
不
肯
做
。
有
自
知
不
可
爲
、
公
然
遜
與
他
人
。
如
退
産
相
似
、
甘
伏
批
退
、
自
己
不
願
要
。
（
１
）
以
待
來
年
然
後
已
『
孟
子
』
滕
文
公
下
「
戴
盈
之
曰
、
什
一
、
去
關
市
之
制
征
、
今
茲
未
能
。
請
輕
之
、
以
待
來
年
然
後
已
、
何
如
。
孟
子
曰
、
今
有
人
日
攘
其
鄰
之
雞
者
、
或
告
之
曰
、
是
非
君
子
之
道
。
曰
、
請
損
之
、
月
攘
一
雞
、
以
待
來
年
然
後
已
」。
（
２
）
發
憤
忘
食
『
論
語
』
述
而
「
葉
公
問
孔
子
於
子
路
、
子
路
不
對
。
子
曰
、
女
奚
不
曰
、
其
爲
人
也
、
發
憤
忘
食
、
樂
以
忘
憂
、
不
知
老
之
將
至
云
爾
」。
（
３
）
終
日
不
食
、
終
夜
不
寢
『
論
語
』
衛
霊
公
「
子
曰
、
吾
嘗
終
日
不
食
、
終
夜
不
寢
、
以
思
、
無
益
、
不
如
學
也
」。
（
４
）
批
退
宋
代
の
制
度
で
、
売
買
の
優
先
権
を
放
棄
す
る
こ
と
。
馮
青
『「
朱
子
語
類
」
詞
語
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
○
一
四
年
）
一
一
五
頁
参
照
。
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【
一
二
一
・
】
30
朱
子
「
諸
君
は
こ
こ
数
日
書
物
を
読
ん
で
い
る
が
、
単
に
文
字
面
で
理
解
し
て
い
る
だ
け
で
、
少
し
も
己
に
切
実
な
こ
と
づ
ら
と
し
て
読
め
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
書
物
を
読
む
の
は
、
文
字
面
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
（
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
し
て
）
の
性
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
学
ぶ
者
は
、
主
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
一
と
は
心
を
こ
こ
に
在
ら
し
め
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
で
き
て
は
じ
め
て
学
問
や
修
養
が
可
能
に
な
る
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
人
が
住
む
家
を
見
つ
け
て
は
じ
め
て
そ
こ
か
ら
農
工
商
と
様
々
な
仕
事
に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
だ
。
主
人
に
家
が
な
け
れ
ば
、
使
用
人
が
外
で
ど
れ
だ
け
稼
い
で
来
て
も
、
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
孟
子
は
「
其
の
放
心
を
求
む
（
放
た
れ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
心
を
求
め
る
）」
と
言
っ
た
が
、
こ
の
言
い
方
が
す
で
に
（
求
め
る
心
と
求
め
ら
れ
る
心
と
に
）
二
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
し
い
つ
で
も
心
が
こ
こ
に
在
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
れ
ば
、
心
は
自
然
に
放
た
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
。」
朱
子
「
何
事
も
な
い
時
に
は
自
分
の
こ
の
心
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
を
意
識
し
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
寝
ぼ
け
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
何
も
成
し
得
な
い
。
い
ま
書
物
を
読
ん
で
も
書
か
れ
て
い
る
道
理
や
意
味
が
理
解
で
き
な
い
の
は
、
や
は
り
主
一
の
努
力
が
欠
け
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。」
［
潘
植
］［
潘
時
挙
の
記
録
も
同
じ
。］
「
諸
公
數
日
看
文
字
、
但
就
文
字
上
理
會
、
不
曾
切
己
。
凡
看
文
字
、
非
是
要
理
會
文
字
、
正
要
理
會
自
家
性
分
上
事
。
學
者
須
要
主
一
（
１
）、
主
一
當
要
心
存
在
這
裏
、
方
可
做
工
夫
。
如
人
須
尋
箇
屋
子
住
、
至
於
爲
農
工
商
賈
、
方
惟
（
校
１
）
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其
所
之
。
主
者
無
箇
屋
子
、
如
小
人
趁
（
２
）
得
百
銭
、
亦
無
歸
宿
。
孟
子
説
求
其
放
心
、
已
是
兩
截
（
３
）。
如
常
知
得
心
在
這
裏
、
則
心
自
不
放
。」
又
云
「
無
事
時
須
要
知
得
此
心
、
不
知
此
心
、
恰
（
校
２
）
似
睡
困
、
都
不
濟
事
。
今
看
文
字
、
又
理
會
理
義
不
出
、
亦
只
縁
主
一
工
夫
欠
闕
。」
［
植
］［
時
擧
同
。］
（
校
１
）
楠
本
本
は
「
惟
」
を
「
性
」
に
作
る
。
（
校
２
）
底
本
は
「
恰
」
を
「
却
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
改
め
た
。
（
１
）
主
一
心
を
一
つ
こ
と
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
。
巻
九
六
・
条
（
二
四
六
四
頁
）「
問
主
一
。
曰
、
做
這
一
事
、
且
23
做
一
事
、
做
了
這
一
事
、
却
做
那
一
事
。
今
人
做
這
一
事
未
了
、
又
要
做
那
一
事
、
心
下
千
頭
萬
緒
」。
北
宋
の
程
頤
が
「
敬
」
を
「
主
一
無
適
」
と
定
義
し
た
こ
と
を
承
け
る
。
（
２
）
趁
条
注
（
３
）
参
照
。
28
（
３
）
孟
子
説
求
其
放
心
、
已
是
兩
截
『
孟
子
』
告
子
上
「
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
」。
巻
五
九
・
条
（
一
105
四
○
一
頁
）「
孟
子
求
放
心
語
已
是
寛
。
若
居
處
恭
、
執
事
敬
二
語
、
更
無
餘
欠
」、
同
・
条
（
一
四
一
五
頁
）「
求
放
171
心
、
非
是
心
放
出
去
、
又
討
一
箇
心
去
求
他
。
如
人
睡
著
覺
來
、
睡
是
他
自
睡
、
覺
是
他
自
覺
、
只
是
要
常
惺
惺
」、
同
・
条
（
一
四
○
八
頁
）「
求
放
心
、
非
以
一
心
求
一
心
、
只
求
底
便
是
已
収
之
心
」。
139
【
一
二
一
・
】
31
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先
生
が
あ
る
日
、
学
生
た
ち
に
言
わ
れ
た
。
朱
子
「
私
は
、
学
ぶ
者
た
ち
が
経
書
を
読
ん
で
も
本
旨
を
求
め
ず
、
と
り
と
め
の
な
い
空
談
に
耽
る
の
を
心
配
し
て
、
そ
れ
故
先
ず
は
文
章
の
意
味
に
通
暁
し
、
書
か
れ
て
い
る
言
葉
に
即
し
て
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
指
導
し
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、
書
物
の
上
の
言
葉
を
じ
っ
と
守
る
ば
か
り
で
、
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
切
実
に
書
物
を
読
ま
な
い
者
が
往
々
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
己
に
切
実
な
こ
と
と
し
て
読
み
、
じ
っ
く
り
と
心
に
染
み
わ
た
る
よ
う
に
玩
味
し
、
そ
れ
を
一
生
懸
命
実
践
し
て
こ
そ
、（
書
物
を
読
む
）
意
味
が
あ
る
の
だ
。」
［
程
端
蒙
］
先
生
一
日
謂
諸
生
曰
「
某
患
學
者
讀
書
不
求
經
旨
、
談
説
空
妙
、
故
欲
令
先
通
曉
文
義
、
就
文
求
意
、
下
梢
頭
往
往
又
只
守
定
册
子
上
言
語
、
却
看
得
不
切
己
。
須
是
將
切
己
看
、
玩
味
入
心
、
力
去
行
之
、
方
有
所
益
。」
［
端
蒙
］
【
一
二
一
・
】
32
あ
る
学
生
が
書
物
を
解
釈
し
た
と
こ
ろ
支
離
滅
裂
で
あ
っ
た
。
朱
子
「
も
っ
と
自
分
に
切
実
な
こ
と
と
し
て
読
み
な
さ
い
。」
［
陳
文
蔚
］
學
者
説
文
字
或
支
離
泛
濫
、
先
生
曰
「
看
教
切
己
。」
［
文
蔚
］
（
～
条
担
当
垣
内
景
子
）
28
32
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【
一
二
一
・
】
33
朱
子
「
学
ぶ
者
が
学
問
を
す
る
際
に
、
往
々
に
し
て
疑
問
を
持
つ
べ
き
点
に
疑
問
を
持
た
ず
、
疑
問
を
持
つ
べ
き
で
な
い
点
に
疑
問
を
持
つ
。
疑
問
を
持
つ
べ
き
点
に
疑
問
を
持
た
な
い
か
ら
、
目
の
前
の
取
り
組
む
べ
き
事
柄
が
見
逃
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
疑
問
を
持
つ
べ
き
で
な
い
点
に
疑
問
を
持
つ
か
ら
、
無
駄
な
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
る
。
金
渓
（
陸
九
淵
の
学
派
）
の
連
中
は
学
問
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
心
だ
け
を
取
り
上
げ
て
弄
び
、
で
た
ら
め
ば
か
り
を
や
っ
て
い
る
。
私
の
と
こ
ろ
で
学
ぶ
者
に
細
か
く
経
書
を
読
む
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
る
の
は
、
正
に
聖
賢
の
言
葉
を
熟
考
し
、
確
か
な
も
の
の
在
処
を
探
究
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
を
、
こ
ん
な
ふ
う
に
あ
れ
こ
れ
つ
ま
ら
な
い
こ
と
に
関
心
を
分
散
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
結
局
何
の
役
に
も
立
ち
は
し
な
い
。
私
が
以
前
『
或
問
』
を
書
い
た
の
も
、
学
ぶ
者
に
真
意
を
捉
ま
え
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
書
物
を
読
む
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
説
が
議
論
す
べ
き
で
、
ど
の
説
が
議
論
に
値
し
な
い
か
を
弁
え
、
論
ず
る
に
値
し
な
い
も
の
を
省
略
し
、
真
意
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
文
字
面
か
ら
あ
れ
こ
れ
議
論
を
立
て
る
よ
う
で
は
、
真
意
は
反
っ
て
不
明
瞭
に
な
る
。
い
ま
諸
君
は
経
文
の
真
意
を
捉
え
そ
こ
ね
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
家
の
説
す
ら
正
し
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。」
朱
子
「『
中
庸
』
に
「
慎
ん
で
思
ふ
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
深
く
思
ふ
」
と
か
、「
勤
め
て
思
ふ
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
か
。
や
は
り
、
無
駄
な
こ
と
に
思
慮
を
費
や
し
て
は
な
ら
ず
、
思
慮
す
べ
き
こ
と
を
思
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
「
慎
ん
で
思
ふ
」
と
言
っ
た
の
だ
。」
[
呉
必
大
］
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「
學
者
講
學
、
多
是
不
疑
其
所
當
疑
、
而
疑
其
所
不
當
疑
。
不
疑
其
所
當
疑
、
故
眼
前
合
理
會
處
多
蹉
過
（
１
）。
疑
其
所
不
當
疑
、
故
枉
費
了
工
夫
。
金
溪
之
徒
（
２
）
不
事
講
學
、
只
將
箇
心
來
作
弄
、
胡
撞
亂
撞
。
此
間
所
以
令
學
者
入
細
觀
書
做
工
夫
者
、
正
欲
其
熟
考
聖
賢
言
語
、
求
箇
的
確
所
在
。
今
却
考
索
（
校
１
）
得
如
此
支
離
（
校
２
）、
反
不
濟
事
。
如
某
向
來
作
或
問
（
３
）、
蓋
欲
學
者
識
取
正
意
。
觀
此
書
者
、
當
於
其
中
見
得
此
是
當
辨
、
此
不
足
辨
、
刪
其
不
足
辨
者
、
令
正
意
愈
明
白
可
也
。
若
更
去
外
面
生
出
許
多
議
論
、
則
正
意
反
不
明
矣
。
今
非
特
不
見
經
文
正
意
、
只
諸
家
之
説
、
亦
看
他
正
意
未
著
。」
又
曰
「
中
庸
言
愼
思
（
４
）、
何
故
不
言
深
思
。
又
不
言
勤
思
（
校
３
）。
蓋
不
可
枉
費
心
去
思
之
、
須
是
思
其
所
當
思
者
、
故
曰
慎
思
也
。」
［
必
大
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
考
索
」
を
「
攷
索
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
支
離
」
を
「
攴
離
」
に
作
る
。
（
校
３
）
楠
本
本
は
「
勤
思
」
を
「
勸
思
」
に
作
る
。
（
１
）
蹉
過
目
の
前
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
、
時
機
を
逸
し
て
し
ま
う
、
見
過
ご
し
て
し
ま
う
。
巻
八
・
条
（
一
三
21
二
頁
）「
學
者
做
工
夫
、
莫
説
道
是
要
待
一
箇
頓
段
大
項
目
工
夫
後
方
做
得
、
即
今
逐
些
零
碎
積
累
將
去
。
才
等
待
大
項
目
後
方
做
、
即
今
便
蹉
過
了
」、『
文
集
』
巻
五
八
「
答
陳
廉
夫
」「
若
即
今
全
不
下
手
、
必
待
他
日
遠
求
師
友
然
後
用
力
、
則
目
下
蹉
過
却
合
做
底
親
切
功
夫
、
虚
度
了
難
得
底
少
壯
時
節
」、
同
巻
六
四
「
答
或
人
」「
知
如
此
是
病
、
即
便
不
如
此
是
藥
。
若
更
問
何
由
得
如
此
、
則
是
騎
驢
覔
驢
、
只
成
一
塲
閑
説
話
矣
。
誠
敬
固
非
窮
理
不
能
得
。
然
一
向
如
此
牽
連
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説
過
、
前
頭
却
恐
蹉
過
脚
下
工
夫
也
」。
（
２
）
金
溪
之
徒
「
金
溪
」
は
、
江
南
西
路
（
現
在
の
江
西
省
）
撫
州
に
属
す
る
県
。
朱
熹
の
論
敵
で
あ
る
陸
九
淵
の
出
身
地
で
あ
り
本
拠
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朱
熹
は
陸
九
淵
の
こ
と
を
「
金
溪
」、
そ
の
学
問
の
こ
と
を
「
金
溪
之
學
」、
そ
の
学
を
奉
じ
る
者
を
「
金
溪
之
徒
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
（
３
）
或
問
門
人
ら
が
『
四
書
或
問
』
を
読
む
こ
と
に
よ
り
反
っ
て
疑
問
を
増
し
た
こ
と
は
、
以
下
の
諸
条
を
参
照
。
巻
十
四
・
条
（
二
五
五
頁
）「
某
所
成
章
句
或
問
之
書
、
己
是
傷
多
了
。
當
初
只
怕
人
曉
不
得
、
故
説
許
多
。
今
人
看
、
37
反
曉
不
得
」、
同
・
条
（
二
五
八
頁
）「
某
作
或
問
、
恐
人
有
疑
、
所
以
設
此
、
要
他
通
曉
。
而
今
學
者
未
有
疑
、
却
49
反
被
這
箇
生
出
疑
」。
（
４
）
愼
思
『
中
庸
』（
章
句
二
○
章
）「
博
學
之
、
審
問
之
。
愼
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
」。
【
一
二
一
・
】
34
あ
る
人
「
以
前
、
読
書
は
「
涵
泳
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
『
孟
子
』
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
ま
し
た
が
、
そ
の
千
言
万
語
は
す
べ
て
心
を
論
じ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。『
孟
子
』
全
七
篇
を
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
は
、「
涵
泳
」
の
修
養
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「
私
は
こ
ち
ら
（
長
沙
）
の
人
の
読
書
の
し
か
た
が
と
て
も
大
雑
把
な
の
を
見
て
、
そ
こ
で
読
書
は
「
涵
泳
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
細
に
読
ん
で
じ
っ
く
り
味
わ
い
深
く
考
え
、
心
中
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
促
し
た
の
だ
。
そ
れ
な
の
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に
君
は
、（
私
の
話
に
）
別
の
考
え
を
く
っ
つ
け
て
無
理
や
り
理
屈
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
読
書
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。」
あ
る
人
「
先
生
の
「
涵
泳
」
の
御
説
は
、
つ
ま
り
杜
元
凱
（
杜
預
）
の
所
謂
「
優
に
し
て
之
を
游
す
」
の
こ
こ
ろ
で
す
ね
。」
朱
子
「
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
ふ
う
に
解
説
す
る
必
要
は
な
い
。
私
の
言
う
「
涵
泳
」
と
い
う
の
は
、
細
か
く
本
を
読
む
こ
と
の
別
名
に
過
ぎ
な
い
。
人
に
話
し
を
す
る
の
は
実
に
難
し
い
。
私
は
た
だ
「
涵
泳
」
と
言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
一
人
は
無
理
に
理
屈
を
つ
け
よ
う
と
す
る
し
、
一
人
は
強
い
て
解
釈
を
付
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
こ
と
言
う
ご
と
に
別
の
解
釈
が
生
ま
れ
る
と
い
う
や
つ
で
、
ど
ん
ど
ん
支
離
滅
裂
に
な
り
、
ど
う
で
も
い
い
無
駄
話
に
な
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
添
え
ら
れ
る
言
葉
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
本
旨
か
ら
遠
く
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
、
い
っ
た
い
ど
う
し
よ
う
と
言
う
の
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
読
書
し
た
り
、
人
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
自
身
の
修
養
に
は
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
手
の
着
け
よ
う
も
な
い
。
学
問
は
空
談
に
す
ぎ
な
い
と
人
に
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
も
当
然
だ
。
こ
ち
ら
の
人
の
質
問
は
概
ね
こ
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り
だ
。
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
取
り
組
ま
ず
、
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
こ
と
に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
言
葉
を
並
べ
立
て
る
ば
か
り
で
、
言
葉
に
何
の
深
み
も
な
い
。」
［
襲
蓋
卿
］
或
問
「
向
蒙
見
教
、
讀
書
須
要
涵
泳
、
須
要
浹
洽
。
因
看
孟
子
千
言
萬
語
、
只
是
論
心
。
七
篇
之
書
如
此
看
、
是
涵
泳
工
夫
否
。」
曰
「
某
爲
見
此
中
人
（
１
）
讀
書
大
段
鹵
莽
（
２
）、
所
以
説
讀
書
須
當
涵
泳
、
只
要
子
細
看
玩
尋
繹
、
令
胸
中
有
所
得
爾
。
如
吾
友
所
説
、
又
襯
貼
（
校
１
）（
３
）
一
件
意
思
、
硬
要
差
排
（
４
）。
看
書
豈
是
如
此
。」
或
曰
「
先
生
涵
泳
之
説
、
乃
杜
元
凱
優
而
游
之
（
校
２
）（
５
）
之
意
。」
曰
「
固
是
如
此
、
亦
不
用
如
此
解
説
。
所
謂
涵
泳
者
、
只
是
子
細
讀
書
之
異
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名
。
與
人
説
話
便
是
難
。
某
只
是
説
一
箇
涵
泳
、
一
人
硬
來
安
排
、
一
人
硬
來
解
説
。
此
是
隨
語
生
解
（
６
）、
支
離
延
蔓
、
閑
説
閑
講
、
少
間
展
轉
只
是
添
得
多
、
説
得
遠
、
却
要
做
甚
（
７
）。
若
是
如
此
讀
書
、
如
此
聽
人
説
話
、
全
不
是
自
做
工
夫
、
全
無
巴
鼻
。
可
知
（
８
）
是
使
人
説
學
是
空
談
。
此
中
人
所
問
、
大
率
如
此
。
好
理
會
處
不
理
會
、
不
當
理
會
處
却
支
離
去
説
、
説
得
全
無
意
思
。」
［
蓋
卿
（
校
３
）］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
楠
本
本
は
「
襯
貼
」
を
「
櫬
貼
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
優
而
游
之
」
を
「
優
而
柔
之
」
に
作
る
。
注
（
５
）
参
照
。
（
校
３
）
底
本
は
記
録
者
を
「
蓋
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
「
蓋
卿
」
に
改
め
た
。
※
巻
一
一
六
・
条
（
二
七
九
〇
頁
）
に
襲
蓋
卿
に
よ
る
ほ
ぼ
同
文
の
記
録
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
記
録
は
冒
頭
「
或
問
」
の
前
15
に
「
甲
寅
八
月
三
日
、
蓋
卿
以
書
見
先
生
於
長
沙
郡
齋
、
請
隨
諸
生
遇
晩
聽
講
、
是
晩
請
教
者
七
十
餘
人
」
と
あ
る
。
（
１
）
此
中
人
「
此
中
」
は
こ
こ
、
こ
ち
ら
。
巻
一
一
六
・
条
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
場
面
は
紹
煕
五
年
（
一
一
九
15
四
）
八
月
三
日
、
朱
熹
が
知
潭
州
と
し
て
赴
任
中
に
長
沙
の
郡
斎
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
此
中
人
」
は
長
沙
の
為
学
者
ら
を
指
す
。
（
２
）
鹵
莽
い
い
加
減
で
あ
る
、
粗
雑
で
あ
る
。
巻
十
三
・
条
（
二
四
五
頁
）「
語
或
人
曰
、
公
且
道
不
去
讀
書
、
專
145
去
讀
些
時
文
、
下
梢
是
要
做
甚
麼
人
。
赴
試
屢
試
不
得
、
到
老
只
恁
地
衰
颯
了
、
沈
浮
郷
曲
間
。
若
因
時
文
做
得
一
箇
官
、
只
是
恁
地
鹵
莽
、
都
不
説
著
要
爲
國
爲
民
興
利
除
害
、
盡
心
奉
職
」。
（
３
）
襯
貼
『
語
類
』
で
は
「
襯
帖
」「
帖
襯
」
に
作
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
く
こ
と
、
べ
っ
た
り
張
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り
付
く
こ
と
。
巻
五
二
・
条
（
一
二
四
五
頁
）「
孟
子
養
氣
一
章
…
…
曰
、
道
義
是
虚
底
物
、
本
自
孤
單
。
得
這
氣
帖
71
起
來
、
便
自
張
主
無
所
不
達
。
如
今
人
非
不
爲
善
、
亦
有
合
於
道
義
者
。
若
無
此
氣
、
便
只
是
一
箇
衰
底
人
。
李
先
生
曰
、
配
、
是
襯
帖
起
來
。
又
曰
、
若
説
道
襯
貼
、
却
是
兩
物
。
氣
與
道
義
、
只
是
一
滾
發
出
來
、
思
之
。
一
滾
發
出
來
、
説
得
道
理
好
。
襯
帖
字
、
説
配
字
極
親
切
」、
同
・
条
（
一
二
五
〇
頁
）「
曰
、
道
義
在
人
。
須
是
將
浩
然
之
氣
襯
貼
起
、
88
則
道
義
自
然
張
主
、
所
謂
配
合
而
助
之
者
、
乃
是
貼
起
來
也
」。
（
４
）
差
排
こ
じ
つ
け
る
、
理
屈
を
つ
け
る
。
巻
六
〇
・
条
（
一
四
四
六
頁
）「
利
善
、
若
只
是
利
善
、
則
易
理
會
。
125
今
人
所
爲
處
都
是
利
、
只
管
硬
差
排
道
是
善
。
今
人
直
是
差
處
多
」。
（
５
）
杜
元
凱
優
而
游
之
「
杜
元
凱
」
は
、
西
晋
の
政
治
家
、
学
者
の
杜
預
（
二
二
二
～
二
八
四
）
の
こ
と
。
字
は
元
凱
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
愛
好
し
、
自
ら
「
左
伝
癖
」
が
あ
る
と
称
し
た
（『
晋
書
』
巻
三
四
）。
著
書
に
『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
あ
る
。「
優
而
游
之
」
は
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
一
・「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
「
優
而
柔
之
、
使
自
求
之
。
饜
而
飫
之
、
、
使
自
趨
之
。
若
江
海
之
浸
、
膏
澤
之
潤
、
渙
然
冰
釋
、
怡
然
理
順
、
然
後
爲
得
也
」
と
あ
る
。「
優
而
柔
之
、
使
自
求
之
」
は
、
も
と
『
大
戴
礼
記
』
子
張
問
入
官
の
語
。
巻
一
一
六
・
条
の
記
録
で
は
「
優
而
游
之
」
を
「
優
而
柔
之
」
に
作
る
。
15
（
６
）
隨
語
生
解
字
面
ご
と
に
解
釈
を
考
え
出
し
、
い
た
ず
ら
に
言
葉
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
。
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
。
（
７
）
却
要
做
甚
巻
一
一
六
・
条
の
記
録
で
は
こ
の
四
字
が
な
い
。
15
（
８
）
可
知
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
、
八
三
頁
）
巻
一
「
可
知
」
の
項
に
「
可
知
、
猶
云
當
然
也
、
難
怪
也
」
と
あ
り
、「
当
然
～
だ
」「
～
な
の
も
無
理
は
な
い
」
の
意
。
巻
二
二
・
条
（
五
一
五
頁
）「
又
問
、
43
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知
和
而
和
是
如
何
。
曰
、
知
和
而
和
、
却
是
一
向
去
求
和
、
便
是
離
了
禮
。
且
如
端
坐
不
如
箕
踞
、
徐
行
後
長
者
不
如
疾
行
先
長
者
、
到
這
裏
更
有
甚
禮
。
可
知
是
不
可
行
也
」。
【
一
二
一
・
】
35
あ
る
人
が
（『
論
語
』
の
）「
居
処
に
は
恭
、
事
を
執
り
て
敬
、
人
に
与
は
り
て
忠
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
じ
あ
る
人
「
内
面
か
ら
そ
う
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
外
面
が
こ
ん
な
ふ
う
に
整
う
の
で
し
ょ
う
か
。」
朱
子
「
君
の
本
の
読
み
方
に
は
そ
う
い
う
欠
点
が
多
い
。
こ
の
言
葉
の
ど
こ
か
ら
内
面
か
ら
や
っ
て
い
く
な
ど
と
い
う
話
が
出
て
来
る
の
か
ね
。
た
だ
「
居
処
」
の
時
に
は
「
恭
」、「
事
を
執
」
れ
ば
「
敬
」、「
人
と
与
」
わ
る
時
に
は
「
忠
」
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
夷
狄
に
之
く
と
雖
も
、
棄
つ
べ
か
ら
ず
」
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
だ
ゆ
い
た
い
読
書
と
い
う
の
は
、
本
文
に
即
し
て
素
直
に
読
む
べ
き
で
、
そ
ん
な
ふ
う
に
あ
れ
こ
れ
余
計
な
解
釈
を
増
や
し
て
、
そ
れ
に
足
を
と
ら
れ
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
結
局
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
聖
賢
の
言
葉
は
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
直
截
で
な
い
も
の
は
な
い
。
ま
る
で
鋭
利
な
刃
物
で
切
り
出
し
て
き
た
か
の
よ
う
だ
。
孔
子
の
言
葉
は
渾
然
と
し
て
い
て
温
か
み
が
あ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
言
葉
は
ず
ば
り
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
君
は
こ
の
一
句
を
解
釈
す
る
の
に
さ
ら
に
数
十
字
を
費
や
し
て
包
み
込
も
う
と
す
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
、
聖
賢
は
最
初
か
ら
な
ぜ
一
句
ご
と
に
い
く
つ
か
の
字
を
増
し
て
、
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
。
濂
渓
（
周
惇
頤
）
や
二
程
（
程
顥
、
程
頤
）、
横
渠
（
張
載
）
ら
の
言
葉
は
す
べ
て
ず
ば
り
と
し
て
い
て
力
が
こ
も
っ
て
お
り
、
一
語
一
句
、
か
く
も
重
厚
で
あ
る
。
他
で
も
な
い
、
君
の
読
み
方
が
そ
ん
な
ふ
う
に
散
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漫
で
弱
々
し
い
の
は
、
君
の
心
が
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
心
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
か
ら
、
気
持
ち
が
緩
み
、
ま
っ
た
く
意
識
を
一
つ
事
に
集
中
で
き
ず
、
話
が
よ
そ
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
心
を
き
ち
ん
と
整
え
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
言
う
こ
と
に
も
力
が
こ
も
る
よ
う
に
な
り
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
き
っ
ぱ
り
と
け
じ
め
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
ま
そ
ん
な
ふ
う
に
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
行
く
よ
う
で
は
、
ま
っ
た
く
解
釈
と
し
て
の
体
を
な
さ
な
い
。
こ
う
し
た
欠
点
の
根
は
、
心
が
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
の
だ
。」
［
沈
僩
］
或
問
（
校
１
）
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
（
１
）、
云
「
須
是
從
裏
面
做
出
來
、
方
得
他
外
面
如
此
。」
曰
「
公
讀
書
便
是
多
有
此
病
。
這
裏
面
（
校
２
）
又
那
得
箇
裏
面
做
出
來
底
説
話
來
。
只
是
居
處
時
便
用
恭
、
執
事
便
用
敬
、
與
人
時
便
用
忠
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。
不
過
只
是
如
此
説
。
大
凡
看
書
、
須
只
就
他
本
文
看
教
直
截
、
切
忌
如
此
支
離
蔓
衍
、
拖
脚
拖
尾
（
２
）、
不
濟
得
事
。
聖
賢
説
話
、
那
一
句
不
直
截
。
如
利
刃
削
成
相
似
。
是
以
孔
子
之
語
、
渾
然
温
厚
、
然
他
那
句
語
更
是
斬
截
。
若
如
公
説
一
句
、
更
用
數
十
字
去
包
他
、
則
聖
賢
何
不
逐
句
上
更
添
幾
字
、
教
他
分
曉
。
只
看
濂
溪
二
程
橫
渠
們
（
校
３
）
説
話
、
無
不
斬
截
有
力
、
語
句
自
是
恁
地
重
。
無
他
、
所
以
看
得
如
此
寬
緩
無
力
者
、
只
是
心
念
不
整
肅
、
所
以
如
此
。
縁
心
念
不
整
肅
、
所
以
意
思
寬
緩
、
都
湊
泊
（
３
）
他
那
意
思
不
著
、
説
從
別
處
去
（
４
）。
須
是
整
肅
心
念
、
看
教
他
意
思
嚴
緊
、
説
出
來
有
力
、
四
方
八
面
截
然
有
界
限
、
始
得
。
如
今
説
得
如
此
支
蔓
、
都
不
成
箇
物
事
。
其
病
只
在
心
念
不
整
肅
上
。」
［
僩
］
（
校
１
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
或
問
」
を
「
或
解
」
に
作
る
。
（
校
２
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
は
「
面
」
の
字
を
欠
く
。
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（
校
３
）
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
・
和
刻
本
は
「
們
」
を
「
門
」
に
作
る
。
（
１
）
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
『
論
語
』
子
路
篇
「
樊
遅
問
仁
。
子
曰
、
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
。
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
」。
（
２
）
拖
脚
拖
尾
徐
時
儀
『《
朱
子
語
類
》
詞
彙
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
は
該
語
を
、『
語
類
』
や
禅
籍
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
「
拖
泥
帶
水
」「
拖
泥
渉
水
」「
帶
水
拖
泥
」「
惹
泥
帶
水
」「
和
泥
合
水
」
と
同
一
系
列
の
語
と
し
、「
有
〝
粘
連
拖
帯
〟
義
」
と
解
説
す
る
。
同
書
三
二
七
頁
。
（
３
）
湊
泊
一
箇
所
に
集
ま
っ
て
付
着
す
る
こ
と
、
定
着
す
る
こ
と
。
巻
四
・
条
（
六
五
頁
）「
人
之
所
以
生
、
理
與
41
氣
合
而
已
。
天
理
固
浩
浩
不
窮
、
然
非
是
氣
、
則
雖
有
是
理
而
無
所
湊
泊
」、
巻
十
二
・
条
（
二
一
〇
頁
）「
根
本
不
84
立
、
故
其
他
零
碎
工
夫
無
湊
泊
處
」。
（
４
）
説
從
別
處
去
「
從
～
去
」
の
句
形
に
つ
い
て
、
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
）
は
「
動
作
の
起
点
で
は
な
く
動
作
の
め
ざ
す
方
向
を
表
す
」（
三
〇
八
頁
）
と
解
説
す
る
。
巻
九
四
・
条
（
二
三
16
六
七
頁
）「
分
陰
分
陽
、
兩
儀
立
焉
、
兩
儀
是
天
地
、
與
畫
卦
兩
儀
意
思
又
別
。
動
靜
如
晝
夜
、
陰
陽
如
東
西
南
北
、
分
從
四
方
去
」。
（
～
条
担
当
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
）
33
35
